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　地べたを転げ回っていた蟬せみもすっかり大人しくなり、鈴すず虫むしの音色が耳に心地ここちよい秋の番組改編期。

　四よ畳じよう半はんアパートのすみっこで新番組の事前チェックに余念のないオレの隣となりには、今日もぼうっと窓の外を見上げる金きん髪ぱつの美少女がいた。

「はぁ……私のせいでまた一つのソシャゲが終わってしまいました……」

　アンニュイにため息をつく彼女の名はヒルデ。

　異世界アースガルドからやってきた戦乙女ヴアルキリーだ。

　先日のコミケでとあるリズムゲームが運営を停止してしまったことを気に病やんでいるらしく、この一ヶ月、ずっとこんな調子なのだ。

「コ○ンさん……金○一さん……あぁ……私は彼らと同じ不幸を呼ぶ女です……」

　さすがに殺人事件は起きてないから！　路頭に迷う社員は出てるかもしれんが。

　それはさておき、さすがにいつまでもこのままというのも困りものだ。

「なあグー姉……なんとかならないかなあ……」

　オレは魔ま法ほうでこの狭せまい部屋にいるもう一人の美少女に声をかけた。艶つややかな黒くろ髪かみとヒルデ以上の巨きよ乳にゆうを持つ彼女もまたヴァルキリーだ。

「さあ～。毎晩のように闇やみ堕おちしたヒルデちゃんとイチャイチャしている潤じゆん矢や君のことなんて知らないわ～」

　グー姉は十を超こえる毛玉を魔法で空中に浮うかせながら、高速で何かを編んでいる。

　コスプレ好きのグー姉のことだ。近々イベントでもあるのだろう。

　なんだか最近、オレが闇堕ちしてエロモードになったヒルデに迫せまられると、グー姉がものすごい冷たい目で見てくるようになった気がする。

　グー姉はヒルデのこと、本当の妹以上にかわいがっているからなあ。

　お願いだから嫌きらいにならないで！

　不ふ可か抗こう力りよくだから！

　ヒルデのことが大好きと言えば、うちにはもう一人ヴァルキリーが住み着いている。

「なあスクルド……」

　この狭い部屋に姿見を持ち込んだぺったんこロリボディの彼女は、フリフリのワンピースに身を包み、笑え顔がおと媚こびたポーズの研究に夢中だ。

『おさんぽＪＫメイド』に来る客おにいちやんを手のひらでころころする算段をたてているのだろう。

「おーい……スクルドー」

　スクルドはチラリとオレに一いち瞥べつをくれると、すぐに鏡へと向かってしまった。

「スクルドちゃんもそうだって～」

　二人ともひどい……なんでこんな冷たいんだ。

　コミケでの一件以来、仲良くなれたかなって思うこともあれば、今日みたいに妙みように当たりのきつい時もある。

　女の子ってわからない……。

「はぁ……またＲです……やはり不幸です……」

　いつもならここでヒルデが勢いだけの明るい発言で場をなごませてくれるのだ。

　それにオレが課金しまくるヒルデにつっこんだり、課金しまくるヒルデがボケたりして、なんとなく明るい雰ふん囲い気きが戻もどる。

　……思い返すとロクでもないが、彼女がムードメーカーだってことを思い知る。

　ほんとロクでもないけどな……。

「はぁ……こういうのはみんなの人気者、スクルドらしくないよね」

「そうね～潤矢君のせいではないし～」

「相手がヒルデお姉様じゃなけりゃなんとでもなるんだけどね」

「そうなのよね～」

　スクルドとグー姉は顔を見合わせてため息をつきつつ、台所へと向かった。

　晩ご飯を作ってくれるらしい。

　材料からするとカレーかな？

　狭い部屋に並んで立つ、二人の美少女の後ろ姿。実に眼福である。

　二人が不ふ機き嫌げんになる理由がわかれば、対処のしようもあるんだけどな。

　まさかテンプレハーレムラブコメみたいに、二人がオレに惚ほれていて、ヒルデとイチャついているように見えるから嫉しつ妬となんてことは………………ないな。

　妄もう想そうにしたって自意識過か剰じようというものだろう。

　大切なヒルデをオレにとられたような気がするけど、なんだかんだで優やさしい二人は直接オレを責めるわけにもいかず、微び妙みようなもやもやを抱かかえてるってとこだろうな。

　ううむ、さすがオレの推理力。

　そこいらの鈍どん感かん主人公とは訳が違ちがうぜ。

　と言いたいところだが、三人の美少女に囲まれる生活が始まってそろそろ半年。

　誰だれとも何の進展もないあたり、ラノベ主人公の素質は十分だなオレ。

　…………うれしくねえけど！

　そもそも彼女達とどうこうなりたいとか思ってるわけじゃないんだからね！

「ねえ潤矢、いいこと考えました！」

　人生の浪ろう費ひとしか思えないどうでもいいことに思考を巡めぐらせていると、ヒルデの顔が突とつ然ぜん視界を覆おおった。

「急に顔を近づけるんじゃない！」

　びっくりして飛び退のいちゃっただろ！

　ギャグマンガみたいなリアクションをしちゃった恥はずかしさで顔が熱いじゃないか！

「ちっ……」

　なんでスクルドが舌打ちしてんの？

「ごめんなさい。でも、すごく良いことを思い付いてしまって！」

　まさかこの雰囲気を打破する良い方法か!?

「課金とバトルしか能がないと思ってたけど、人間関係を気にできるようになったなんて……うぅ……オレは嬉うれしいよ……」

「失礼です！　私にだってそれ以外にできることもありますよ！　たとえば……ええと……ええと……潤矢に一生お仕えすることができます！」

　思い付かなかったからってとんでもないこと言い出すのやめてよね！

　ギャギギギギギ！

　ちょっとグー姉!?　包丁が流し台を両断しそうなんだけど!?

　ワンオペで鍛きたえた料理の腕うではどこにいったんだよ。

「んで、何を思い付いたんだ？」

「えへへ～。私のハマったゲームが終しゆう了りようしてしまうというのなら、自分でゲームを作ればいいんです！　私が考えたさいきょうのそしゃげに自ら課金！　夢がひろがりんぐです！」

　これまでで一番のドヤ顔を見せるヒルデである。

「ええと……」

　お前は何を言っているんだ。

「ふふふっ。あまりの妙みよう案あんに声も出ないようですね」

「いや……なんていうか……」

　驚おどろいたのは確かだが、決して感心したわけじゃないぞ。

　ツッコミどころが多すぎて、どうしたらいいかわからんだけだ。

「自分で作ったゲームなら、ヴァン神族が『神々の黄昏ラグナロク』を起こすのに利用されることもありません！」

　たしかにこれまでヒルデの関かかわったソシャゲ会社が潰つぶれていったのは、ヴァン神族がソシャゲで集めた人間のエネルギーを利用して、ラグナロクを起こそうとしたからだ。

「言いたいことは色々あるが、一番の問題として、ゲームなんてどうやって作るんだ？」

　しばらくヒルデはじっとオレの顔を見つめた後、

「……………………はっ!?」

　大きく目を見開いて硬こう直ちよくしたのだった。

　バカなの？　という単語がぼくだけがいなさそうな街にいるかわいい女児ボイスで脳内再生されたのだった。
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　まだ人のまばらな朝の校庭。

　そこで一人のヴァルキリーがビラをくばっていた。

「私と一いつ緒しよに最強のソーシャルゲームをつくりませんかー！」

　ゲームの作り方がわからないなら、作れる人を仲間に引き入れればいいということで、ヒルデによるメンバー集めが始まった。

　オレも早起きしてつきそいというわけだ。

　なんでオレまで、という思いも多少……いや、かなりあったが、こういった活動をしている間は課金額も減るだろうし、ヒルデ一人にまかせておくと何をするかわかったもんじゃないので仕方なく手伝ってやることにした。

「何やってるのヒルデさーん」

　最初に話を聞いてくれたのは、クラスメイトの女子だった。

　ヒルデはその圧あつ倒とう的ビジュアルもあって校内では有名人だ。

　今でこそその数はへったが、休み時間にその姿を見に来る生徒は後をたたない。

　その美しさに気き後おくれして遠巻きに見ているだけの生徒と、この女子のように憧あこがれ半分興味半分で積極的に話しかけてくる生徒に概おおむね分かれる。

「ゲームを作ろうと思うんです！　よかったら協力してもらえませんか？」

「知ってる知ってる！　ヒルデさんってゲーム好きなんだってねー」

「はい！　お嫁よめさんがたくさんいます！」

「嫁……？　ええと、よくわかんないけど、面おも白しろそう！　仲間にいれてー」

　おお、こいつはさい先いいな。

「ありがとうございます！　どんなことが得意なのですか？　プログラムですか？　絵ですか？」

「そういうのできないよ？　演劇部だし」

「へ？　でもゲームを作りたいって……」

「作ってみたいねー」

「あの……ありがとうございました……今回は即そく戦せん力りよくが必要なので……」

「高校生でゲーム作れる人ってなかなかいないと思うけど……そういうことならしょうがないねー」

　彼女は気を悪くしたそぶりもなく、ひらひら手を振ふりながら生徒玄げん関かんへと向かった。

　なかなか良い娘むすめだ。




「ゲーム作り……ですか……絵なら……少しだけ……でゅふふ……」

　次に釣つれたのは、絵に描かいたようなオタク女子だった。

　最近こんな娘、マスコミのイメージ画像でしか見ねえよ！　という『悪い意味で地味』、『めがねにてきとーな三つ編み』、『こぶとり』と三さん拍びよう子しそろったパーフェクトガールだ。

　そういや、校内にすんごいオタク女子がいるって聞いたことある。

　身体的特とく徴ちようやしゃべり方も一いつ致ちするし、彼女のことだろう。

「本当ですか！　見せてください！」

「ちょっと、恥ずかしいですが……」

　沼ぬま落おちと名乗った彼女は、鞄かばんからスケッチブックを取り出すと、それをヒルデではなくオレに見せてきた。

「以前から安あん沢ざわ君がいい感じのオタクだって聞いていて、いつか話したいって思っていたんです。でゅふふ……」

「お、おう……」

　いきなりの早口と積極性と気持ちわ──個性的な笑い方にオレが若じやつ干かん引いているのにもかかわらず、沼落はぐいぐいとスケッチブックをオレの胸に押しつけてくる。

　それにともない、どんどん顔の距きよ離りも近づいてくる。

　ひいっ！　なんかこわい！

「さあ！　お願いします！　そして語り合いましょう！」

　あかん！　この娘あかんヤツや！

「沼落さん」

　その時、ヒルデが沼落の肩かたをポンと叩たたいた。

「なんです？　ヒルデさんには後で見ていただきますから！　さあ潤じゆん矢や君！」

「じゅ──」

　沼落の物言いにカチンと来たのか、ヒルデはまゆげをぴくんと撥はね上げ、

「不合格！」

　と沼落を指差した。

「でゅほっ!?　なんでですか!?」

「なんでもです！　お引き取りください」

「うぅ～これだから美人は……」

　沼落はぶつくさ言いながら立ち去っていった。

「良かったのか？」

　せっかくの戦力だったかもしれないのに。

「潤矢はあの娘こを入れたかったんですか？」

「いや……ちょっと苦手かなって思ってたが」

「そうですか！」

　ヒルデは胸の前で手をぱんっと叩いて笑え顔がおをみせた。

　そんなに喜ぶことでもない気がするんだが。




「ヒルデちゃんと一緒にゲーム作りができるん!?　ぜひやりたいね！　美人とゲーム制作！　きゃっほう！」

　次に釣れたのは、少しちゃらくて頭の軽い感じの男子だった。

「なにができるんです？」

「プログラムを少しだけかじったことがあるよ！　あるよあるよ！」

「潤矢！　きましたよこれは！」

　ううむ……どの程度プログラムをできるか知らないが、さっきからじろじろとヒルデのあちこちをなめ回すように見ているのが気になる。

「で？　で？　ゲーム作ったあとはあれっしょ、打ち上げとかするんしょ？　おっとまずは親しん睦ぼくを深めるのにカラオケなんてどう？」

　コイツ……なんでかわからんが気に入らないな。

　オレが嫌きらいなちゃらいタイプだからかもしれん。

　かといって、せっかくの戦力を無む為いにすることもできないし……。

　そうだ！　これを訊きいてみよう。

「ねえキミ、月の課金額はどれくらい？」

　オレの質問に一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、

「ゲームへの課金のことだね？　ふっふーん、オレけっこうやってるよ？」

　とドヤ顔をみせた。

「本当ですか!?　ほら潤矢！　探せば良い人材はいるじゃないですか！」

　マジで課金までがっつりしてるとなれば、ヒルデ的には断る理由なんてないだろう。

「月に三千円は課金してるからな。なかなかやるっしょ？　無課金勢には負けないぜ～」

「さん……？　秒間ではなくてですか？」

「え？」

「はい？」

　三人の間に沈ちん黙もくが流れる。

　秒間三千円ってのもどうかと思うが……ヒルデを相手にするにはあまりに少なすぎる金額だろう。

　ヒルデは手をすっと生徒玄関に向けると、

「またの機会にお願いします」

　と無表情で言ったのだった。

「なんでなんで!?　遊ぼうよヒルデちゃん！」

「申し訳ございません。課金額の低い人はちょっと……ではなく、もっとゲームをわかっている人と一緒に作りたいので」

「うぐぅ……」

　有う無むを言わさぬヒルデの迫はく力りよくに、男はしぶしぶ引き下がっていった。




　そんなこんなで数日が過ぎていった。

　しかし、いっこうにメンバーを集められる気配はない。

　それどころか……

「ヒルデさんの勧かん誘ゆうにのると、サークレットをつけられて、命令をきかないと頭を締しめ付けられるようよ」

　なんて噂うわさが立っているくらいだ。

　それならまだ良い方で……

「ヒルデさんが学内宗教を始めたらしいぜ。なんでもハイカキン教とかっていうらしい」

「拝火教の間ま違ちがいじゃなくて？」

「課金したくてたまらなくなる宗教らしい」

「それって宗教なの!?　言葉には出せないヤバイアレとかなんじゃねえの!?」

　とか……

「課金額で役職が決まる裏生徒会を立ち上げたらしいぞ」

「聞いた聞いた。なんでも、ゲームのイベントで上位に入れなかったら、プリズンっていう監かん獄ごくに閉じ込められるんだろ？」

「まじかよ！　安沢潤矢最低だな！」

　などと、なぜかオレが非難の対象になっていたりする。

　いつもヒルデみたいな美人と一緒にいるせいで嫉しつ妬とされているのだと思うが、廊ろう下かで他の生徒とすれ違うたびに白い目で見られるのは勘かん弁べんしてほしいよね！




　　　　◆　◇　◇　◆




　そうしてメンバーが見つからないまま、さらに数日が過ぎたある日。

「おーい潤矢。見てほしいものがあるんだお」

　倍化の術でも使いそうな腹を揺ゆらしながら、オレの席に近づいてきたのは、腐くされ縁えんなオタク仲間の築つき城しろ正ただしだ。

　朝からテンションの高い奴やつである。

　正はタブレットをオレの机におくと、おもむろにアイコンをタッチした。

「知らないゲームのアイコンだな」

　どこかで見たことがある気もするんだが……。

「ふふふ……気付いたね……」

　たぷたぷのアゴに手を添そえた正は、眼鏡めがねをキラリと光らせた。

　何かのネタっぽい動作なのだが、元ネタがどうしても思い出せない。

「何だっけそれ？」

　オレは恥はじを忍しのんで訊いた。

　安○先生か？　それとも佐さ渡ど○造先生か？

　どちらも違うな。

　ううむ、なんだろう。

　振られたネタをわからないというのは、オタとして負けた気分だ。

「潤矢……」

　正は気色悪いほど穏おだやかな目でオレを見つめると、肩にポンと手をおいて言った。

「なんでもネタだと思うのは、オタの悪いクセだと思うお」

「お前には言われたくねえ！」

　なんなの？　それを言うためにわざわざ思わせぶりなセリフ吐はいたの？

「会場も温まってきたところで！」

「オレは前座かよ」

　こんなことするタイプではなかったと思ったが、どうしたのだろう。いつにもましてキモ──テンション高い。

「さあ！　刮かつ目もくするんだお！」

　正の声とともに、アプリのローディングが終わる。

『おはよう、おにーいちゃん』

　タブレットから聞き覚えのあるロリ声が流れてきた。

　そして、画面に映ったのは『おさんぽＪＫメイドしごと』用のロリ服に身を包んだスクルド写真と、点てん滅めつする『ＳＴＡＲＴ』の文字だった。

「ゲームのスタート画面みたいだな」

　こんな画像作って遊んでたのかよ。

　暇ひまなのか？

「その通りだお！　さあ！　始めてみるんだお！」

「始めるって……この続きもあんの!?」

「そりゃあゲームだし、あるに決まってるお。まだ途と中ちゆうだけども。これを学生アプリゲームコンテストに出そうと思っているんだお！　だから、もと廃はい課金兵の潤矢の感想を聞きたいんだお～」

　タブレットに表示されていたアイコンがどこかで見たことあると思ったら、『うにてー』だったのか。

『うにてー』とは最近アマチュアからプロまで広く使われているアプリゲーム制作ツールだ。プログラム初心者にも取っつきやすいシステムらしい。

　もちろんオレは使ったことないけど。

　そういえば、正は自じ称しよう凄すご腕うでのプログラマーだったな。

　校内のシステム関係は先生から正に質問がいくくらいらしいので、あながち自称だけということでもないみたいだが。

　何はともあれ、自分でゲームを作ったというのは素す直なおにすごい。

　とりあえずどんなジャンルかも聞いてないが、ゲームを始めてみるか。

『おかえりなさい、おにーちゃん』

　画面をタッチすると、そこはスクルドが働いている『おさんぽＪＫメイド』の受付だった。

　スクルドがいけないことに巻き込まれてないかこっそり前まで見に行ったことがあるので覚えている。

　ここの挨あい拶さつはメイド喫きつ茶さみたいに『おかえりなさい』なんだな。

　バ○ターマシーンが宇宙怪かい獣じゆうとの戦いから帰ってきたときみたいだ。

　画面には『はじめから』と『つづきから』、そして『オプション』のボタンがならび、その横にはスクルドの立ち絵（実写）が映っている。

　ちなみにボタンはそれぞれ青、赤、緑の一色ずつで塗ぬられた簡素なものだ。

　手作り感満まん載さいだ。

　しかしこれ、嫌いやな予感しかしないんだが。

「今はまだ『はじめから』しかえらべないおー」

　聞いてもいない説明をしてくれる正である。

　既すでにやめたくなっているが、少しだけ進めてみよう。

　おそるおそる『はじめから』をタッチすると、画面の下に会話ウィンドウが表示されるタイプの、見慣れたアドベンチャーゲーム画面に切り替かわった。

　画面中央に表示されているのは、予想通りスクルドだった。

「あー！　正お兄ちゃん！　今日も来てくれたんだね！　うれしいよ！」

　画面の中でピースをしたまま固まった写真のスクルドが、ぴょこんと跳はねた。

　ゲーム的表現なのはわかってるが、実写でやるとおかしな感じだなあ。

「今は俺の名前が入ってるけど、ユーザーの名前を入力できるようにするつもりだお。声つきで呼んでもらえるのは、全国の『ただし』さんだけだお。ぐっふっふ……」

　大変嬉うれしそうなところ悪いが、やってる方はかなりキツいんだが……。

　何度か画面をタッチしてみると、わりと脈みやく絡らくなくスクルドのかわいいセリフとポーズが垂れ流れてくる。

『お兄ちゃんはどこへ行きたいの？』

『えへへ……お兄ちゃん、だーいすき！』

『はいお兄ちゃん、あーん、なんてね。うっそだよん』

　きっついきっつい！　これきっつい！

　想像してみてほしい。

　例えば、自分の妹を好きな男がいたとして、その男が妹の写真と声を使ったゲームを作ってきた時のことを。

「うん、よくできてるんじゃないかな。少なくともオレには作れないな」

　色んな意味で。

　とりあえずそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「いつもなにかとはっきり言う潤矢が目を逸そらしてるお!?　まだ止やめるには早いお！　ここからデートしたり、選せん択たく肢しが出てきたりするんだお！　そしてソシャゲらしくすーたんの衣い装しようガチャとかあるんだお！　これでがっぽがっぽだお！」

「ソシャゲをなめすぎな発言はともかく、聞いたらなおさらやりたくなくなった」

「なんでだお!?」

　こいつ、本気で驚おどろいてやがる。

「ゲームのデキはさておき、よくこんなにスクルドの素材を集められたな」

「よく訊きいてくれたお！　苦労したんだお～」

「店に通って頼たのみ込んだのか？」

「何言ってるんだお？　お店に通うのは、ゲーム作りとは関係なく当たり前のことだお」

　真顔で言われました。

「でも、彼女はタレントではなくプロのおさんぽ屋さん。きっとゲームへの出演は恥はずかしいからと断られるって思ったんだお」

「プロのおさんぽ屋って……音だけ聞くとのどかだな」

　たしかにお金もらってる以上、プロかもしれんが。

「そこで俺はすーたんのお店に行くたび、なんとか必要なセリフを言ってもらえるように会話を誘ゆう導どう！　地道にそれを録音したんだお！」

「それって盗み録り……」

　その話術をなぜ普ふ通つうに彼女を作る方向に持っていかないのか。

「他人との会話じゃないからセーフだお！」

　そうかなあ。

「じゃあ写真は？」

「一回五千円のチェキを撮とるときに、ゲーム用に切り抜ぬきやすいようアングル工く夫ふうしたんだお！　近くで映りたいのを我が慢まんするのは大変だったお」

　手間と金のかかることを！

「じゃあスクルドにはゲーム化の許可とってないんじゃねえか。バレたら殺されるぞ？」

「だーいじょうぶだお。すーたんは優やさしいから笑って許してくれるお」

　くっ……ファンというよりもはや信者と化している正を説得するのは無理か。

　このままでは死ぬより苦しい電でん撃げき攻こう撃げきが待ってそうな気がするんだが……まあ、やられるのは正だからいいか。

「そんなことより続きをやってほしいおー」

「そう言われてもなあ……」

　オレがどうやって正を追い返したものかと思案していると……。

「すばらしいです！」

　突とつ然ぜん背後からヒルデが身を乗り出してきた。

「わかってくれるのかお!?」

　まじで!?　自分の妹分だろうに！

「欲よく望ぼうを満たすために自ら行動を起こすその姿勢！　見習わなくてはなりません！」

　そういうことか。

「よくぼ……言い方が少し気になるけど、わかってくれてうれしいお！　ちょっとプレイしてみてくれるかお？」

　欲望の対象は自分の妹分だが大だい丈じよう夫ぶか？

「あ、それはいいです」

　あっさり断った！　食いついたのはなんだったの!?

「どういうことだお!?」

　正がそう言いたくなる気持ちもわかる。

　が、この時点でヒルデが何を考えているかわかってしまった。

「スマホは課金以外にも使い道があるのだということを思いだし、二人のお話を訊きながらスマホで調べてみたのです！」

「ドヤ顔のところ悪いが、スマホの主要な使い道の認にん識しき──いや、なんでもない。続けてくれ」

　ヒルデの課金については今いま更さらどうこう言ってもはじまらない。

「ゲームを作れる人材を探していたのです！　さあ、ええと……月島さん……？」

「築城だお……」

　性格のひねくれたミドルブロッカーじゃないんだから。

　ヒルデは正とそんなにからんだことがないので、名前を覚えていないのもしょうがないかもな。

「俺はいつも一番潤矢の近くにいるというのにひどいお……」

「私の方がいつも潤矢の近くにいると思いますが？」

　なにさらっと恥ずかしいこと言ってんの!?

　言った本人は完全に無自覚らしく、平然としている。

「認めたくなかったけど、潤矢がリア充じゆうに!?　若さ故ゆえの過あやまちを犯おかす時は一いつ緒しよだって誓ちかったはずなのに！　大人の階段を先に上ってしまうのかお!?」

「誓ってねえし！」

「それでですね、私と一緒に最強のソシャゲを作ってほしいんです！」

　おいおいヒルデ……少しは正の話を聞いて……やらなくていいか別に。

「何を言ってるんだお？　俺は最強のすーたんゲーを作るんだお！」

「どう考えてもコンテスト向けじゃねえ！」

「すーたんさえ出てれば勝つるお！」

「そんなわけありません！　だから私と最強のソシャゲを作りましょう！」

　最強、最強ってお前ら小学生か。

「いやだおー！　すーたんゲーだおー！」

「課金ですー！　課金課金課金ー！」

　二人して両手で机をばんばん叩たたく姿は、小学生どころか幼児だこれ。

　クラスの視線が痛いから……あれ？　痛くねえ!?

　クラスメイト達はこちらを注目するでもなく、おのおの好きに行動している。

　え？　これが日常だと思われてんの？

　冷たくされるより応こたえるわ。

　ただ、ヒルデの提案はある意味一石二鳥かもしれない。

　ヒルデがゲーム作りに没ぼつ頭とうしてくれれば課金額は減るだろうし、このまま正を放置していては、オレが後からスクルドに怒おこられるかもしれないし……。

　ネタはともかく、ちゃんと動くゲームを作れる正が仲間に加わってくれれば、もろもろ解決だ。

　これはなんとしてもヒルデの企き画かくに正を協力させなければ！

「なあ正、これクソゲーだと思うぞ」

「さっきまで興味なさそうだったのに、急に真ま面じ目めな顔で何を言うんだお!?」

「過去にも実写を使ったゲームは存在した……」

「突然ナレーションだお？」

「ナレーションですね？」

　そこなんで冴さえないヒロインみたいにフラットな目でツッコムの？　ちょっとしたおちゃめのつもりだったのに！

　ああもう、このまま続けるよ！

「それらのゲームの中にはとても売れたものはある」

「そらみろだお！」

「ただし、ゲームの内容が面おも白しろければだ！　ただのアドベンチャーではない斬ざん新しんなシステム、引き込まれる脚きやく本ほん、的確なプロモーション！　それらがなければ売れなどしない！」

「すーたんゲーだって斬新だお！」

「斬新ならいいってもんじゃないだろ。四次元殺法コンビに怒られてこい！」

「狙ねらうならブルーオーシャンだお」

　なんで突然意識高い系っぽい単語を引っ張り出してくるんだよ。

「人気タレントをメインに実写で使ったゲームなんかもあったけどな。濃こいファン以外には届かなかった」

「たしかに……。それだと、コンテストに優勝して、すーたんの魅み力りよくを全世界のみんなに知らしめるという目標が達成できないかもしれないお」

「だったら、ヒルデの考えた広く受けそうなアプリを作って、そこにスクルドの要素を入れ込むってのはどうだ？」

　ヒルデの方も何を作るかはたぶん決まってないけどな。

　ここのところ「ゲーム作りたい！」と連呼しているヒルデだが、どんなゲームを作りたいのかは何も言ってないし。

「潤矢……私のために説得を……」

　過度の課金癖へきを治そうって意味ではそうかもな。

「たしかにそっちの方が現実的だとは思うお」

　自分で言っててなんだが、ヒルデとゲームを作るってのも現実味ないけどな！

「じゃあ私と一緒に……」

　ヒルデの潤うるんだ瞳ひとみに一いつ瞬しゆんデレっとした顔を見せる正だが、すぐにキリッと立ち上がった。

「俺にもクリエイターとしての矜きよう恃じがあるお！　そう簡単に企画のコンセプトは変えられないんだお!!」

「たぶんスクルドもゲーム作りに参加すると思うんだが。あこがれのスクルドと一緒にゲーム作りだぞ」

「よろしくお願いしますお！」

　正はその場で土下座を繰くり出したのだった。

　矜恃はどうした。

「スクルドに負けた気がします……」

　ヒルデは何の勝負をしてるんだよ。




　　　　◆　◇　◇　◆




「というわけでスクルド。オレと一緒にゲームを作ってくれ」

「へ？」

　正にゲーム制作の約束をとりつけた日の晩。オレはスクルドの前で土下座をしていた。

　女の子と住むって、土下座をすることと同義なのかもしれないね。

　世の中のお父さんえらい！

　ちなみにヒルデもオレの隣となりで正座をしている。

「頼むよスクルド」

「ど、どうしたのよ急に……」

「スクルドの助けが必要なんだ。スクルドがいないとゲームが完成しないんだよ」

　主に正がへそを曲げるという意味で。

「ま……まあ、潤矢がどうしてもって言うなら手伝ってあげなくもないけど……？」

　スクルドは指先で髪かみをクルクルといじりながら少しオレから目線を外した。

「ほんとか!?　ありがとう！　すっごい助かるよ！」

　立ち上がったオレは、思わずスクルドの手をぎゅっと握にぎってしまった。

「ちょ、ちょっと！」

　顔を赤くして手を引っ込めるスクルドを見て、オレは少々反省した。

「すまん、嬉うれしくてついな」

　いくらスクルドの見た目が子供に見えるとはいえ、女の子の手をいきなり握るなんてどうかしてる。

　ヒルデ達三人との生活も長くなってきたせいか、どうにも最近気安く接してしまう。

　彼女らにも居い候そうろうの引け目があるのか、強く拒きよ否ひしてこないしな。

　こっちが自重するべきだろう。

　スクルドに関しては電撃が飛んでくるかとも思ったが、今回は急すぎたのか驚おどろいてくれるだけで助かった。

「そんなにお願いするってことは、もしかしてスクルドが主人公のゲームかな？」

「まさかの正と同じ発想!?」

　バレたら怒られると思ってたのに。

「あのお兄ちゃんかねづるもなかなかいいところあるじゃない」

　相変わらずかわいそうなルビが振ふられていることには触ふれないでおこう。

　ちなみにその『すーたんゲー』の話題をないがしろにしてた姉貴分もいたけどな。

「実際に作るのはヒルデのソシャゲだけどな」

「ヒルデ姉様が主人公なの!?　スクルドは!?」

「その発想から離はなれろって！　ヒルデが作りたいソシャゲって意味だよ！」

「ふーん。あっそう」

　明らかにテンション下がった!?

　もしかして、正が作ろうとしてたもので正解だったのか？

　いや、実際にあんな盗とう撮さつの塊かたまりみたいなものを見せたら、スクルドはブチ切れるだろう。

「スクルドをモデルにしたキャラも出したいと思ってるからさ。たのむよ」

「まあいいけどね。ヒルデ姉様が喜んでくれるんなら」

「ありがとうございますスクルド！　これで安心して課金し放題な生活への第一歩を踏ふみ出せます」

　お前はもともと課金しまくってるだろ、というツッコミは無ぶ粋すいなんだろうなあ。







[image: ヒルデのゲームレビュー日記]




　今日はガールフレンドがたくさんいるカードゲームをやってみましょう。

　ふむふむ……女の子をガチャで引いて戦うゲームですね。

　このタイプは前にやりこんだことがあるからいけますよー！

　攻こう略りやくのコツはまず課金！

　とりあえず千回回してから考えましょう。

　ああもう！　チュートリアルなんていいですから、早くガチャを回させてください！

　さあ、どんな女の子が出てくるかわくわくものですよー！

　リアルタイムに忙いそがしい操作をするゲームも好きですが、こういうタイプはとにかくキャラを愛めでることに時間を使えるのがいいですね。

　どんどん課金できちゃいます！

　まさに無際限の課金ワールドです！


【現在の課金額　三百万円】
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　ここは学校の片かた隅すみにある部室が連なる一角。

「お姉ちゃんも仲間にいれて～」とゲーム制作に加わったグー姉の魔ま法ほうで人ひと払ばらいをしつつ、六畳じよう程度の小さな空き部室を占せん拠きよしたのだった。

「かわいいキャラが出てくる、私が課金したくなるソシャゲを作りましょう！」

　制作メンバーが座る長机を前にしたヒルデは、ホワイトボードにでかでかと、

【かわいいは課金】

　と書いた。

　最近文字の勉強をしているのは知っていたが、書けるのはひらがなだけだったはず。

　課金の二文字だけは漢字を覚えたのか……。

　完全に頭がおかしい感じだし、本人に自覚はないだろうが、この一文はある意味非常に正しいことを言っている気がする。

　なぜなら、ゲームに限らず商業に乗せる創作物は、ターゲットを明確に制作する必要があるからだ。

　狙ねらったターゲットとは違ちがうところで売れたり、そもそも売れなかったりするのはよくあることだが、そもそも想定しなければどこに向けて撃うった弾たまかわからなくなる。

　だがこの場合、ヒルデをメインターゲットに想定することで、『ヒルデみたいな人達』に届くようなゲームを作るというコンセプトになるのだ。

　素人しろうと考えだけど、大きく間違ってはいないと思う。

　つまり──

『異世界からやってきたヴァルキリー』で、

『ソシャゲにハマ』り、

『息を吸うより自然に課金をする』

　タイプの人ということだ。

　こういう人が世の中にたくさんいれば、売れるゲームということになる。

　……そんな奴やついねえ！

　まてまて、箇か条じよう書がきマジックだぞこれは。

　同クールにやっているラノベアニメの似ているところを並べて、展開同じじゃねえかというのに使われるアレである。

　たしかにオレも見ていてちょっと混同することもあっ──いや、それぞれに良いところはたくさんあったよ！

　……少し言葉を変えてみたらどうだろうか。

　たとえば、

『かわいいキャラの収しゆう集しゆう癖へきがあり』

『日常的にソシャゲをプレイ』し、

『課金への抵てい抗こうがない』

　そんなターゲット。

　うむ。ちょっとふんわりしてるけど、これならたくさんいそうだ。

「ではみんなでキャラを考えましょう！」

　ヒルデはオレの思考など無視して話を進めようとしている。

「アイグラの蘭らんちゃんや、バイフェスのマリちゃん、それにりんちゃんみたいなキャラも出したいです！」

「あらあら～。ヒルデちゃんらしいわね～」

　グー姉はうんうんと和なごやかに頷うなずき、

「これって同人ゲームの話だっけ？」

　スクルドはちょこんと首を傾かしげている。

「人気キャラにそっくりな娘むすめ達を出せば、コンテストで優勝間違いなしです！」

「だめだから！　色んなところに怒おこられるからそれ！」

「でも、色んなゲームで似たようなキャラがたくさん出てますよ？」

　それ以上いけない！

「コラボの話だよな！　コ・ラ・ボ！」

「え……？　でもかなり似てるだけで名前が違う──」

「シャラーップ！」

　パロディかもしれないし、たまたまかもしれないだろ！

　時々さらっと核かく心しんつくから怖こわいよねこの娘！

「キャラは大事だけど、ひとまずそれはおいといて、まずどんなゲームにするか決めよう」

「どんなって……　かわいいキャラが出るゲームですけど？」

「そうじゃなくて、カードゲームとかリズムゲームとかパズルゲームとかそういうのだよ。ジャンル決めよう！　ジャンル！」

「……はっ!?　かわいい娘に課金することで頭がいっぱいで忘れてました！」

「まったく……んで、何かやりたいジャンルはあるか？」

「どんなジャンルがあるんでしょうか？　ちょっと調べてみていいですか？」

「もちろんだ」

　市場調査はある意味創作の基本である。

　ヒルデはスマホを取り出し、慣れた手つきで操作を始めた。

　おそらくアプリストアーを見ているのだろう。

　他のメンバーもスマホをいじりはじめた。

　……。

　…………。

　待つことしばし。

　そろそろいいだろうか。

「ピンと来るジャンルはあったか？」

「…………」

　オレの問いかけが聞こえないほど、ヒルデは真しん剣けんにスマホの画面を凝ぎよう視ししている。

　その表情は喜き怒ど哀あい楽らくでころころ変わる。

「おいヒルデ、もしかして……」

「え？　なんですか？　ああ！　やりました！　十連でＵユーＲレア三枚ですよ！」

　ヒルデがうれしそうに見せてきたのは、最近売れているスマホＲＰＧアプリの画面だった。

「調査してたはずなのに、なんで課金してんの!?」

「え、ええと……課金ぐあいの調査を……」

　ヒルデは頰ほおをぽりぽりかきつつも、片手は素す早ばやくスマホを操作している。

　ぐあいってなんだよ。

「プロっぽいこと言ってるけど言い訳だよね!?　というか、また回してる!?」

「大だい丈じよう夫ぶです！　まだ十連ガチャ三回ずつですよ」

「どこが大丈夫なの!?」

「いつもならまず十連十回のところを節約です」

「うん、比ひ較かく対象がおかしいだけだよね」

「（色んなアプリで試ためしたので、合計するといつもより多いのですが……）」

「え？　なんだって？」

「なんでもありません！　（潤じゆん矢やが難なん聴ちよう主人公で助かりました……）」

「しっかり聞こえてたけどな」

「罠わなですか!?」

「勝手にボロを出したんだろ。それより課金額……」

「わあ！　ギラちゃん出ました！　かわいい！」

「話聞いて!?」

「はっ！　すいません！　作るゲームジャンルの話でしたね」

　課金については……いやまあ今いま更さらいいか。

「何かいいジャンル見つかったか？」

「ごめんなさい……なかなか決められなくて……。どのジャンルもみんなかわいいんです」

　結局キャラしか見てねえ！

　こりゃいったんヒルデ抜ぬきで考えてみて、最後にコメントをもらう方がよさそうだ。

　そういえば、コンテストのレギュレーションを知らないな。

　今のうちに正ただしに確かく認にんしておくか。

「おい正」

「ぐほほ……すーたんと同じ部屋にいるお。はぁはぁ……すーたんと同じ空気……はぁはぁ……」

「オイ……」

「なんだお？　今忙いそがしいんだお！　そうだ！　ここの空気を瓶びんに詰つめて持って帰るお！」

　ダメだこいつ、早くなんとかしないと。

「その空気、オレが吐はいた空気も入ってるぞ」

「………………おえええええ」

「そこまで嫌いやがることか!?　普ふ段だんから同じ教室で呼吸してるだろ」

「そういえばそうだったお。取り乱してすまないお」

　正気に戻もどってくれたのは何よりだが、釈しやく然ぜんとしないものを感じるなあ。

「コンテストのレギュレーションって、どんな感じなんだ？」

「ちょっと待つお」

　正はタブレットをちょいちょいっと操作すると、こちらに向けた。

　そこには『第一回　学生アプリゲームコンテスト　応おう募ぼ要よう項こう』のページが表示されていた。

　主しゆ催さい者しやコメントなどが載のっているが、そのあたりは無視し、レギューレーションの項目に目を通す。




・全年ねん齢れい向けであること。

・未完成でよいが、作品の面おも白しろさが伝わる内容が実装されていること。

・運営できる作品であること。

・ガチャなどは、その後の実装が想定されていれば動作する必要はない。




　そして最後にこう記き載さいされていた。

・優勝作品は、賞金五百万円と弊へい社しやでの制作＆リリースを行います。

　さらに、収益の一部を優勝者に還かん元げんします。




「ご、五百万!?」

　ヒルデに借金を返してもらっても、十分なお釣つりがくる額だ。

　そう簡単に優勝できるとも思えないが、気合を入れねば！

　締しめ切りは一ヶ月後と書いてある。

　これが短いということは素人しろうとのオレにもわかる。

　のんびりしている場合じゃないぞ。

　リリース前提ってことは、ヒットしそうなゲームを作るってことでいいのだろう。

　スクルドをチラチラ見てばかりの正は使い物にならなさそうなので、まずはスクルドからインタビューしてみる。

「スクルドはどんなゲームがいいと思う？」

「んー、最近ハマったのはＲＰＧかな～。自分でアバターを作るのが楽しくてね。日本に昔からある有名タイトルみたいなんだけど、星のドラゴ──」

「はいストーップ！　ムリだから！　有名Ｉ知的Ｐ財産使うのはムリだから！」

「わかってるってば。女の子はアバターで着せ替かえするのが好きって言いたかったのよ」

　なるほど。それは参考になる意見だ。

　ストアーで見かけるスマホ向けの乙女おとめゲーの説明には、確かにアバターがどうのこうのと書かれていることが多い気がする。

　オレは虚こ空くうを見つめて妄もう想そうの世界に行っているヒルデの手からマーカーを取ると、ホワイトボードに『アバター』と書いた。

「他には何かないか？」

「そうねえ……お兄ちゃんと共通の話題にできるゲームがスクルドにとっては一番だから、そういうのかな」

　ふんわりしてるなあ。

　だけど、共通の話題になるってのはヒット作の大事な要因な気がする。

　携けい帯たいゲーム機で大ヒットしたハンティングアクションゲームも、みんながやってるからやるという流れで普ふ及きゆうしていったようだし、そのゲームを機会に結けつ婚こんしたという話も聞く。

　最近出た予算のかかっているアプリには、殆ほとんどマルチプレイもついているしな。

「お兄ちゃん達とはどんなゲームの話をするんだ？」

「色々かなあ。お兄ちゃんによって好みがバラバラでめんど──色んなゲームで遊んでるみたいなんだよね。その中でもやっぱり、ストアーのランキング上位にくるアプリが話題に出ることが多いかな。オタクだとか言ってても、所しよ詮せんは売れてるものに群がる烏う合ごうの衆しゆうよね……スクルドの手にかかればそんなお兄ちゃん達なんて……ふふふ……」

　漏もれてる！

　本音がめっちゃ漏れてる！

「もしかしたら、スクルドがついてこれるように、よく知られてるゲームの話をしてくれてるのかもしれないけどね。なめやが──気をつかってくれるお兄ちゃん達、大好き！」

　最近のスクルドはオレやヒルデ達の前だと本音ダダ漏れなのだが、正がいることでいつもの本音モードと建前モードの切り替えが上手うまくいっていないらしい。

　もはや制せい御ぎよがきかなくて、二重人格を疑うレベルである。

　オレはとりあえずホワイトボードに『売れてるもの』と書いた。

「あとね、やっぱりスクルドを出すのがいいんじゃないかな？」

　スクルドがぴっと指を立てると、

「あるよ！　すーたんの出てるゲームあるよ！」

　それを聞いた正がタブレットを掲かかげて立ち上がった。

　画面に映っているのは、スクルドの盗とう撮さつで構成されたあのゲームである。

「おいやめろ！」

　怒おこられるっての！

「こ……これは……」

　スクルドが画面を凝視しながら肩かたを震ふるわせている。

　いかん！　これは電でん撃げきでも出しかねない勢いだ。

「落ち着けスクル──」

「なんでこんな写真なの!?　ちゃんと加工してくれなきゃだめじゃないお兄ちゃんこの無能！」

「そこっ!?」

「加工なしでもかわいいスクルドだけど、ネットにはスーパーフォトショガールが溢あふれてるんだよ？　あの娘こ達から頭一つ抜け出すには、こっちも加工しないとダメじゃない！　もちろん、顔の形を変えるって意味じゃないよ？　ライトとかその辺の調整だけでいいんだからね。素材は世界一なんだから！　指導してあげるからちょっときて！」
















　スクルドはどこからともなく取り出した紐ひも付つきの首輪をフリスビーのように正に投げつけた。

　カチャンと軽い音を立てて留め金のかかった革製の首輪が、正の太い首をがっちりホールドし、そこから伸のびる紐ひもをスクルドがぐいっと引っ張る。

「ほら行くよお兄ちゃん！」

「ふおおお!?　すーたんの教育的指導!?　受けるお！　ムチの準備とかいるかお!?」

「キモチワルイよお兄ちゃん!?」

「はい！　ボクは気持ち悪いです！」

　そんなやりとりをしながら、正はスクルドに引きずられ、部室を出て行った。

　スクルドのことだから正にどうこうされるとは思えないし、彼はあれで（たぶん）紳しん士しなので大丈夫だろうが……別の意味で大丈夫じゃないなあ。

　どうしようこれ。

　妄想からこちらの世界に返ってきたヒルデはぽかんと口をあけて、スクルド達が出て行った後を見ているし、グー姉は鼻歌を歌いながらノートに何やらペンを走らせている。

「ええと……今日は解散……かな？」

　こんなんでゲーム完成すんの？




　　　　◆　◇　◇　◆




「私達が作るのは、儲もうけられるゲームでなければなりません！」

　企き画かく会議二日目。

　今日の企画会議はヒルデのそんな宣言から始まった。

「ヒルデちゃんどうしたの～？　売り上げなんて気にする感じじゃなかったのに～」

　グー姉がそう言うのもわかる。

　ヒルデがこんなことを言い出したのは、昨晩のオレとのやりとりによるものだ。

「それがですね……昨日は新しいアプリを調べるのにお金をすごく使ってしまったことがわかってですね……」

　基本無料だから、本当はお金かからないはずなんだけどね！

　始めた瞬しゆん間かんとりあえず課金ってしてたらそりゃすごい金額かかるよね！

「前借りしたバイト代分も使ってしまい、潤矢に家賃が払はらえなくなってしまったんです……。それで、今回のコンテストに優勝すると賞金が貰もらえる上に、ゲームの収益の一部が貰えると聞いて……」

「潤矢君にそれでお金を返そうと思ったのね～」

　グー姉はうんうんと頷うなずいている。

「そうなんです！　賞金でいっぱい課金できると思って！」

「借金返済の話だよね!?」

「はっ！　そうです！　そうなんです！」

　こんな調子でほんとに借金は帰ってくるんだろうか……。

「というわけで、今回はマネタイズって奴やつから作るゲームを考えてみようと思う」

「マネタイズ～？　どうやってユーザーさんの射しや倖こう心しんをあおってジャブジャブ課金してもらうかの方策のことね～」

「知識の出所が気になる言い方やめて!?　お客さんに楽しんでもらって、気持ちよくお金を払ってもらう作戦のことだから！」

「まるで運営側みたいな言い方ね。潤矢、あなたはもうユーザーじゃないわ。ゲームを純じゆん粋すいに楽しむ心を失った企き業ぎようの犬よ！」

「スクルドまでなんでトゲのある言い方なの!?」

「Ｍっぽい人を攻せめて満足させるのってちょっと面白いなって思ったの」

「オレはＭな人じゃねえ！」

　スクルドに何があったの？

　Ｓキャラに路線変へん更こうとかじゃないよね？

　そこでちらりと部屋の隅すみに目をやると、虚空を見つめた体育座りをしている正がいた。

「すーたん様……へへ……あっしはすーたん様の下僕でやんす……なんなりとお命じください……」

　まるで魂たましいでも抜ぬかれたかのようだ。

「おいスクルド……」

「いやあ、教育的指導をしてたのに、あまりに喜ぶもんだから、ちょっとラタトスクを使って強めにお仕置きしたらこんなことにね……やりすぎちゃった。てへ」

　ラタトスクとはスクルドが召しよう喚かんする精神にダメージを与あたえるリスのことだ。

　サイクロプスあたりにも効果覿てき面めんの強力なヤツである。

「てへじゃねええええ！　正は変態だけど、このチーム唯ゆい一いつのプログラマーだぞ。ちゃんと戻もどるんだよな？」

「それはだいじょーぶよ。……二、三日もすれば」

　けっこうかかるな！

　その間、正の様子がおかしいことを他の人に訊きかれたらどう答えたものか。

　……そういや、正がこの状態になったのは朝からだったはずだけど、特に問題なかったな。

　普ふ段だんから奇き行こうばかりだから、「またか」と思われたのか……。

　哀あわれというか自じ業ごう自得というか。

　正のことはおいといて、話をもどそう。

「潤矢君～面おも白しろいゲームを作れば、みんなお金を払ってくれるんじゃないの～？」

　グー姉の言う通りであれば幸せな世界なんだけどな。

「残念ながらそうはいかないんだよ……。例えば、面白いラノベやアニメがちゃんと売れるとは限らないだろ？」

「そうなの～？」

「何をもって『面白い』とするかってのも人によるしな。オレが大好きだったアニメが、あまり売れずに二期が作られないなんてことはザラでね……ぐすん……特に去年放送してた某ぼうラノベアニメなんて大好きだったのに、二期は絶望的らしくてね……」

「血の涙なみだを流すほど～!?　時々潤矢君がわからないわ～……」

　円えん盤ばんを買って応おう援えんしようにも生活するので精せい一いつ杯ぱいだから、せめてお手て頃ごろなグッズや原作を買ったり、ツ○ッターや掲けい示じ板ばんで宣伝してまわるくらいしかできない自分が歯がゆいよ。

　ときどき運営のステマ認定されたりするしな。違ちがうんだよ！　純粋にファンなんだよ！

　オレ、ちゃんとした生活ができるようになったら、円盤全部買うんだ……。

「むずかしいのね～。剣けんや槍やりなんかだと、効率よく殺せるものがよく売れるのだけれど～」

　ヴァルキリーは時々たとえが物ぶつ騒そうだよね！

「グー姉は何かアイディアある？」

「う～ん……そうだ～。キャラにコスプレさせるゲームはどうかしら～？　キャラのコスをするのではなく、キャラにコスさせる。逆転の発想ね～」

　コスするのが前提って方がオレからすると逆転だなあ。

「良いアイディアだと思うけど、そういうゲーム、既すでにけっこうあるからなあ」

「そうなの～？　むずかしいな～。コスプレのゲームが出たら、いっぱい課金しちゃうんだけど～」

「グー姉までヒルデみたいなこと言うのやめて!?」

　オレはとりあえず、ホワイトボードに『コスプレ』と追加した。

「ネットで調べてみたんだけど、遊びとお金を払う部分をサイクルにするのがいいらしいんだ」

「サイクルっていうと～弱虫さんが自転車でがんばるあれかしら～？　アブアブ！」

「もしかしてサイクリングから連想した!?」

「男装は守しゆ備び範はん囲い外よ～？」

「きいてませんて！」

「じゃあどういうことなの～？」

「実はオレもよくわかってなくて……」

　ゲームをどう遊ぶかは熟知しているつもりだが、金回りがどうなっているか詳くわしいことはよく知らない。

「ふふーん、ここはスクルドの出番みたいだね！」

　ない胸を大きく反らせながらスクルドが立ち上がった。

「マネタイズとはつまり、お兄ちゃん達を手のひらでころころするための技術！」

「ちょっと違うと思うけど……」

「スクルドはソシャゲのシステムを見た時、その練度の高さに尊敬の念を禁じえなかったよ。これはお仕事にも応用しないとねってすごく勉強したの」

　スクルドはホワイトボードに、『ここでスタミナ消費』『スタミナ回復でお金使う』『ガチャでむしり取る』など、プレイのポイントを矢印で結び、図示していった。

　スクルドのした細かい説明は省くが、いくつかある成熟したマネタイズパターンの中から選んで、それに倣ならおうということだ。

　たしかに、コンテストのメインはマネタイズではないだろうし、それが良いだろう。

「ゲームとマネタイズのメイン要素をどうするかだが……やっぱりキャラガチャだろうなあ」

「課金ですね！」

　ヒルデがキラキラした目で見つめてくる。

　こいつ、課金系の単語に脊せき髄ずい反射するだけの生き物になってきてないか。

「ガチャを回してかわいいキャラを育てたいです！　そしてガチャを回して出たキャラクターの色んなストーリーがみたいです。でもって課金して、他のキャラも見たいです。そして課金したいです！」

　課金のことばかり言っているようだが、やりたいことのヒントも出たな。

　オレはホワイトボードに『ストーリー』『育成』を書き加えた。

　改めてホワイトボードに書かれた単語を見てみる。




・アバター

・売れてるもの

・コスプレ

・ストーリー

・育成




　とりとめなさすぎだった。

「これでどうやってゲームの内容決めようか？」

「「「う～ん」」」

　全員そろって首を横に傾かたむけた。

　そうなるよね……。

　ゲームを作ってみたい。

　でも、何をしたいかは決まってない。

　ゲーム開発者のブログで「最近の新人は～」みたいな流れで似たような愚ぐ痴ちを読んだ気がする。

　その時は、知らないおっさんがまた何か言ってるくらいにしか思わなかったのだが、まさか自分達が同じ状じよう況きようになるとは考えてもみなかった。

「それじゃあ、何かやりたいストーリーはあるか？」

　少し前のソシャゲは、ストーリーなんておまけです、というのが殆ほとんどだった。

　しかし最近はむしろ、ストーリーをウリにしたゲームも増えてきている気がする。

「おさんぽＪＫモノなんてどう？」

　最初に提案を出したのはスクルドだった。

「ネタが危なすぎるから！　ファップルストアーの審しん査さ通らなそう！」

　ファップルストアーとは、超ちよう巨きよ大だい企き業ぎようであるファップルが運営するアプリストアーである。

　ファップルはストアーのほか、ＰＣやスマホのＯＳや本体の製造も手がけ、そのブランドと資金力は世界中のあらゆる産業で五本の指に入ると言われている。

　ここからアプリをリリースできるかどうかで、ダウンロード数に文字通り桁けた違ちがいの差が生まれる。

　だがこのファップルさん。ケンゼンであることをとにかく重視するため、ＰＴＡのような目くじらの立て方をするときがあるのだ。

「じゃあ私の案を聞いて～」

　おおっ、グー姉の案は期待できるかな？

「コスプレイヤー達の～……」

　まずそう来るとは思ったが、料理方法次し第だいかな。

「裏でのドロドロ恋れん愛あい模様を描えがいたお話はどう～？」

「そういうのは少女小説かどこかでお願いしますね！」

「だめ～？　それじゃあ潤矢はどういうのがいいの？」

　あらためてスクルドに問われると、困るが……そうだ！

「異世界に転生したニートが無む双そうする話がいいな！」

　どうだ、最近の流行はやりだぞ？

「そういう作品、いっぱいありすぎて差別化が難しいんじゃないかしら～」

　ぐぬっ……グー姉の言うことも最もだ。

「じゃあ、舞ぶ台たいは学園で……」

「王道の一つね～」

「ヒロインは王女様かお姫ひめ様さまがいいな」

「男子の憧あこがれなのかしら。スクルドも取り入れてみようかな」

「ヒロインの着き替がえを覗のぞいちゃうのが出会いってのは外せないよな」

「そ、そうなの～？」

「でもって、そのヒロインに命で償つぐなえと決けつ闘とうを申し込まれると」

「決闘って違い法ほうじゃなかったかしら～？」

「そういう展開が好きって、やっぱり男はみんなＭというスクルドの分ぶん析せきは正しかったようね」

「そうなってくると、主人公の武器はやっぱ剣だよな」

「学園なのに剣～？　騎き士し学校かしら～？」

「同じ条件で強さをみせるために、ヒロインも剣使いがいいな」

「ゲーム的に武器がかぶってるのは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「そして、画面を派手に見せるため、ヒロインの属性は炎ほのおにしよう」

「ちょっと楽しそうかも～」

「だろ！」

「でもどこかで聞いたことある話なような……」

　ヒルデに言われて、自分の記き憶おくを検けん索さくしてみる。

　確かに……こないだやってたラノベアニメがそんな展開だったような。ついでに今もちょうど同じ展開のものが放送されてるな……。

　自分で思い付いたような気がしていたが、脳にすり込まれていたのか。

「それはだな……こういう展開は需じゆ要ようがあるってことなんだ。つまり王道ってやつだな」

「なんだかそういうのって、ちゃんと料理できないと、同じ感じになっちゃうと思うのですが……大丈夫なんです？」

「ヒルデのくせになんだかするどい!?」

「くせにってヒドくないですか!?」

　ヒルデの言う通り、王道とベタは紙かみ一ひと重えだ。

「オレ達が用意できるようなシナリオじゃあ、ベタ一直線──」

　そこでオレは重大な事実に気がついてしまった。

「シナリオってさ、誰だれが書くんだ？」

「「「…………あ」」」

「誰も考えてなかったのかよ！」

「それは潤矢も同じじゃない！」

「私、お話は書けないよ～」

「私もガチャ専門なのでムリです」

　まだ正気に戻もどらない正も、スクルドゲーのデキを見るかぎり、シナリオなんてムリだろうしなあ。

　あと、ガチャを回すのは仕事じゃねえ。

「ここはやっぱり、ソシャゲを一番よく知ってる潤矢君がシナリオを書くのがいいんじゃないかしら～」

「何言い出すのグー姉!?」

　やるのと書くのは全然違うよ！

「スクルドは仕事もあるから、会議に参加するくらいしかできないしね」

「それはわかるけど……」

「私は課金担当なので」

「ヒルデは言われなくてもわかってる！」

　やばい。このままでは消去法でオレがシナリオ担当になってしまう。

　国語の成績は悪くない方だが、それがシナリオを書く能力と別だってことくらいわかる。

　このままではコンテストで「シナリオがダメですね」と当然のように酷こく評ひようを貰もらう未来が見える！

「いやほら、日本語は書けるけど、ネタが重要だろ？　オレはぽんぽん面おも白しろいこと思い付いたりできないぞ」

「それなら大丈夫です！　ファンタジーモノにしてしまえばいいんですよ」

「さも名案のように言うがな、ファンタジーは想像の世界だから、何書いてもいいと思ったら大間違いだぞ」

「いえいえ、そうではなくて」

　ヒルデはぱっと両手を開き、グー姉とスクルドにちらりと目をやった。

「私達の経験を書けばいいんですよ！」

「さすがヒルデ姉様！　名案です！　ふふふ……これでスクルドもキャラにしてもらえるよ……」

「ヴァン神族との戦いだったら、話せることたくさんあるものね～」

　ヒルデのことだから、いつもの妄ぼう言げんかと思ったら、意外に良い案かもしれない。

　モデルが彼女達ヴァルキリーなら、日常生活に支障が出るくらいキャラも立ってるからそのあたりの心配はいらないだろう。

　向こうの世界にいたころは課金キャラだったわけでもないだろうしな。

　実質オレがやることと言えば、彼女達の話を文字に起こして、ソシャゲにふさわしい長さにカットすることくらいだろう。

「それならまあ……いいかな……」

「やったー！　ありがとうございます潤矢！　これで、牧まき瀬せマリちゃんに似たキャラを出しても大丈夫ですね！　あくまでモデルは私！　マリちゃんに似ていても、それはたまたま私がマリちゃんに似ていたというだけの話です！　さあ、ヒロインはマリちゃんで！」

　全く大丈夫ではないと思うが、これこそまさに逆転の発想だ。

「こほんっ。では早さつ速そく、あちらでのお話を少ししたいと思います」

　軽く咳せき払ばらいをしたヒルデは、どこからともなく取り出した黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをドヤ顔でキリリとかけた。

「あれはヴァルハラ暦〇〇七〇年。ポケットの中で起きたと比ひ喩ゆされる小さな戦争でありながら、後の戦せん況きように多大な影えい響きようを──」

「ちょーっとまったぁー！　私もその話にまっぜなさーい！」

　ヒルデの語りを遮さえぎって部室に飛び込んできたのは千ち奈なだった。

「なんですか平ひら井い台だいさん。これからいいところなんですけど」

　ヒルデがめずらしくむっとした顔で千奈を睨にらんだ。

　気持ちはわかるが、千奈にも悪気はないのだ。

　ないのだが……。

「お前部活は？」

　この時間なら、千奈はテニス部の活動中だったはずなのだが。

「ヒルデさんにからまれているので、今日は逃にげますと言ったら休ませてもらえたわ」

「え!?　それってどういう──」

「「「あー……」」」

「皆みなさん納なつ得とくなんです!?　どういうことですか!?」

　そりゃまあ、あれだけ必死に校内中で勧かん誘ゆうしまくってればなあ。

　メンバーが決まるまでの間、ヒルデは朝だけでなく、休み時間や放課後、時には授業中にまで勧誘活動を行っていたのだ。

　校内では『ヒルデ勧誘警報ネットワーク』なるものができあがってるらしいしな。

「ま、まあいいです。どこで聞きつけたかはわかりませんが、たしかに私達はゲーム作りをしています」

　宣伝して回ってたのはヒルデ自身だがな。

「しかし！　仲間になるにはその魂たましいをゲーム制作に捧ささげる覚かく悟ごが必要なのです！　平井台さんにその覚悟がございますか？」

　オレはそんな覚悟してないよ!?

　千奈はヒルデとオレの顔を交こう互ごに見比べると、世界の命運でもかかっているかのような表情で、

「覚悟なら……あるわ」

　と言った。

「ふふん、うそを言ってもダメですよ。私には魂のうそを見み抜ぬく能力が──」

　──ＹＥＳ、ＹＥＳ、ＹＥＳ！

「本気!?　どういうことです!?　バカなんですか!?」

「マテ、ヒルデの発言こそどういうことだ」

「ゲームやアニメなんて、遊んだり見たりするものであって、作るものじゃないってネットに書いてありましたよ！」

「じゃあヒルデが作りたいものは何なんだよ」

「ガチャですが？」

　ダメだこいつ。

　完全に当初の目的を忘れてやがる。

「なあヒルデ、千奈もせっかく来てくれたんだ。ためしに協力してもらうくらいいいんじゃないか？」

「む～。潤矢がそう言うのなら……。わかりました。では私の話を一いつ緒しよに聞いていてください。内容に賛同していただけるなら、一緒にゲームを作りましょう」

「仲間に入れてくれるの!?」

　飛び上がらんばかりに喜ぶ千奈である。

　というか、本当に少し跳とんでいた。

「（潤矢……このくらいで喜ばれるって、彼女のことないがしろにしすぎたんじゃ……）」

「（そう言うが、千奈をあぶないことに巻き込むわけにもいかないだろ）」

　スクルドの耳打ちにオレも小声で反論する。

「ちょっと潤矢……金きん髪ぱつ美人の次はチビッ娘こもなの？」

　なんだか誤解で千奈さんのお機き嫌げんが悪くなってらっしゃる！

「美人だなんて、平井台さんったらめずらしく正直ですね。平井台さんもかわいいですよ」

　もじもじしまくるヒルデである。

　素す直なおな奴やつだなあ。

「チビッ娘!?　ロリッ娘ならまだキャラとして成立するけど、まさかのチビッ娘呼ばわり!?　潤矢！　この女の心配なんてすることないわ！　とっとと叩たたき出しちゃって！」

　こっちはこっちで思ってた以上に素直な反応！

「そもそも小学生がなんで高校に……」

　千奈よ、なぜそこで火に油を注ぐのか。

「スクルドはあなたなんかよりよっぽど年上よ！」

「あったわー。私にも背せ伸のびしたい時期あったわー。よしよし、かわいいお嬢じようさんね。ヒルデさんの親しん戚せきかな？」

　千奈は自然な動作でスクルドの頭を撫なでた。

「くっ……そうじゃな……私に警けい戒かいさせることなく触ふれるなんて、もしかして手て練だれの戦士!?　殺気がなさ過ぎて反応できなかったわ。ま、まあかわいいお嬢さんって評価はなかなか良い目をしていると思うけど……」

　あのスクルドがあっさりデレた？

　これが一いつ般ぱん人の子供へのコミュ力ってやつか。

「こほん。ではあらためまして、私のお話、始めてもよろしいですか？」

　そうしてヒルデの話が始まったわけだが……。
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「すまん……気軽に聞いていい話じゃなかったわ……」

「そうね……こんなお話考えられるなんて、ヒルデさんって結構グロ耐たい性せいあるのね……」

　ヒルデの話を聞いたオレと千奈は、二人肩かたを並べてぐったりしている。

　ファンタジー戦記ものなんかも嗜たしなむオレだが、ヒルデの話は生々しすぎた。

　映画などとは違い、煽あおる演出があるわけではないのだが、直接見てきた者の語りは、脚きやく色しよくされたそれの比ではなかった。

　考えてみれば当然のことで、ヒルデ達が経験してきたのは本物の戦争なのだ。

　まるで夕飯の献こん立だてについて話すテンションで語るヒルデと、卒業アルバムを懐なつかしむようにそれを聞くグー姉とスクルドに対して、オレと千奈はすっかりまいってしまっていた。

　決して脅おどすような語り口ではないにもかかわらず、そこには確かに本物を経験してきた深みがあった。

「あー！　二人とも！　そんなに肩寄せ合ってどういうつもりです!?」

　頰ほおを膨ふくらませるヒルデだったが、ツッコム気力すらわかない。

「あ、うん。ごめんね」

　いつもならかみつく千奈でさえ、口ではそう言いつつも、ぐったりとその小さな頭をオレの肩にのせている。

　そういや、昔よくうちのリビングでこうやって寝ねちゃってたっけな。

「それでどうでした、私の話は？　シナリオにできそうです？」

「ちょっと難しいかな……」

　エロはないけど、間ま違ちがいなく十八禁指定をくらうだろう。

「そうですか……」

　しょんぼりするヒルデだが、彼女が悪いわけではない。

「こっちの人間には少し刺し激げきが強すぎるってだけだよ。もう少しマイルドな話はないのか？」

「それでしたら、巨きよ人じん族の娘が足だけで花はな婿むこさんを選んだ話とかでしょうか」

「そういうのあるんなら、先に出してくれればよかったのに！」

「じゃあオーディン様が巨人を騙だましてお酒を奪うばった話とか」

「うんうん」

　ストーリーとしては面おも白しろそうだけど、ヒルデの主神って大だい丈じよう夫ぶかなあ。

「フレイヤ様が四人の男と……そ、その……ごにょごにょ……で宝石を手に入れた話とか」

　何となく内容わかったけど、真っ赤になって俯うつむくくらいなら言わなきゃいいのに！

「オレが悪かった。そういう感じのでいいから、いくつか話してくれるか？」

「え!?　えっちな話ですか!?　最低です！」

「その前の方な！　今の返しはオレも悪かったよ！」

　かくして、その日はヒルデがいくつかアースガルドの英えい雄ゆう譚たん……というか、神族のトンデモ話をして活動終しゆう了りようとなった。

　後半の話は千奈も楽しく聞けたようで、めでたくメンバーに加わることとなった。

　ちなみに千奈は帰り際ぎわに、

「あたし何しに来たんだっけ……？　途と中ちゆうからファンタジー世界の話で盛り上がってただけだったような気がするんだけど……」

　と呟つぶやいていたが、ヒルデ達といるといつもそんな感じなので、一緒に活動するなら慣れてもらいたいところだ。

　そしてゲームのジャンルだが……

「北ほく欧おう神話とかだったらＲＰＧじゃない？」

　という一般人代表である千奈の一言にヒルデが乗っかる形であっさり決定した。

　北欧神話ネタのパズルゲームなども世にはあるのだが、何も考えてない一般人の意見というのは意外に参考になる……ような気がする。

　何より、このままじゃ決まりそうにないってのが大きかったんだがな。
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「イラストとはゲームの世界にユーザーを誘いざなう旅の扉とびらのようなものです」

　ヒルデはホワイトボードの前で遠い目をしながら言った。

「意訳すると、イラストレーター決めるの忘れてたってことだな？」

「ふえええ……すいませんー！」

「いや……オレも気付いてなかったしな……」

　いざゲーム制作開始となったところで、画像を作れる人間がいないことに気がついた。

　ゲームである意味最も大切なところだ。

「はいはーい！　イラストなら私が描かけるよー」

　そう言って、千奈が紙にすらすら描いたイラストは、有名ファッションブランドのホームページを飾かざるようなオサレなものだった。

「た、たしかに上手うまい……」

　意外な特技があったものだ。

「でしょ!?　うふふ、私のイラストがゲームになるのかあ。ちょっと緊きん張ちようしちゃうなあ。ちらっ……」

　千奈が口の端はしをにっとつり上げてヒルデを見た。

「むむむ……たしかにお上手ですけど……」

「ふっふーん。イラストレーターともなれば、この場を仕切ってる潤矢と二に人にん三さん脚きやくで作業をするのも仕方のないことね」

　千奈の奴、口を尖とがらせてはいるけど、ちょっとうれしそうだなあ。

　そんなにゲームを作りたかったのか。

「たしかにそうですが……」

　なんでヒルデが悲ひ愴そうな表情をするんだよ。

　そんなに心配しなくても大丈夫だ。

「ヒルデは千奈のイラスト、凄すごいと思ったか？」

「はい……」

「確かにオレもそう思う」

「じゃあ千奈さんのイラストで……？」

「だけどこれはヒルデがきっかけで始まった企き画かくだろ？　ヒルデがガチャを回したくなるゲームじゃないと意味がないと思うんだ」

「潤矢……」

　うおっ!?　目を潤うるませてまで感動してくれるとは思わなかったぞ。

「それでヒルデ。イラストの善し悪あしはおいといて、千奈の描くイラストでかわいいキャラがきたとして、ガチャを回したくなるか？」

　オレの質問にヒルデは小さく首を横に振ふった。

「なんで!?　自分で言うのもなんだけど、かなりよく描けてると思うの」

「そこは間違いないんだけどな」

「じゃあ……」

「問題はターゲットの好みに合ってないってことなんだよ」

「ヒルデさんがかわいいと思わないとダメってこと？」

「正確には、ヒルデみたいに二次元のかわいい女の子が好きな連中に受ける絵じゃなきゃダメってことだな」

「うぅ……何を言ってるのかわからない……」

「だろ？　そこがピンとこないなら、ちょっと厳しいな」

　世の中には指定された色んな絵え柄がらでイラストを描けちゃうスーパー絵え描かきマンがいるが、千奈にそこまで求めるのは酷こくだろう。

「潤矢……私のことをそんなにも考えてくれて……」

　両手を胸の前で祈いのるように合わせたヒルデが、潤んだ瞳ひとみでオレを見上げてくる。

　顔が近い！

　何かオレが意図してる以上の感動が生まれている気がする。

「な、何よこれ……もう……来ないわよー！　うわーん！」

　半泣きになった千奈は、そのまま部室を飛び出していってしまった。

「おい千奈──」

　オレは呼び止めようとしたその声を途中で止めた。

　千奈には悪いが、色々秘密も多い集まりなので、このまま抜ぬけてくれた方がお互たがいのためかもしれない。

　それに、どうしてもゲームを作りたいなら戻もどってくるだろう。

「潤矢……彼女を追いかけてあげてください」

　そう言って後ろからオレの肩を叩たたいたのは意外にもヒルデだった。

　仲が悪いと思っていたが、そんなことなかったのだろうか。

　いや、ヒルデが良い奴やつなのだろう。

　思い返してみれば、ヒルデのそんな優やさしいところに何度も助けられ──

「……ってこういう時は言うものだと、潤矢の部屋にあったマンガで読みました」

　余計な一言のせいでせっかくの感動が台無しだ！
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　千奈はすぐに見つかった。

　部室の裏でちょこんとしゃがんでいたのだ。

　こいつはオレとケンカした後はいつもこうだ。

　飛び出していったと思っても、すぐ近くにいる。

　見つけてほしかったのかと聞くと決まって、「自分で戻るつもりだったのよ」と返してくるんだけどな。

「千奈……」

　こうして迎むかえにきたことは何度もある。

　しかし、前回はいつのことだったろうか。

　……小学校の頃ころかもしれないな。

　そう考えると、ある程度大きくなってからは千奈とちゃんと交流してないのかも。

　大たい抵ていの男女がそうだし、しかたないことだとは思う。

　そして、迎えにきたはいいが、気の利きいた言葉の一つも思い浮うかばないところだけは相変わらずだ。

　しばらく隣となりにしゃがんでやることしかできない。

　千奈のことをちゃんと見てやれていれば少しは違ちがったのだろうか。

　小さい頃ならともかく、この誰だれよりも身近な友人だったはずの幼なじみのことを、よく知らないのかもしれない。

　いや、小さい頃だってわかっていたか怪あやしいものだ。

「わかってるんだ……」

　ぽつりと、今まで聞いたこともない悲しげな声でそう漏もらしたのは千奈だ。

　声をかけられずにいるオレから視線を外し、ところどころ雑草の生えた地面を見ながら千奈は続ける。

「ヒルデさんに敵かなわないってわかってるの」

「課金額の話か？」

「茶化さないでよ。潤矢だって気付いてるんでしょ？　ヒルデさんの気持ち」

「急に何を言い出すんだよ」

「はぁ……急じゃないんだけどな。男子っていっつもそうよね」

「オレからすると女子っていっつもそうだよなって言いたい気分だが」

「潤矢が女子を語れるほど女の子に詳くわしいとは知らなかったわ」

「ゲームで勉強したからな」

「何よそれ。……私も似たようなものだけどね。テレビや雑誌、そんなところでしか男子のことなんて知らない」

「お互い様さまじゃないか」

「うん……お互い様。似たもの同士……っていうわけじゃないのよね。昔と違って」

「今日はよくしゃべるんだな」

「いつもよくしゃべってるじゃない」

「そうじゃなくて……」

　千奈とオレが話す時は、いつも軽口ばかりだ。

　たまに二人になる瞬しゆん間かんがあっても、なんとなくすぐに別れてしまう。

　気まずいというわけではないのだが、なんとなくどうしていいかわからないのだ。

　だから、こうして二人でゆっくり話したことは、少なくとも高校生になってからは初めてだった。

「まったく、へんなところだけ鋭するどいんだから……。私もね、どんどん成長して昔と変わっていっちゃう潤矢と、どうやって接していいかわからなくなっちゃったんだ。軽口は言い合えるのに、おかしいよね」

「いや……オレもだよ……」

　そっか、千奈もオレと同じ事考えてたんだな。

　千奈と少しずつ距きよ離りが離はなれたのは、よくあるきっかけだったと思う。

　小学生の時に女子と遊んでるのを冷やかされたとかそういうやつだ。

　それでも千奈はオレにからんできたが、千奈にも女子との付き合いがあるのだろう。

　学校以外でからむ機会はどんどん減っていった。

「ねえ潤矢、また一いつ緒しよに遊んだりできるかな？」

「もちろんだ。今だって一緒にゲームを作ってるんだろ？」

「私が仲間に入っていてもいいの？」

　オレは一瞬、ヒルデ達がヴァルキリーであるという秘密が脳のう裏りをよぎったが、こいつなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

「…………」

　千奈はいつのまにかオレに顔を向け、じっと目を見つめてきていた。

　その顔が一瞬陰かげった気がした。

「誰も仲間外れにしようだなんてしてないだろ？」

「うん……そうだね。ありがと」

「ヒルデだって、なんだかんだであれほど言い合えるのって千奈くらいだからな。他の奴らにはどこかよそよそしいし」

「潤矢を除いて、でしょ？」

「オレはまあ……慣れの問題だろ」

　慣れすぎな気もするけどな。

　もう少し遠えん慮りよしてほしいものだ。

　最近、どっちが家主なのかわからなくなる時がある。

「ヒルデさんか……潤矢、私これからせっかくもらった今の言葉、壊こわしちゃうかもしれないこと聞くよ」

　なにそのアニメで見てる分にはわくわくだけど、自分が言われるとすごく怖こわいセリフ。

「ヒルデさんとはどうなの？」

「……どうって？」

　いまいち質問の意図を摑つかみかねるな。

　そういえばさっきも、ヒルデには敵わないみたいなこと言ってたし。

　……………………。

「…………付き合ってるのかってこと」

「ふぁっ!?」

　何言い出すんだこいつは。変な声でただろ。

「そう……見えるのか？」

　噂うわさの美人だった頃ならともかく、すっかり校内で色物扱あつかいされてる今のヒルデとそう見られてるとか、悪目立ちもいいところだ。

「見えない」

「お、おう……実際、付き合ってないしな」

　何が言いたいのか。

「じゃあ……ヒルデさんのこと、好き……なの？」

「そんなことあるわけな──」

「マジメに考えてみて」

　いつものように反射的に即そく答とうしかけたオレに対し、千奈は決して大きな声ではないが、静かで強い言葉を返してきた。

　みーんな大好きだぜ、友達としてな。

　なんて回答が許されない雰ふん囲い気きだってことくらいわかる。

　オレがヒルデを好き？

　情が移ってるってのは認める。

　じゃあ好きかどうかっていうと……どうなんだろう。

　好きな女子なんてずっといなかったからな。

　かわいいと思う娘こはいたけど、そういうアイドルに向ける感情とは違う話だろう。

　おかしい……オレの青春はいったいどこにいったんだ……。

　……ソシャゲと共にありましたねそういえば！

　ぐぬぬ……わからん。好きってなんだ？

「もういいわ……よくわかったから」

　千奈はどこか寂さみしげに微笑ほほえむと、オレから少しだけ視線を外して立ち上がった。

「まだ何も答えてないんだが」

「いいの。さて、私もゲーム作りがんばらなきゃね！　キャラのイラストはダメでも、役に立てることあるでしょ？」

「おう！　頼たよりにしてるからな」

「うん」

　千奈は吹ふっ切きったような、覚かく悟ごを決めたような、オレには読み切れない表情で微笑んだ。

　初めて見る幼なじみのその顔は、どこか大人びていて、まるで一歩も二歩も先を行かれてしまったかのように感じた。




　　　　◆　◇　◇　◆




　千奈を連れて部室に戻もどると、ホワイトボードにはとてもかわいいイラストの描えがかれた紙が貼はられていた。

　モデルはヒルデだろう。

　良い具合にデフォルメされていて、カード絵や立ち絵にしても映はえそうだ。

　その隣には、『イラストレーターはグーねえにけってい！』とヒルデの字で書かれている。

「グー姉すごいじゃないか！　こんなにイラスト上手うまかったんだな！」

「ありがとう～。コスプレのイメージイラストを描いてたのが、練習になったみたい～」

　あれ？　セリフは普ふ通つうなのに、なんだかすごくどす黒いオーラが出てるんだけど？

「そういやよく何か描いてたもんな！　これでイラストレーターの心配はいらなくなったな！」

「そうね～」

「あの……グー姉……怒おこってます？」

「なあに～？　私が怒る理由でもあるの～？」

「いや、ないですけど……」

　ないから困ってるんだが。

「おいヒルデ、オレが千奈を迎むかえに行っている間にいったい何が……」

「なにもありませんじょ！」

　ヒルデは真っ赤な顔でこちらをちらりと見ると、ふいっと顔を逸そらしてしまった。

　嚙かんでるし！

　何かあったろこれ！

「スクルド？」

「知らない！」

　スクルドはぷいっと横を向いてしまった。

　こっちも怒ってる!?

「大丈夫よ潤矢君～。私達が怒る筋合いじゃないというのはわかっているわ～。わかっているの～。むしろ祝福してあげたいくらいよ～」

　グー姉の体から少しずつ黒いもやが立ちのぼり始めている。

「そうよねグー姉。ヴァルキリーの祝福と言えば、ヴァルハラに魂たましいを連れていくことだけどね」

　スクルドからもだ。

　このタイミングでなんで闇やみ堕おちしそうになってんの!?

　さすがに、千奈や正に闇堕ちを見られるのはやばいぞ。

　と思った矢先、電でん撃げきを纏まとったスクルドの手刀が千奈の首筋をとんっ、と叩たたいた。

　崩くずれ落ちる千奈をグー姉がゆっくり床ゆかに寝ねかせる。

　手て際ぎわ良すぎ！　こわいよ！

　正はまだ正気を取り戻していないようなので放置されている。

「ヒルデ！　どうしたのこの二人！」

　改めてヒルデを見ると……

「潤矢……いけません……そんな……だめ……」

　こちらは既すでに闇堕ち済みで、オレにその柔やわらかな体を纏わり付かせてきていた。

「いけないって言いたいのはこっちだよ！」

　相変わらずすごい力だから引きはがせないし。

　ここ学校だから！

　見つかったら活動停止──そもそも許可とってないけど──どころか、停学もんだよ！

「潤矢君～闇堕ちしちゃったの～。せめて体だけでも慰なぐさめてほしいの～」

「グー姉!?　そんなエロいこと言っちゃだめ！　はしたないですよ！」

　せめてってどういうこと!?

「え～？　処女のえっちなセリフって男の子は大好きだって聞いたよ～？」

　グー姉処女なんだ……ってそうじゃない！

　理性飛ぶから！

　二×二で四つがやわらかい！

「スクルドのことも相手しなさいよ」

　そこにスクルドも加わり、オレは床に引き倒たおされてしまった。

「三人に増えても柔らかい膨ふくらみは二×二な不思議！」

「よし殺そう。潤矢を殺してスクルドも死ぬ！」

　しまった口に出てた！

「ごめんスクルド！　とにかくなんで三人とも闇堕ちしたのか教えてくれ！」

　またこんなことがあったらたまらん。

「「「…………」」」

「三人そろって沈ちん黙もく!?」

「それは潤矢君が～だめ！　言ってはだめ！」

「そうよ、潤矢がががががだめだってば！」

「潤矢ぁ～私ももしかして……ぽっ」

　なんなの？

　やっぱりオレなんかしたの？

「じゅ、潤矢！　私達が話していた場所って、ちょうどこの部屋の真裏なんじゃ……っ！　もしかして全部聞こえて……」

　ちょっ……首がしまってる……千奈が大事なことを言ってた気がするけど……い……し……き…………が……。




　　　　◆　◇　◇　◆




　そんな騒そう動どうもありつつ、オレ達のゲーム開発戦争は始まった。

　オレもツ○ールシリーズでＲＰＧを作ったことはあったのだが、一からのプログラムとなればさっぱりだ。

　そこは正にまかせて、シナリオに専念するはずだった。
















　しかし、問題は次から次へと出てきた。

　まず細かい仕様が全く決まっていなかったのだ。

　というか、決めなければいけないことがわかっていなかったと言った方が正しい。

　ＲＰＧの攻こう略りやく本ぼんを何冊か買ってきて、ネットのＷｉｋｉなども参考に色々考えた。

　これだけ決めればイケるだろうと全員が思っていた中、出るわ出るわ。

　正から、あれどうするんだお？　これどうするんだお？　という質問が毎日のように飛んできた。

　オレはゲームってやつがキャラクターのパラメーターやアニメーションなんかのデータだけでできてると思っていた。

　でも全然ちがったんだな。

　会話ウィンドウのサイズはおろか、ボタンを押したとき光り方一つにいたるまで、全すべて決めなければならないのだ。

　考えてみればそりゃそうだ。

　自動で実装されるわけがない。

　ちなみに、『部室闇堕ち事件』以降、グー姉とスクルドの様子は普ふ段だん通りに戻った。

　一方ヒルデは、開発期間中ずっとそわそわと落ち着かない。

　ちらちらとオレの方をやたらと見るし、千奈との言い争いも格段に減った。

　良いことのはずだが、どうにも落ち着かない。

　とはいえ、開発の進行にはむしろ好都合だった。




　　　　◆　◇　◇　◆




　かくして、全く順調とは言えないゲーム開発もいよいよ終しゆう盤ばん。

　できあがってみたらみごとにつまらなかったとか、ヒルデがこっそりグー姉に発注していたキャラが著作権的にアウトすぎたとか、スクルドが自分モデルのキャラのパラメーターをこっそり上げさせていたなど問題はあったものの、調整に調整を重ね、ラスト三日間は部室に泊とまり込み、やっと完成にこぎつけた。

　グー姉の魔ま法ほうで人ひと払ばらいと遮しや光こうをし、授業もサボってひたすらゲームを作り続けた最後の三日は、まるで学園祭の準備期間だった。

　いや、学園祭でそこまで楽しかった思い出もないけど。

　そもそも、泊まり込みとか許可でないし。

　その気になれば何日も寝なくて問題ないヴァルキリー達に対し、人間組は途と中ちゆうでばたばたと倒れていった。

　それでもちょっとの仮か眠みんをとった後はすぐに起き上がり、作業に復帰する。

　正気とは思えないがんばりができたのは、なんだかんだで楽しかったからだろう。




　そしていよいよ、コンテスト締しめ切りの五分前。

　オレはモニターの前に座ってマウスを構えていた。

　マウスポインターはコンテストの応おう募ぼボタンの上に置かれている。

　すでに応募に必要な項こう目もくは入力済みだ。

「じゃあ押すぞ」

　オレのセリフにみんなが頷うなずく。

　徹てつ夜やで疲つかれた目にモニターのバックライトと朝焼けの光がささる。

　ここで祈いのったところでどうにもならないのだが、神かみ頼だのみでもするかのような……いや、もっと的確にたとえるなら、資金がつきかけているときに回すガチャの前よりも緊きん張ちようして、コンテストの応募ボタンを押した。

　僅わずかなロード画面の後、モニターには『Thank you for your application』の文字。

「応募完かん了りようだ。おつかれ！」

「「「「おつかれさまでーす！」」」」

　オレ達六人は誰だれからともなく、ハイタッチをかわしたのだった。




　　　　◆　◇　◇　◆




　とまあここまで駆かけ足でゲーム開発の雰ふん囲い気きだけお伝えしたわけだが、もちろんコンテストなので結果は出る。

　このコンテストは応募者全員にちょっとした講評が貰もらえるというのがウリらしく、英文でコメントが送られてきた。

　翻ほん訳やくソフトにかけてみた内容を要約すると、こんなところだ。




・ストーリーに重きをおいたのは評価に値する。ＲＰＧを選せん択たくしたのも正解だろう。

・しかし、ストーリー自体はしっかりしているものの、ライターの筆力が低い。

・ゲーム部分はどこかで見たものの寄せ集めで、目新しいところがない。

・新人には市場を騒がす尖とがったものを期待したい。




　ライターの能力についてツッコまれていたが、こればかりは許してくれとしか言いようがない。

「落選ですか……はぁ……つまり、自ら課金するゲームは出せないんですね……」

　落らく胆たんするヒルデだったが、別にコンテストで優勝できなかったからといってアプリがリリースできなくなるわけではない。

　ないのだが……サーバーをレンタルして自力運営となると、学生にはかなりハードルが高い。

　そもそも、世の中にはたくさんのアプリが溢あふれている。

　そこからバカ売れの一本となるのは至難の業わざだろう。

　売れるためのハードルはいくつもあるが、大切なものとして、『宣伝』と『クオリティ』がある。

　宣伝はこういったコンテストの受賞作ならば、企き業ぎようがしてくれるだろう。

　逆に個人では限界がある。

　もう一点のクオリティだが……今回ゲームを作ってみて、金がかかる理由がよくわかった。

　作っても作っても終わらないのだ。

　特に画像！

　キャラ数などの要素分だけ、作らなければならないものが無限に増えていく。

　つまり、金──今回のようにアマチュアが趣しゆ味みでやる分には時間と言い換かえた方がいい──がないと細かい箇か所しよへこだわることができず、クオリティを高めることが難しくなってくる。

　もちろん、自分達の作ったアプリはとてもかわいい。

　初めて作ったにしては、よくできたと思う。

　しかし、世の中にある有名タイトルと比べると、そのデキは雲うん泥でいの差だった。

　ゲームができあがったその日は、世界一のゲームだと思ったものだが、一晩経たってみると、そうでないことに気付かされた。

　できあがるまでは、頭の中でものすごく面おも白しろそうなものが描えがかれていたのに……。

　きっとゲームを作っている人達はみな、こういった経験を積み重ねて面白い作品を世に送り出せるようになっていったのだろう。

　だから、コンテストの結果が出てもそれほど大きな落胆はなかった。

　みんなもそうだったようで、冷静にこの結果を受け止めている。

「課金課金！　課金ですよ！　こんなときはヤケ課金です！　宵よい越ごしの金は課金ですよ！」

　ヒルデだけは世界が悲しみに満ちていくような顔で、ひたすら色んなゲームのガチャを回しているが。

　今日だけは大目にみてやろう。

　一番役に立っていない感のあるヒルデだが、思い返してみれば、一番労力をさいていたのは彼女だった。

　何もできないなりに、ひたすらテストプレイやデバッグを繰くり返していた。

　設定した確率通りにガチャが排はい出しゆつされるか、人力でチェックなどという、オレならめんどくささで発はつ狂きようしそうな作業も率そつ先せんしてやっていた。

　いや、これはかなり楽しんでやっていたようだが。

　自分達で作ったガチャを回して楽しかったんだろうか……。

　とりあえず、結果の文面は千奈にもメールで送っておいた。

　本当は千奈もこの場で一いつ緒しよに結果を見るはずだったのだが、あいつはどういうわけか、特待生扱あつかいでアメリカに短期留学しやがったのだ。

　教員達はおろか、本人も「なぜ私が特待生？　そもそも何の特待？」と首をかしげる留学だった。

　期間は半年程度らしいが、さわがしい奴やつがいなくなると少し寂さびしくもある。

「そんなこと言って、お別れのシーンカットじゃない！　どういうこと!?　ちょっと出番もらえたと思ったらなにこのひどい仕打ち！」

　とよくわからないことを叫さけびながら飛行機に乗り込んでいった。

　見送りにきているこっちが恥はずかしいからやめてほしいものである。

　そんなこんなで、千奈がいないこと以外はいつもの日常が戻もどってきたと思っていた矢先。

　オレの携けい帯たいに見知らぬ番号から一本の電話が入った。

『ワタシ、ファップル代表のボブスですエクスデス。ユーのゲームきにいりマーシタジュドーアーシタ！　ぜひワタシとビジネスシマショーザマ！　カイハツのケンリをウッテクダサイサイシー』

　電話の主は、語ご尾びが怪あやしいというか、あぶないというか、鬱うつ陶とうしい片言の日本語でたしかに『ボブス』と名乗った。

　巨きよ大だいストアーを運営しているファップルに君臨するトップの名。それがボブスだ。

　誰だよこんなしょーもないイタズラをする奴は。

　オレは携帯に表示された番号を、近くでタブレットをいじっていた正に見せた。

「ま、まじでファップル本社からだお……」

　その番号を調べた正は、電話中のオレに調査結果の表示されたタブレットを見せてきた。

　いやいや、ネットで見つかる代表電話番号なんて、いくらでも偽ぎ装そうできるだろう。

『トリマ、十万ドルふりこみマーシタマサヨシ』

　とりまって……。微び妙みように古い日本の流行語を……。

「十万ドル？」

　何をいってるんだコイツは。

「ほ、ほんとに振ふり込まれてるお……」

　正のぷるぷる震ふるえる指の先には、円換かん算さんで一千万円以上の金が振り込まれた口座が映っていた。

　今のところムダになっていたが、ソシャゲ運営用に作った口座で、コンテスト応募時にファップルへの登録が必要だったものだ。

　なにこれ！

　いくらなんでもあのゲームに一千万円も出す奴いないだろ！

　コンテストの賞金より高いじゃねえか！

『コレはマエキンデスピサロ。リリースされれば、モウケのイチブをアゲチャイカボフダーン』

　いくらなんでも怪しすぎる。

　絶対この金は手を付けちゃだめだな。

「ホントに使えますよこのお金！　みてください！　ガチャ千回引いてみました！　殆ほとんどお金が減っていないように見えますよ＄」

「ヒルデなにしてんの!?　千回って……使うの早っ！」

　語尾が『＄』になってる！　完全に目がくらんだなこいつ！

　いや、そんなことよりなんであっさり使っちゃうかな！

『ふふふ……喜んでもらえてうれしいよ』

「あんた日本語堪たん能のうじゃねえか！」

　突とつ然ぜん流りゆう暢ちようにしゃべるんじゃねえ。

　キャラが増えたかと思っただろ。

『いい人ぶることで、キミ達を油断させ、ダイヤの原石のようなあのゲームの権利を買ってしまおうという私の作戦は完かん璧ぺきだったようだね！』

　あれっていい人ぶってたのか……全然わからんかったわ。

　むしろ怖こわかったわ。

「オレ達のゲーム、そんなによかったか？」

『うむ。残念ながら完成度が低いので、受賞はさせてあげられなかったがね。可能性は感じたよ。今はタダのクソゲー以下のゴミだがね』

「原石じゃなかったのかよ！」

　そこまで言わなくてもよくない？

『だが、キミ達が先にあのゲームを世に出してしまっては色々めんどうだ。おそらく私達がブラッシュアップすれば全くの別ゲーになるとはいえ、類似点はあるかもしれない。我々アメリカ人は権利に敏びん感かんなのだよ！　訴そ訟しようコワイ！』

　なるほど。それで、金を先に払はらっておこうというわけか。

　だが、こんなやり方をされて黙だまっているわけにはいかない。

「残念ながら売れないな」

『ホワッツマイケル!?』

　誰だれがマイケルか。

「あんたらが作ったら別ゲーになるって言ったな。オレ達が魂たましいをこめて作ったゲームを、好き勝手いじくられてたまるか！」

　ふっ……決まったな。

　ヒルデ達がうちにきてから、一番主人公らしい発言をしたんじゃないだろうか。

「潤矢君……」

「潤矢……」

「じゅんじゅん……」

　グー姉にスクルドも感動しているようだ。

　正が気持ち悪い感じに胸の前で手を組んでいるのは見なかったことにしよう。

　とりあえず金は返へん却きやくだな。

　ヒルデが使ってしまった分は、本人に補ほ塡てんさせよう。

『なかなか気き概がいのある若者じゃないか。気に入ったぞ。だが大人の世界は──うむ？』

「ううん……百万円回しても、出ない時は出ませんね……」

「ちょっとヒルデ!?」

　オレがシリアスに決めている最中も、ヒルデはずっとガチャを回していたらしい。

　いま、ひゃくまんえんって言った……？

「どうすんだよ！　そんなにつかっちまったら、すぐには返せねえぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ潤矢」

「どこが!?」

「その電話の先にいる男は、どうせどんなことをしてでも、私達のゲームを奪うばっていきます。偉えらい人というのはいつもそうです。なら、このお金はそういうお金らしい使い方をするべきだと思います」

　そういうヒルデは、今までのどの彼女より大人びて見えた。

　普ふ段だんはそう見えないが、こいつも苦労してきたのだろう。

『はっはっは！　これはお嬢じようさんが一枚上手だったな』

「最高のゲームにしてください。そうならなかった時は……命をもらいにいきますよ」

　ヒルデが発した最後の言葉は、隣となりにいたオレも震えるほど本気のものだった。

『約束しよう。かならず売れるゲームにしてみせる。では、契けい約やくなどは部下をやるから彼らに従ってくれたまえ。では、リリースを楽しみにしておいてくれ！　アデューレジェンド！』

「スクルドのキャラはちゃんと入れてよねー！」

　ぶれないスクルドの叫びを聞き流しつつ、オレ達は全員顔を見合わせたのだった。

　なんだったんだいったい。

　そして、これから何が起こるのだろう。
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　今日は某ぼう有名ＲＰＧのキャラが総出演するゲームをやってみましょう。

　私は残念ながらもとのゲームをしたことがないのですが、それでもドット絵のキャラクター達が戦う様子はかわいいです。リアルタイムで進行するバトルは緊きん張ちよう感もありますね。イベントをこなせば必ずキャラが手に入るのもよいです。

　ガチャが武器だけなので、私には合うかなと思っていましたが、お気に入りのキャラの武器が手に入るときは、つい夢中になって回してしまいますね。

　ステージのナンバリングに合わせたキャラや武器が共鳴して強くなるのも、色んなキャラを使えるのでグッドです。さすが、さいごのファンタジー！

　お着替えシステムもいい感じです。ユ○ナちゃんはぁはぁ。

　ガチャと言えばメインはキャラと思っていましたが、とても勉強になりました。

　それはさておき、キャラガチャも回したいので、他のゲームもやってみましょう。


【現在の課金額　四百万円】
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　すでに季節は冬。

　オレ達のゲームは、コンテストから三ヶ月たらずでリリースされた。

　いかに流通の問題がないアプリゲームとはいえ、この速度が異常であることくらい、ゲーム開発をちょっとかじっただけのオレにもわかる。

　よほど人員を大量投入したのだろうか。

　かといって、分担できる量というのは限界がある気がする。

　極きよく端たんな話、プログラマーを一万人用意したからといって、開発期間が一万分の一になったりはしないだろう。

　ゲームの作り自体は、見たこともない新しいモノというわけでもないので、過去技術の流用なんかをしたのかもしれない。

　全部想像だけどな。

　そんなこんなで、オレ達の『最強課金の不敗戦乙女ヴアルキリー』をプレイしてみたのだが、これは自分じゃ作れないと思ったわ。

　なにがすごいって、その物量である。

　とにかく動きまくるのだ。

　ゲーム開発をかじるにあたって、いつもの『どう攻こう略りやくするか』という視点以外でゲームを見てみた。

　すると、ゲームには色々な工く夫ふうがなされていることに気付いたのだ。

　ＳＤキャラがぬるぬる動いているゲームであっても、ばらばらに作ったパーツをちゃんと動いているように『回転』や『拡縮』で動かすことで、それらしく見せたりするなんてことは、みんなが気付いていることだろう。

　そういった技術を使っている部分はあるのだが、それが合わないと判断したところは全すべてパターンを描えがいたりしている。

　もはや戦せん闘とうシーンなど、アニメを見ているかのような動きっぷりだ。

　ここまでのこだわりを見せて、どうやってクオリティラインを保ったのか。三ヶ月程度しかなかったはずなのに、百体以上のキャラをどうやってそろえたのだろうか。

　単純計算で一日一体以上作らないといけないんだが……。

　とまあ、そんな例を挙げてみたが、とにかく「金がかかっていて豪ごう華かなゲーム」という印象だった。

　もちろん、昨今のソシャゲ乱立を考えると、金をかければ売れるというわけではない。

　中ちゆう途と半はん端ぱに金をかけて、爆ばく死ししていったタイトルはいくつもある。

　日本最王手のメーカーがＴＶＣＭまでうっても、あっという間にサービス終しゆう了りようなんてこともざらだ。

　しかしそれも、つきつめればウリになる。

　生半可なつきつめかたではダメで、オンリーワンかつナンバーワンになる突つき抜ぬけ方をするということだ。

　今作はそれがユーザーの度ど肝ぎもを抜くレベルでできていた。

　スマホでこんなにも動いているゲーム画面が見られるなら、それだけでプレイしたくなるというレベルだ。

　様々な娯ご楽らく作品が溢あふれる世の中で、動きの豪華さで目を引くのはかなり難しい。

　それをやってのけたのが今作なのだ。

　さらに、『応おう募ぼ作落選の中からボブスの一声で拾い上げ』だの『応募者は秘密』だの『テレビ局全チャンネルジャックでのＣＭ』だの細かいものから大きなものまで、派手なパフォーマンスを展開していた。

　契約時に、オレ達が作ったことを絶対口外しないと誓せい約やく書を書かされたのはこういうことだったのだろう。

　売れることが約束されたゲームってのは、金がないと作れないんだということを実感させられた瞬しゆん間かんだった。




　　　　◆　◇　◇　◆




　──そうして運営が開始してから一週間が過ぎたある日。

　約束通り、収益の一部をオレ達の口座に振ふり込んだとボブスから連れん絡らくがあった。

　オレとヴァルキリー三人そして正ただしは、狭せまいアパートのちゃぶ台に置かれたノートＰＣをじっと見つめている。

　ちなみに不法占せん拠きよしていた部室だが、ゲーム開発は我々の手を離はなれてしまったため引き払った。

　拠点はまたオレの部屋に戻もどったわけだ。

　オレはＩＤとパスワードを入力し、前金をもらって以来怖こわくて開いていなかった銀行口座にアクセスする。

　おお……ほんとにお金が振り込まれてる。

「あれだけ宣伝したゲームだからな。契約では収益の一割って話だったけど、それでもすごい金額だなあ。これ、一千万だよな」

　前金で既すでに一千万円もらっていただけに、あのときほどの衝しよう撃げきはない。

　どうも金額が大きすぎて、感覚が壊こわれているらしい。

　だがちょっと冷静に考えてみよう。

　一千万あれば何ができるのか。

　泣く泣くあきらめていたブルーレイボックスを二十個ほど買って、実はフィギュアにも興味あったんだよな。まずは某めぐみの等身大フィギュアからだな。ううむ……夢がひろがりんぐである。

「えへへ～コスのイベント主しゆ催さいなんてできちゃうかも～？」

「みゅっふっふ。たまにはお兄ちゃんにプレゼントでも買ってあげないとね。なにがいいかな～。お兄ちゃんが一番喜ぶといえば、やっぱりスクルドがかわいいことだよね。ということは、新しいおさんぽ衣い装しようを買うのが、お兄ちゃん達のためかな。うん、そうだよね……」

「あの……潤じゆん矢や……」

　みなが妄もう想そうの世界に行ってしまっている中、ヒルデがオレの袖そでをくいくいっと引っ張った。

「そうだな……使い方と分配については今晩ゆっくり考えてから、明日あしたまた話し合おう。今は冷静な判断ができると思えないからな」

「ではなくて……あの……金額が……」

　ヒルデのぱっくり開いた瞳どう孔こうが、モニターを前にしてぐらぐら揺ゆれている。

「だから一千万もの大金をどうするか……」

「ではなくて！」

「なんだよ大きな声出して」

「ちょっと見ててくださいね。ゼロを数えなおしてみますよ。お○松、カ○松、チョ○松、い○松……」

「何その数え方!?」

　普ふ通つうに数えた方が早くない!?

　あと七以上はどうすんの？

「ト○松、ト○子、イ○ミ……ゼロが八つです」

　そっちいくんだ……なぜそれで数として認にん識しきできるんだろうか。

　ん……？　ゼロが八つ？

　せえと、八つってことはいくらだ？

　オレは指を折りながら数えてみる。

「…………………………いちおくえん？」

　オレのかすれた呟つぶやきに、ヒルデは首をかっくんかっくん上下に揺らした。

「「「「「えええええええ!?」」」」」

　五人の絶ぜつ叫きようがアパートを揺らしたのだった。

　解散！　いったん解散です！

　この問題は明日まで持ち越こし！

　間ま違ちがえでしたって電話がかかってくるかもしれないしな！




　　　　◆　◇　◇　◆




　大金が振り込まれた翌朝。

　目を覚ましたオレとヒルデ、スクルドが目にしたのは、『最強課金の不敗戦乙女ヴアルキリー』全世界三億ダウンロードのニュースだった。

「さ、三億!?　いくら少年向けラノベやマンガにはインフレがつきものとはいえ、うちはそういうんじゃないだろ！　やりすぎだ！」

「潤矢落ち着いて。ツッコミの意味がわかりません。あと、いい加減大家さんに怒おこられます」

　驚おどろきのあまり、ヒルデにたしなめられる始末だ。

　くっ……なんという屈くつ辱じよく。いっそ殺せ。

　ソースがスマホで見たネットのニュースなのでいまいち信用できない。

　オレはＰＣを立ち上げると、各ニュースサイトを巡じゆん回かいし、ワンセグでＴＶもつけた。

　すると、どこでも三億ダウンロードのニュースが流れている。

　情報は確からしいということはわかったがこれは……。

「ここまで『最ヴァル』の話題一色ってのは異常ね」

　スクルドの言う通り、一ソシャゲの話題にしては、メディアをジャックしすぎだ。

　宣伝のために広告をうちまくったという感じではない。

　ニュースやワイドショー、バラエティーといった、出演者にある程度発言を自由にできる番組では、みな口々に『最ヴァル』の話題を持ち出しているのだ。

　とあるお天気レポーターなどは、

「今日の関東地方は寒気に覆おおわれており、平野部でも雪がちらつくことがあるでしょう。外で『最ヴァル』をするには少し寒いですが、雪をみながらの『最ヴァル』もよいものです。ではちょっとガチャを回してみましょう。あ、他の地方の天気ですが？　デイリークエストをクリアーするまで待っていてくださいね」

　というありさまだ。

　さらに、ＴＶに映る通行人はみな、スマホの画面を見ながら歩いている。

　さすがに何をしているかまでは確認できないが、おそらく『最ヴァル』だろう。

　最初は生き生きとプレイしていた人々も、日が経たつにつれ、その顔から生気が失われていってる。

「あきらかにヴァン神族が関かかわってるよな」

　オレの発言に頷うなずくヒルデとスクルド。

　グー姉の意見を聞きたいところだが、あいにく牛ぎゆう丼どん屋でワンオペ中だ。

　あと一時間は帰ってこない。

「街の様子を見つつ、とりあえず学校に行ってみるか」

　スクルドはうちの生徒ではないが、そんなことを気にしている場合でもなさそうだ。

　オレ達三人は、グー姉に連絡を入れつつ、学校へ向かった。




　　　　◆　◇　◇　◆




「もうなんなのみんな！　おかしくなっちゃったんじゃない!?」

　いつもなら校門の前でスクルドがこうも騒さわいだら、たしなめるところだ。

　だが、今回ばかりはそうする気にもならない。

　ここまで来る間、色々あった。

　まず電車がまともに動いていない。

　遅ち延えんのアナウンスもいいかげんだった。

「『最ヴァル』により電車に遅延が発生しております。『最ヴァル』でもしつつお待ちください」

　とかめちゃくちゃすぎだ。

　そうして学校に着いてみると、いつもなら生徒で溢れているはずの校門前も、人がまばらだった。

「いったい何が起きてるんでしょう……気になって課金がなかなか手に付きません……」

「校門で闇やみ堕おちしそうにならないで!?」

　あと、移動中もしっかりスマホいじってるの知ってるからな。

　校門前にいる生徒達もみな、スマホを顔にくっつきそうなほど近づけて、操作している。

　いや、生徒だけじゃない。

　出勤途と中ちゆうの教員もそうだ。

「潤矢あぶない！」

　オレがいつもと違う風景に呆ぼう然ぜんとしていると、ヒルデがぐいっとオレを引っ張った。

　なにす──

　ぶろろろろろろろ──がしゃあああん！

　今までオレがいたところにトラックがつっこんできた。

　トラックはそのまま校門に衝しよう突とつし、動きを止めた。

「ケガはありませんか」

　ヒルデが心配そうにオレの顔を覗のぞき込んでくる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。おかげで助かったよ」

「よかった……」

「他に怪け我が人はいないか？」

「大丈夫みたいです。運転手さんも気はうしなってますけど、どこも怪我をしていません」

　それは不幸中の幸いだが……。

　車を覗き込むと、運転手の手からぽろりとスマホがこぼれおちた。

　その画面には『最ヴァル』の豪ごう華かに動く戦せん闘とう画面が映しだされていた。

　運転中にスマホいじってんじゃねえ！

　あやうくトラック転生するところだ。

　しかし、ここでも『最ヴァル』か……。

　さらにおかしなことに、これだけの騒ぎで校舎から誰だれも出てこない。

　これはもうヴァン神族の仕し業わざに間違いない。

　それも、今までで一番大規模なヤツだ。

「これってやっぱり、ゲーム内イベントで一位をとれば解決なのか？」

　前回まではそれでなんとか解決できた。

「だと思いますけど……」

　オレの質問にヒルデはなぜか自信なさげだ。

「それじゃだめかもしれないわ」

　スクルドが運転手のスマホを魔ま方ほう陣じんで調べつつ、オレ達に待ったをかけた。

「どういうことだ？」

「うーん……スクルドじゃはっきりしたことは言えないんだけど……来た！」

　スクルドが指差した先には、民家の屋根を飛び移りながらこちらに向かってくるグー姉の姿があった。

「お待たせ～」

　グー姉はオレ達の前に降り立った。

「ちょっとグー姉！　目立ちすぎ！」

「大丈夫～。簡単な認識阻そ害がいの魔法はかけてるから、潤矢君達以外には見えないはずよ～」

　さすがグー姉。そのあたりはぬかりがない。

「早かったですね」

「お店にくるお客さんや店長さんも様子がおかしくなっちゃってね～。潤矢君からのＬ○ＮＥを見て、急いで来たの～」

　いつものおっとり口調ながらも、その声からは緊きん張ちよう感がにじみ出ている。

「ヴァン神族ですか」

「そうね～。でも今回は今までで一番良くないわ～」

「それはどういう……」

「原因が『最ヴァル』だってところまでは気付いてるわね～？」

「もちろんです」

「私達が作ったのとは、殆ほとんど違うものになっちゃってるけど、それでも元はといえばヴァルキリーが作ったものなの～」

「ええと……話が見えないんですが……」

「つまり、ゲーム自体が聖属性を持ってるってことなのね～」

　わかったでしょ？　という顔をしているグー姉だが、いまいちピンとこない。つまりどういうこと？

「やっぱり……つまり、イベントで私達聖属性が一位を取ったところで、アースガルドにエネルギーを送るのを防げないってことね」

　眉み間けんに皺しわを寄せたスクルドが解説してくれた。

「なん……だと……？」

「ヴァン神族の企たくらんでいることはおそらく前回までと同じ。集めたエネルギーをアースガルドに送ること。そのエネルギーを使って、『神々の黄昏ラグナロク』を起こすのよ……」

　神族が戦うラグナロクの余波はこちらの世界にも現れ、どちらの世界も滅ほろぶ危険があるという。

「なるほどです！」

　ヒルデがぽんっと手を打った。

「ヒルデもわかってなかったのかよ！」

　静かにしてると思ったら！

　ボブスから電話がかかってきたとき、ゲーム開発の契けい約やく自体が怪あやしいとは思った。

　詐さ欺ぎを全力で疑い、契約書は何度も読み返した。

　だがまさか、こんな手でくるとはな。

「ごめんね～。私がこうなることを予測できればよかったんだけど～。私達敵の属性を自分達の道具にするとは思わなかったの～」

「グー姉のせいじゃないよ。誰も思い付かなかったんだ」

　それに、大金が手に入って浮うかれていなかったと言えばウソになる。

　どれだけ注意していたとは言っても、やはり心にスキはあったのだろう。

　お金の力恐るべし！

「じゃあどうすれば……」

　と問いかけつつも、おそらく手段は一つしかない。

「本ほん拠きよ地ちのサーバーを壊こわすしか～」

「ないよなやっぱり。問題は敵の本拠地がどこにあるかってことだが」

「もうわかっているわ～」

「さすが早いですね」

　以前の事件を考えると、もっと時間がかかるかと思ったが。

「選せん択たく肢しを潰つぶすためにまずファップルの本社に魔力探知かけてみたの～。そしたらまさかの大当たりでね～」

「それって……」

「なんの擬ぎ装そうもされてないなんて、誘さそわれてるわね～」

　なるほど……行くしかないというわけだ。

　おそらくそこ以外はどれだけ探しても、何も出ないだろう。

　ファップルほどの企き業ぎように入り込んだとなれば、ヴァン神族の最後の砦とりでと思って間違いない。

　そこを戦場にしようというのだ。

　万ばん全ぜんの態勢をとっているはずだ。

　オレは三人の顔を順番に見た。

「行きましょう！　ラグナロクなんて起こったら、課金ができなくなります！」

「行くしかないわね～」

「しかたないなぁ。スクルドも行ってあげるよ」

　確認なんてしなくても、みんなそう言うだろうという確信があった。

　これが信しん頼らいとか絆きずなってヤツなのかもしれない。

　くっさい言葉だと思ってたが、まさか実感する日がくるなんてな。

「でも、潤矢君はお留守番していた方がいいと思うの～」

「今さらだよ。ここまで関かかわっちゃったんだ。最後までやらせてほしい」

　以前のオレならそんなことは言わなかっただろう。

　ちょっとはかっこよくなったのかな。

　それとも、ヒルデ達につきあってるうち、感覚が壊れたのだろうか。

「危険だよ？」

　スクルドが心配げに見つめてくる。

「これだけ大規模な事件になってるんだ。世界中どこにいたって危険さ。むしろ、みんなの傍そばにいた方が安全なくらいだ。それに、今までもオレが役に立ったことあっただろ？」

　オレの言葉にグー姉とスクルド、そしてヒルデは静かに頷うなずいた。

　ヒルデだけは何も聞いてこなかったな。

　オレが行くと言うってわかってたんだろうか。

「ところで、どこに行けばいいんです？」

　しかし、盛り上がりに水を差したのはそのヒルデだった。

「わかってなかったのかよ！　ファップルの本社と言えばアメリカだよ、アメリカ！」

「アメリカですか……歩いてどれくらいですかね？」

　そういえば異世界人だったなあこいつ。

　すっかり馴な染じんでいたので忘れてたわ。

「ん～地図を見た感じだと、歩いて一時間くらいかしら～」

「めちゃくちゃ早い!?」

　しかも徒歩!?　途と中ちゆう海があるんだけど大丈夫なのかそれ。

「真ま面じ目めな話、移動方法は問題だよなあ。オレは海の上を歩いたりできないぞ」

「じゃあ空を飛べばいいと思います！」

「人間は飛行機がないと空も飛べないの！」

「そうでした……。ずっと潤矢と一いつ緒しよにいるから、潤矢もヴァルキリーなのかと勘かん違ちがいしてました」

　仲間意識を持ってくれるのはうれしいが、いくらなんでもムリあるだろ。そもそもヴァルキリーって戦乙女だろうに。

「飛行機か～。うん、大丈夫よ～。私に考えがあるわ～」

　グー姉がそう言うなら大丈夫だろう。

「じゃあさっそく準備を──」

　と言いかけたところで、繁はん華か街がいから爆ばく発はつ音が聞こえてきた。

　音の方を見ると、黒こく煙えんが上がっている。

　火事か……？

　かなりの音だったはずなのだが、道行く人は全く気にしている様子がない。

　というより、スマホに夢中で気付いてすらいないようだ。

　みなが俯うつむきながらのろのろ歩く様さまはさながらゾンビ映画である。

　この表現、コミケの時もしたなあ……。

　だが今回は局所的ではなく、街中、いや日本中……もしかしたら世界中で起きているのだ。

「たいへんですどうしましょう！　ホームセンターに立てこもったほうがいいでしょうか？」

　落ち着けヒルデよ……そりゃほんとのゾンビ映画の話だ。

「日本のホームセンターはアメリカと違って銃じゆう器きとかおいてないからな。立てこもり先として、それほど万能なわけじゃないぞ」

　非常食とかはあるけどな。

　だがホームセンターに行くという案は悪くない。

　海外の敵地に乗り込む以上、準備すべきものは多いだろう。

　特に、バッテリーはたくさん用意しておいた方がいいはずだ。
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　ホームセンターでの買い物をすませた頃ころには、既すでにあたりは暗くなっていた。

　レジを始め、色んなところがまともに動いておらず、時間がかかったのだ。結局、ゲームに夢中で返事もしてくれないレジのおばちゃんの前にお金を置いてきた。

　アパートの小さな庭に荷物を持って集合したのはオレと三人のヴァルキリーだ。

　オレの荷物はスマホの予備バッテリーが五つに、長期にはならないだろうということで着き替がえは一日分。全部で鞄かばん一つである。

　一方、グー姉とスクルドは亜あ空間に荷物を預けたとかで、既に身に着けている戦せん闘とう用ヴァルキリーコスチューム以外は手ぶらである。

　しかし、ヒルデだけはスーツケースを一つ用意していた。

「それは亜空間に入れておかないのか？」

「こちらの世界で購こう入にゆうしたものは、亜空間で見失う可能性があるので、念のため手で持って行きます。グー姉様がいるので大だい丈じよう夫ぶだとは思うのですが、私の魔ま動どう技術ではちょっと心配で……」

「ちなみに中身はなんなんだ？」

「スマホのバッテリーです。夏コミではバッテリーに苦しめられましたから」

「スーツケースの中全部!?」

「そんなわけないじゃないですか。半分くらいですよ」

　それでも多いけどな！

　残り中身については、女性にあれこれ聞くのは失礼というものだろう。

「それでグー姉……これはいったい……」

　現実から目を逸そらそうとしていたが、訊きかねばなるまい。

　足あし下もとに用意されている子供用の飛行機についてだ。

　子供の頃に近所の子が持っていた、三輪車の外装が飛行機を模しているものだ。

「飛行機が必要だって言うから、これに乗ってもらおうと思って～」

「なるほど！　これを魔法で飛行機にするんですね？」

　さすが魔法の得意なグー姉だ。

「そんな便利魔法ないわよ～」

「え？　じゃあこの飛行機って何に使うんです？」

「飛行機がないと人間は飛べないっていうから飛行機を用意してみたの～。さあ乗って～。ちゃんと運ぶから～」

「え？　運ぶって？」

「それからこれ～。寒いと思うから使ってみて～」

　グー姉が手て渡わたしてくれたのは手編みのマフラーだった。

「これ……グー姉が作ってくれたのか？」

「渡して良いものか迷ったのだけど、せっかくだから～」

「悪いことなんてない！　嬉うれしいよ！」

「そう～よかった～」

　グー姉はふわりとオレの首にマフラーをかけてくれた。

「あったかい……」

　女の子から手編みのマフラーなんてもらったの初めてだ。

「さ～飛行機に乗って～」

「は、はい」

　オレはおもちゃの飛行機に乗り込んだ。

　当然だがすごく狭せまい。

　ちょっと体を動かすと壊こわれてしまいそうだ。

　はっ!?　マフラーが嬉しすぎてつい言われるままに行動してしまった！

「む～私も乗ります」

　そこへなぜかヒルデまで乗り込んでこようとした。

「なんでヒルデまで乗るの!?」

「なんでもです！」

「狭いから！　壊れるから！」

　当然ヒルデはオレの上に乗っかる形になる。

　ケツが顔に当たる！　あ……そこは鎧よろいがないから柔やわらか……ちがう！　スクルドがすっごい冷たい目で召しよう喚かん魔法の準備始めてるから！

　予言者じゃなくても見える今後のひどい展開！

「ヒルデちゃん～。このマフラーはコス用に作っていたものなの～。このままじゃ潤矢君は凍こごえ死んでしまうでしょう～。だからよ～」

　もらったのは、深い緑を基調にしたちょっとオシャレなデザインだ。

　こんなマフラーしてるキャラっていたかな？

　マージャンの強いお姉ちゃんは違うし、夜桜なコでもないだろうし、波は紋もん使いでもないだろうし……。

　そういうオレはグー姉の指示で、家にある防寒具を全すべて身に着けただるまストーブ状態だ。

　コートの下はセーター二枚にシャツ三枚。さらにヒー○テックも二枚重ねである。

　正直言って暑い。

「うぅ……わかりました……」

　しぶしぶ飛行機から下りたヒルデ、そしてグー姉をスクルドはオレを囲むようにして立った。

　おもちゃの飛行機に乗る男子高校生を囲む三人の美女。

　なにこれイジメ？

「なあグー姉……凍とう死しするほど寒いってのがすごく気になるんだけど……」

「大丈夫よ～ちゃんと魔力で保護するから～」

　余計不安になるコメント！

「そういえば、パスポートもないよなオレ達」

「ぜいかん？　とかは通らないから大丈夫よ～」

「それ大丈夫じゃなくない!?」

「いいからいいから。まかせといて～」

　ヴァルキリー達は頷うなずき合うと、口の中で呪じゆ文もんを唱え始めた。

　乗る飛行機の下に魔ま方ほう陣じんが出現し、オレの体が飛行機ごとゆっくり浮うき上がる。

　おいおいおいおい……まさかとは思っていた……実は気付いてて違うことを祈いのってただけなんだけど……このまま飛んでアメリカまで行く気じゃないだろうな！

「心の準備はいいですか？」

「よくないよ！」

「では行きますね」

　相変わらず人の話聞いてませんねヒルデさん！

「ちょ──ま──」

「ト○ルーラ！」

　言いたいだけだよねそれええええぇぇぇ──

　コ○センセーもびっくりな速度で飛行機が飛び上がると同時に、オレの意識は一いつ瞬しゆんでぶっとんだのだった。
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「……や……てください……じゅんや……おきて！　潤矢！」

　ゆっくり戻もどりつつある意識の中で名前を呼ばれるというお決まりイベントに遭そう遇ぐうしたオレは、口の中で鳴った不快な砂の音で目を覚ました。

「ぺっぺっ……」

　上体を起こし、砂を吐はき出す。

　オレの周囲には、出発の時と同じように三人のヴァルキリーがいた。

　みな心配そうな顔でオレを見ている。

「どうしたんだ……不時着でもしたのか……？」

　辺りを見回すと、そこは一面の砂だった。

　砂さ漠ばくというやつである。

　出発前に調べた情報だと、ファップル本社のあるカリフォルニア州には砂漠もあるって話だったな。

「不時着から遭そう難なんまでの定番コースじゃねえか！」

　思わず叫さけんでしまったのも仕方のないことだろう。

「まあまあ、目立たない所に着陸しただけだから～」

　オレはグー姉の額から流れる汗あせを見み逃のがさなかった。

「粉々になった飛行機の残ざん骸がいが転がっているんだが……」

　よく見ると、着ているコートがボロボロになっている。

　グー姉がすいっと目を逸らした。

　他の二人も同様だ。

「まさか本当に遭難した？」

「大丈夫です！　死にかけてた潤矢の怪け我がは完かん璧ぺきに治しましたし、道はスマホで調べればすぐに……ああっ！　電波が入りません！　なんてことですか！　課金ができませんよこれ！」

　──ぶばんっ！

　ヒルデが予兆なしに一瞬で闇やみ堕おちした。

　早いよヒルデさん！

　あと課金どころじゃねえから！

「潤矢ぁ～早く移動しましょうよぅ～。このままじゃ課金できませんよ～。ねっ、お・ね・が・い。ふぅ～」

　耳に息が！　ぞくぞくしちゃうのは寒さのせいだけじゃなさそうだよ！

「ちょっとグー姉！　何があったの！　なんか死にかけたとか聞こえたんだけど！」

「ん～弾だん道どう飛行で直行してきたまではよかったんだけど、思ったよりも上空は寒くて～。着地間ま際ぎわにくしゃみをしたら、飛行機が空中でばらばらになっちゃいました～てへ」

　それよく生きてたなあオレ！

　そういえば既すでに朝日が昇のぼろうとしている。

　時差を考えると、移動にかかった時間は長くて数時間というところだろうか。

　飛行機の何倍の速度出したんだよ。

「でも場所は魔法でわかるから大丈夫よ～。遭難なんてしないわ～」

　それを聞いて安心した。

「とりあえずどこかへ移動しましょう。ヒルデの理性が危ないですよ！　あぁ！　こら脱ぬぐな！」

　オレの理性も危ない！

「どこへ行くの～？　本ほん拠きよ地ちに乗り込むなら、夜が定番だと思うのだけど～」

　とりあえず電波が入ればどこでもいいのだが……。

　目立たない場所がいいだろう。

　といっても、パスポートを持たない不法入国者が潜せん伏ぷくできる先なんて知らない。

　ただでさえ目立つメンバーなのだ。

　どうしたものか……。

「はいはーい！」

　手を挙げたのはスクルドだ。

「アナハイムっていう都市に行きたい！」

　たしかにカリフォルニア州を調べたとき、アナハイムって名前は出てきたけど。

「おいスクルド……そこに行ってもガ○ダムは作ってないぞ」

「ええ!?　等身大Ｇガ○ダムカフェを作ろうと思ったのに！　なんて紛まぎらわしい名前！」

　なぜよりによってＧ。

　しかもお台場に同じコンセプトの場所があるし、版権問題で確実に怒おこられるだろ。

「そういうのはむしろ静しず岡おかに行ってくれ」

「シズオカってアメリカ？」

「静岡県民に謝ろうな！」

　オタク知識の深いスクルドだが、まだこちらの常識は知らないことも多いらしい。

　他に良い案は……そうだ！

「カリフォルニアと言えば、でかいテーマパークがあったはずだな。行けるか？」

「潤矢君をおんぶしても、すぐ着けると思うわ～」

　テーマパークならオレ達みたいにちょっと目立つグループがいても、上手うまく溶とけ込めるだろう。

「よし！　それじゃあ少し休きゆう憩けいして、テーマパークが開く時間になったらそこへ向かおう」

「わかったわ～」

「アナハイムに行ってもしょうがないっていうなら、それでいいわ」

　みんな異論なしだな。

「潤矢ぁ～電波ぁ～」

　と思ったら、ヒルデが頰ほおをオレの胸にこすりつけてきた。

　電波にやられてる感じなのはヒルデの方だよ！

「ええと……ひとまず電波が入りそうな場所まで移動してから休憩にしようか」

　ヒルデのやつ、どんどんこらえ性しようがなくなってる気がするぞ。
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「ここがあの有名なテーマパーク……？」

「そのはずなんだけど～」

　オレ達四人は目的地であったテーマパークの前で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　人が殆ほとんどいないのだ。

　閉園中なのかと思うほどである。

　かろうじてチケット売り場には人が座っていた。

　しかし、売り場のお姉さんはこちらに目もくれず、俯うつむいてスマホをいじっている。

　これが世界に名高いテーマパークのゲートだろうか。

　お姉さんのスマホに表示されている画面を見れば、原因は聞くまでもない。

「こんなところまで、『最ヴァル』の影えい響きようが出てるのか」

「そうみたい～」

「乗り込むのは夜からなんて言わずに、すぐにでも本拠地に行くべきなんじゃ？　遊んでる場合でもないだろ」

「それも考えて調べてみたのだけど、どうやら太陽エネルギーを魔力に変へん換かん、その魔力で建物全体を防衛するシステムを使ってるみたいで、夜にならないとムリそうなの～」

「それってアースガルドでもなかなか実現できなかった技術じゃない！」

　グー姉の解説に驚おどろきの声を上げたのはスクルドだ。

「そんなにすごいことなのか？」

「アースガルドじゃ戦争って昼にするのが殆どなのよ。昼限定とはいえ、無限に近いエネルギーを使えるとなると……」

「戦場ではヴァン神族が圧あつ倒とう的てき有利になるわ～。まだ変換効率はそんなによくないみたいだし、魔力の蓄ちく積せきもうまくいかないみたいだから、ソシャゲを使って集めたエネルギーみたいにすぐラグナロクを起こすようなことはできないみたいだけど～」

「それってかなりやばいんじゃないか？」

「今すぐどうこうできるわけじゃないと思う～。こちらの科学技術をかなり使ってるみたいだから、アースガルドで実現するには数十年以上の単位で時間がかかると思うわ～」

「それなら一安心か……」

「とりあえずはね～。でも昼間のガードが堅かたいということに変わりはないの～」

「攻せめ込めるのは夜だけ。そして、時間が限定されているということは、向こうさんはばっちり罠わなをはって気力十分で待ち構えてるってわけか」

「気力十分なのはこちらも同じことです！　昼はたっぷり英気を養って、夜に備えましょう！」

　こういう時、ヒルデの前向きさというか、猪ちよ突とつ猛もう進しんさはちょっと頼たよりになるな。

　そわそわとゲートの向こうに目を向けているあたり、ものすごくテーマパークに興味津しん々しんなだけにも見えるが、それもまた良いだろう。

「戦士には思い出も必要ですしね……」

　そう呟つぶやいたヒルデの横顔が少し寂さびしそうだったのが気になるが……。

　悲ひ愴そう感に暮れていても仕方ない。

　チケットを買って中に入ろう。

　目立たないために選んだテーマパークだが、ここまで人がいないなら、それはそれで好都合だ。

　円からドルへの両りよう替がえはすませてきている。

　ここはオレの英語力を見せるいい機会だな。

「ヘイオネーサン。チケット・バイミー。フォー！」

　よし、なかなかの発音だ。これなら通じるだろ。

　しかし、チケット売り場のお姉さんはぴくりとも反応してくれなかった。

　顔くらい上げてくれてもいいんじゃないかな！

「バカなの？」

　スクルドひどい！

「得意げなところがまたかわいいわね～」

　それフォローじゃないよね。

「特に最後のフォーっていうのがちょっと……その……」

　ヒルデまで!?

　四枚って意味だからね！

　奇き声せいをあげたわけでも、突とつ撃げきって意味でもないからね！

　はっきりツッコんでくれないあたり、余計恥はずかしいんだけど。

　だいたい、通じなかったのはオレのせいじゃないよな？

　悪いのヴァン神族だよね？

「ちょっとスクルドに代わってみてよ」

　スクルドはオレを押し退けると、チケットカウンターにぐいっとのり出しだ。

「ヘイガール！　チケットプリーズ！　アイアムキュートガール！」

「オレと大差ないじゃねえか！」

「スクルドはかわいいから大だい丈じよう夫ぶなはずなのよ！」

　何その理り屈くつ！

　一方、お姉さんは全く反応を示さない。

　全然通じてないし！

「おかしいわね……」

　おかしいのはお前の方だ。

「では僭せん越えつながら私が」

　次はヒルデか。

　ヒルデはスマホを操作すると、お姉さんの目の前に差し出した。

　なるほど！　翻ほん訳やくソフトを使って英文を見せるということか！

　ヒルデのくせに賢かしこいじゃないか。

　お姉さんはヒルデのスマホにちらりと視線を移した。

　おおっ！　初めて反応があったぞ！

　お姉さんはヒルデのスマホと自分のスマホを見比べると、ぐっと親指を立てた。

　ヒルデもまた同じポーズで応こたえる。

　おおっ！　チケット売ってもらえるかな。

　二人はしばし見つめ合った後、お姉さんはスマホに視線を戻もどし、ヒルデはドヤ顔でこちらを振ふり返った。

「どうだった？」

「ばっちりですよ！」

「おおっ！　さすがヒルデ！」

「はいっ！　彼女と私は同じキャラが好きみたいです！」

「は？」

「言葉は通じなくても伝わるものですね～。ユーザーネームを覚えたのでフレンド申しん請せいしなくちゃですね」

「何のやりとりをしてたんだよ！」

「せっかく海外の方とソシャゲコミュニケーションを取れる機会だと思ったので！」

　海外どころか、お前は異世界人だろとツッコミたいが、そこまで嬉うれしそうな顔をされると何も言えんわ。

「最後は私ね～」

　まだ慌あわてるような時間じゃない。グー姉なら……グー姉ならなんとかしてくれる！

「キュアップラ○パ～」

　グー姉が指先をちょいちょいっと振ると、お姉さんの前に魔ま方ほう陣じんが現れた。

　するとお姉さんはゆっくりと首を上げ、カウンターからチケットを差し出してきた。

「Ｃａｒｄ」

　お姉さんは短くそう言うと、スマホの画面に顔を戻そうとする。

「あらあら、私の魔法に逆らおうだなんて生意気ね～」

　グー姉は再びお姉さんに魔法をかけ直した。

　するとお姉さんは顔を上げつつも、必死に視線だけでもスマホに向けようとしている。

「あらあら～これは殆ど呪のろいの領域ね～。『最ヴァル』を通じて世界規模で魔方陣を敷しかれているみたいなものだから仕方ないんだけど～」

　なおさら本ほん拠きよ地ちを潰つぶす必要性を感じるな。

　ところで『カード』と言っていたが……。

　クレジットのカードのことだろう。

　アメリカはカード社会だって聞いたことがある。

　現金での支し払はらいよりもカードの方が一いつ般ぱん的なんだとか。

　とはいえ、ここは現金で支払わせてもらおう。

　オレが金をカウンターに置くと、お姉さんはかなり面めん倒どうくさそうな顔をしたが、一応受けとってくれた。

　ここまでくればこっちのものだ。

　オレ達四人は人の少ないテーマパークを満まん喫きつした。

　客はおろか、働いている人まで少なかったが、それでも殆どのアトラクションは稼か働どうしている。

　時々挙動が怪あやしいことも多く、いかに普ふ段だんここで働いている人が大切かということを思い知らされた。

　ジェットコースターがひっくり返った状態で止まったり、観覧車が止まったり動いたりを繰くり返したり、コーヒーカップが強制的に最高速でまわったりとえらいことになっていた。

　だがそこは同行者がヴァルキリー。多少の危険があってもなんのそのだ。

　というか、ジェットコースターでは腕うで組ぐみをしたヒルデが先頭で仁に王おう立ちになってみたり、お化け屋や敷しきではゴシックコスをしたグー姉が幽ゆう霊れい達と一いつ緒しよに踊おどり出したり、スクルドがショーのステージでお姫ひめ様さま役を奪うばったりとやりたい放題だった。

「潤矢！　アレに乗りたいです！」

　パークが夕焼けで茜あかね色いろに染まる頃ころ。

　ヒルデが指差したのはフリーフォール系アトラクションだった。

　このパークで一番高い建物であり、同時に最も注意書きの多いアトラクションだ。

　誰だれにでも乗れるのをウリとしたアトラクションが多いこのテーマパークにおいて、唯ゆい一いつ万ばん人にんにお勧すすめできないとされている……らしい。

　手元にパンフレットがあるのに、日本のサイトでアトラクションの解説を読むというこの感じ……英語勉強しようかな。

　何にせよ、そんなに怖こわいアトラクションに乗るのは──

「私はちょっとコス用に使えそうなお土産みやげがないか見てくるわ～」

「スクルドはお花を摘つみにいってくるね」

　グー姉とスクルドの二人がするりといなくなってしまった。

「ちょっと!?」

　声をかける暇ひまもなく、二人の背中は小さくなっていく。

　逃にげた!?

　まじかよ……。

「潤矢……」

　袖そでをひっぱるヒルデの物もの欲ほしそうな顔を見ると、首を横に振ることはできなかった。




　このフリーフォールはバベルの塔とうを模しているらしい。

　客を乗せたリフトが天に向かって昇のぼっていくと、神にたたき落とされるというストーリーだ。

　おどろおどろしいナレーションが背もたれのスピーカーから流れる中、オレとヒルデを乗せたリフトはゆっくりと天に向かって昇っていく。

　ナレーションは英語だから何を言ってるかさっぱりだがな。

　──ガガガッ──ザザッ──

　ちょうどリフトがてっぺんにさしかかったその時、スピーカーからの音声が不自然に途と絶だえた。

　神の怒いかりを買ったとかいう演出だろうか。

　いよいよ落下が始まるのか──

　オレは覚かく悟ごを決めて、ぐっと膝ひざのセーフティーバーを握にぎりしめた。

　このアトラクション。セーフティーバーが膝にしかない。

　肩かたも固定してほしいところだが、その安全でありながらも上半身が自由になるところも、怖さに一役買っているらしい。

　実際、既すでにちょっと怖い。

　さあ、墜おちるぞ……墜ちるぞ……。

　墜ち……。

　……。

　墜ちないなあ。

　もしかしてさっきのスピーカーの停止って、演出じゃなくて普ふ通つうに止まっただけ？

　今日はどのアトラクションも不調だったがここでもか！

「潤矢……見てください」

　ヒルデの声に隣となりに目をやると、その整った横顔は真まっ直すぐ前を見つめていた。

　つられてオレも前を向く。

　リフトが動いている間は、恐きよう怖ふもあって景色を見る余よ裕ゆうなんてなかった。

　しかし、こうして前を見てみると、そこには夕焼けに染まる水平線がどこまでも続く絶景が広がっていた。

「すごい景色だな……」

　こんな時に『すごい』なんて単語しか出てこない自分の語ご彙い力が悲しくなるが、そうとしか言い表せないんだからしかたない。

「はい。すごく大きいです……」

　ヒルデがオレの手にそっと小さな手を重ねてきた。

「お、おっきいって何が!?」

「この景色ですけど……」

　うん、今のはオレが悪かったね。

　心の底から困こん惑わくしているヒルデの顔が眩まぶしいよ。

「そういえばさ、こんな高い所で止まっちまって怖くないのか？」

　タワーはがっしりした造りなので揺ゆれることこそないものの、髪かみを揺らす風はそう弱くもない。

　高い所が苦手な人なら、気絶してもおかしくない場所だ。

「なぜです？」

　しかしヒルデは質問の意図がわからないようだ。

　考えてみれば当然だ。

　彼女達はこの高さから落ちても無傷だろうから。

　グー姉とスクルドは怖がって逃げたのだと思っていたが、なぜ乗らなかったのだろう。

　本当にお土産を探しに行ったのだろうか。

　そんなことを考えていると、ヒルデはオレの手を上からぎゅっと握りしめた。

「私、こちらの世界に来るまで夕日が綺き麗れいだなんて思ったことありませんでした」

　今度はオレがぽかんとする番だった。

　どういう意味だろうか。

「ヒルデの世界には夕日がないのか？」

　その質問に、彼女はゆっくりと首を横に振った。

「夕暮れは戦いくさが終わる時間なのです。もちろん、夜戦もありますが、だいたいの戦は夕方をすぎると引き上げます。そこから私達ヴァルキリーの仕事が始まるのです」

「仕事ってたしか……」

「夕日に染まる戦場を天馬で駆かけ、英えい雄ゆうと呼ばれる者達の魂たましいをヴァルハラへと導くのです。」

「……あちらの世界ではそれって名めい誉よなことなんだろ？」

「はい……でも……ヴァルキリーの私がこんなことを言ってはいけないのですが……」

　ヒルデは悲しみにくれた顔で視線を落とした。

　その表情だけで、ヒルデがどんな悩なやみを抱かかえているか伝わってくる。

　使命に誇ほこりを持っている彼女に、この先を言わせちゃだめだ。

　でもどうしたら……ええい！　もうどうにでもなれ！

　オレは手の甲こうに置かれていたヒルデの手をいったんどけると、あらためて握り返した。

　はっとした顔でこちらを見たヒルデは、照れくさそうな、嬉しそうな、それでいて安心したような複雑な顔でしばらくオレと目を合わせたあと、真っ直ぐ夕焼けの海を見た。

　オレも水平線の向こう側に目をやる。

　どれくらいそうしていただろうか。

　真っ赤だった夕焼けは、半ば以上が水平線の向こうに沈しずみ、天には星が瞬またたき始めている。

「夕焼け、終わってしまいますね」

「子供の頃は夕方って長く感じたけど、実はすごく短いんだよな」

「ええ……とても、とても短い時間……」

　ふと隣となりを見ると、ヒルデの寂さびしそうな顔と目があった。

「ヒルデ……」

　なんでそんな顔をしてるんだ？

「潤矢……また私と夕焼けを見てくれますか？」

「いいけど……どうしたんだヒルデ？」

「なんでもありません……」

　そう言いながら、ヒルデは頭をことんとオレの肩にのせてきた。

　闇やみ堕おち……してるわけじゃないよな。

「私、この世界もあちらの世界も護まもりたいです」

「使命か」

「もちろんそれもあります。好きに……なったんです」

　ヒルデの口から出た『好き』という言葉に、なぜかオレの心臓が跳はね上がった。

　オレのことを言われているわけじゃないだろうけどな。

「ソシャゲが、だろ？」

　コメディ禁じ手の一つ。オチの先読みである。

「はい！　課金も大好きです！」

　ほらな！

　……も？

「そして……」

「ふぇっ!?」

　へんな声でた！

　ももももももしかしてこの展開って……。

「ソシャゲを生み出したこの世界も大好きです」

「あー」
















　そういうことね。

「あとは…………」

　まだあんの？

　いや、もう騙だまされないぞ。

　マンガとかアニメとか、ソシャゲのキャラとかを挙げていく気だろ。

　わかってるんだからね！

「じ──」

　ヒルデが言葉を続けようとしたその時、リフトがガタンッと大きく揺れた。

「へ？」

　心の準備をする暇などなく、フリーフォールは地面に向けて、真っ直ぐ落ちたのだった。




　　　　◆　◇　◇　◆




「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　急なフリーフォールで気を失いかけたオレの足あし腰こしはすっかり使いものにならなくなり、ヒルデに肩をかりる始末だった。

　情けないことこの上ない。

　ヴァルキリーの彼女達はともかく、あんなの誰だれだって驚おどろくに決まっている。

　ふと隣に目をやると、少し首を傾かたむけたら頰ほおが触ふれあいそうな距きよ離りにヒルデの顔があった。

　まだ心臓がバクバクいってやがる。

　これが吊つり橋ばし効果ならぬフリーフォール効果ってヤツかもしれない。

「ふたりとも～。フリーフォールはどうだった～？」

　オレ達がフリーフォールから降りるのを待っていたかのように、グー姉とスクルドが現れた。

　実際に待っていてくれたのかもしれないが。

　長いこと上にいたからな。

「その様子じゃずいぶん楽しかったんじゃない？」

　スクルドはそう言って、オレの胸をつついてきた。

　どうしたらそう見えるんだよ。

　身動きが取れないのをいいことに茶化し放題だ。

「さてと～。でも楽しい時間は終わりかな～」

　気付けばすっかり日が落ちている。

「今こそ使命を果たす時ですね」

　ヴァルキリーとしての使命に燃える時だけは、いつも凜り々りしいヒルデだが、今日は一段と気合が入っているようだ。

　それでいて、どこか覚かく悟ごを決めたかのような強い意志を感じる。

「いいのね、ヒルデ姉様」

「え？　なに？　スクルドが確かく認にんするほど危険なの？」

　もしかしてオレに何か隠かくしてる？

「わからないわ～。でも乗り込むのはファップル本社だもの。今までで一番大変なのは間ま違ちがいないと思うわ～」

「たしかにグー姉の言う通りだな」

　むしろオレが緊きん張ちようしなさすぎなのかもしれない。

　だが不思議と心は落ち着いてきている。

　フリーフォールの方がよっぽどドキドキしたくらいだ。

　それは現実感がないこともあるが、ヒルデ達三人と一いつ緒しよだからなのだろう。

　彼女達が超ちよう人じん的な力を持っているということも、もちろん理由の一つだ。

　だがそれ以上に、くさい言い方になるが……彼女達はもう家族みたいなもんだ。

　パニック映画なんかでも、恐きよう竜りゆうに追われた家族が再会するとすごく安心するって描びよう写しやがあるだろ？

　たとえ相手が圧あつ倒とう的な力を持っていたとしても、家族と一緒ってのは安心するんだなってことを実感したよ。

　とはいえこの場合、相手が何をしてくるのかさっぱりわからないけどな。

　単純に魔ま術じゆつで攻こう撃げきしてくるかもしれないし、物理かもしれない。

　むしろ王道は、オレ達を捕つかまえて警察に突つき出すことだろう。

　パスポートもない不法入国者なので、それだけで人生終しゆう了りようだ。

　それは今考えてもしかたがない。

　オレはヒルデの肩かたからゆっくり腕うでを離はなした。

　うん、もう立てる。

「オレ達なら絶対大丈夫さ。やってやろうぜ！　そんでもって、帰ったら一緒にモ○ストの共きよう闘とうプレイをしよう！」

「そうね～」

　グー姉はいつものように穏おだやかに微笑ほほえみ、

「潤矢のキャラだと足を引っ張られる気がするけどね！」

　スクルドは憎にくまれ口を叩たたきながらも、笑顔で親指を立てた。

「…………」

　しかし、いつもムードメーカーなヒルデはぐっと口を引き結んだまま海の方に目をやった。

「ヒルデちゃん……」

「ヒルデ姉様……」

「はい……」

　二人に背中をぽんと叩かれたヒルデは、何かを振ふり払はらうようにいつもの満開な笑顔で、すらりと剣けんを抜ぬいた。

「行きましょう！　世界平和と一家団だん欒らんのために！」

　こうしてちょっとズレたセリフをがんばっちゃうあたりは実にヒルデだなあ。







[image: ヒルデのゲームレビュー日記]




　ちょっと前から、『りあるたいむすとらてじー』にもハマっています。

　普ふ段だんは自分の方はこ舟ぶねを護ったり、他の人の方舟を攻せめたりします。

　でもひとたび巨きよ大だいな敵が現れたら、みんなで協力してそれを打うち倒たおすのです！

　対戦ゲームもいいですが、こうしてみんなで戦うというのはいいものです。

　システム上、ガチャでばんばんキャラゲットとはいきませんが、たまにはこうしてのんびりプレイするのもありですね。

　何より、私と同じ名前のキャラも出てますから！

　ヒルデちゃんかわいいよヒルデちゃん！

　わらわら召しよう喚かんすると、まるで自分の分身がたくさん生まれたような気分になります。

　私もこれほどたくさん分身や召喚をできたら、世界の平和も簡単に護れるでしょうか……。


【現在の課金額──】
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　オレ達は今、ファップル本社社屋の近くに立つビルの上にいる。

　ここから見下ろすファップル社屋は、ドーナッツ状だ。

　一周するのに徒歩だと三十分はかかるのではないかという巨きよ大だいさに度ど肝ぎもを抜かれる。

　街のど真ん中にあれほど巨大な建造物を造るなんて、金はあるところにはあるもんだな。

「さてと、どうやって侵入しよう。というか、そもそもどこに行けばいいんだ？」

　狙ねらいは『最ヴァル』のサーバールームなのだが、その場所がわからない。

　ここについてからずっとグー姉が手元に魔ま方ほう陣じんを展開して、なにやら解かい析せきしている。

　おそらくサーバールームの場所を探たん索さくしているのだろう。

　その結果待ちということになるのだが……。

「わかったわ～。サーバールームは地下ね～」

「あの建物、地下まであるのか」

「かなり深そうよ～。ビルの十階以上はありそう～」

「もしかしてサーバールームって……」

「最深部ね～。細かい場所までは、魔術的にプロテクトがかかっててわからなかったわ～。地下だとわかっただけでもがんばったってとこかしら～」

「ありがとうグー姉」

　とりあえず中に入ってからひたすら地下を目指すしかないだろう。

「問題は入り口だな。ドアを開けて待っててくれるなんてことはないだろうし」

「そうでもないみたいです。正面のドアが開いてるみたいですよ」

　ヒルデが人差し指と親指で作った輪っか、ファップル社屋を見ている。

　ここから直線距離で二百メートルほどはありそうだが、さすがの視力だ。

「わかってるから入ってこいってことか……」

「どうする潤矢？　罠わなだよ？」

　スクルドの言う通りだ。

　だがそれはわかっていたこと。

「そのまま正面から入ろう。どうせ他の場所をこじ開けても罠はしかけられてるだろうからな。もしかしたら裏口を探した方が、罠はゆるいのかもしれないが、逆にすごいしかけをしている可能性もある。読みが通じない以上、侵入の労力が低い方がいいだろう」

「おっけー。異論はないわ」

「私も～」

「よーし！　では、どんどんどーなっつ、どーんと行きましょう！」

「「「おー！」」」

　かくして、オレ達四人は、ファップル社内への潜せん入にゆうを開始したのだった。




　　　　◆　◇　◇　◆




　制せい御ぎよを敵に任せることになるエレベーターを使うのは得策ではない。

　そう思い階段を目指したのだが、階段に続く全すべての道は分厚い防ぼう火か扉とびらと魔術によって閉とざされていた。

　グー姉によると、建物全ての壁かべに魔術的な強化が施ほどこされているという。

　太陽エネルギーを魔力に変へん換かんする装置を使って、昼の間に蓄ちく積せきしたエネルギーを障しよう壁へきに利用したのだろうというのがグー姉の見解だ。

「魔力を大量に蓄積するのは難しいけれど、持続時間の長い防御魔法を昼間に発動させてしまえば、こういうのも可能ね～。昼間ほどじゃないけれど、なかなか強力な術だわ～」

　と何やら興味深げに壁をぺたぺた触さわっている。

　壁は白地に不思議な模様が薄うすく描えがかれた、一見オシャレなデザインだ。

　オレにはわからないが、この模様は魔術的な意味があるのだろう。

　一方ヒルデは……

「強ごう引いんにこじ開けることはできますが……建物を崩ほう壊かいさせるくらいの覚かく悟ごがいりますね」

　と物ぶつ騒そうなことを言っていた。

　さすがにそれはヒルデ達の魔力が尽つきるということで却きやつ下かになった。

　というわけで、なぜか唯ゆい一いつまともに稼か働どうしているエレベーターに乗り込んだというわけだが……進行ルートが完全に限定されていて、罠以外の何物でもない。

　ある意味、ゲームを扱あつかう会社らしいといえばらしい。

　結局こうなるのであれば、正面から堂々と侵しん入にゆうしたのは正解だったということだ。

　とりあえず、地下最下層である五階のボタンを押してみる。

「きかないな」

　しかし、何度ボタンを押しても反応がない。

　試ためしに扉を閉じるボタンを押してみるも、やはり反応はなし。

　どうしたものかと顔を見合わせると、エレベーターの扉は自動的に閉じ、オレ達を乗せた箱はそのまま地下へと降りていった。

　想像よりも長い時間、階数を示す表示は一階と地下一階の間で点てん滅めつしていた。

　サーバールームは地下十階くらいとグー姉は言っていたが、ボタンは地下五階までしかなかった。

　一階あたりが深いのだろう。単純計算で倍だろうか。

　そして、エレベーターが止まったのは地下一階。

　扉が自動で開く。

　ヒルデを先頭に、警けい戒かいしながらエレベーターを出る。

　オレが先頭じゃないのが情けないが仕方ないだろ。個体性能が違ちがいすぎるんだよ。

　ヒルデはもちろんそんなこと気にしたそぶりも見せないけどな。

　地下も地上と同じドーナッツ状らしく、ゆっくりとカーブした廊ろう下かが左右に伸のびている。

　非常灯の小さな明かりが足あし下もとを照らす以外は暗くら闇やみが続いている。

　また、予想通り天てん井じようも普ふ通つうのビルの倍程度の高さだ。

　そんな中、一つのドアがゆっくりと開いた。

　ドアからは光が漏もれ出している。

「来いってことだよな」

「それ以外に考えられないわね」

　スクルドが面おも白しろくなさそうに口を尖とがらせた。

　とはいえ選せん択たく肢しはない。

　行くしかないのだ。

　オレは薄く開いたドアの隙すき間まから中をそっと覗のぞき込んだ。

　中は学校の教室に似たデザインだった。

　イメージとしては魔法学校が近いだろうか。

「Ｃｏｍｅ　ｉｎ」

　中から渋しぶい男の声が聞こえてきた。

　くそっ！　英語なんて使いやがって！

「おい、神って言ってるぞ。どういうことだ？」

「嚙かむぃーんって言ったのではないでしょうか。嚙みついてやるってことだと思います」

「あんたら……入って来いって言われたのよ……」

　スクルドがジト目でオレとヒルデを見ている。

　いつの間に英語なんて勉強したんだこいつ。

「キミ達はバカなのか。はぁ……、うちの代表もなぜこんな連中を気にかけるのか……」

　男の声は流りゆう暢ちような日本語になった。

　かすかにイントネーションに違い和わ感はあるが、注意していなければ気付かないほど完かん璧ぺきな日本語だ。

「おいおい、うちのヴァルキリー達をなめてもらっちゃ困るな」

　そんな男のセリフを聞いたオレは、思わず扉の中に入っていた。

　中にいたのは身長二メートルはあろうかという濃こい顔の白人だ。肩かた幅はばが広く腕わん力りよくもありそうだ。

　サングラスがその迫はく力りよくに拍はく車しやをかけている。

「威い勢せいだけは一人前だな」

　腕うで組ぐみをして待ち構えていた男は、大した興味もなさそうな目でオレをねめつけた。

「威勢だけかどうか、試してみるか？」

　とそこまで言って我に返ってしまった。

　ごめんね、威勢だけだね！

　オレ、普通の人間だったわ！

　だがもう引けない。

　オレは男をにらみ返し、口を開く。

「お前が誰だれか知らないが、オレ達に勝てるだなんて思わないことだな。オレ達は強いぜ？　主に後ろの三人がな！」

「潤じゆん矢や……途と中ちゆうまでかっこよかったのに……」

「潤矢君～」

「まぁ……そんなとこよね……」

　しょうがないでしょ！

「オレはファップル社員四天王の一人、サンバイスンだ」

「四天王！　ファップルは社員にそんな肩かた書がきつけてるんですか!?　かっこいいです！」

「お……おぅ……」

　ヒルデのキラキラした瞳ひとみに、サンバイスンが若じやつ干かん引いている。

　もしかして、その肩書き恥はずかしかったのか。

「ええい、肩書きの話はどうでもいい。たしかにお前達三人は強いのだろう。だが、貴様らは私には勝てんよ」

　くそっ！　さらっとオレが除外されてる！

　自分で言ったことだし、少しほっとしたけどなんか複雑だ。

「随ずい分ぶんな自信ですね。試してみますか？」

　ヒルデがすらりと剣けんを抜ぬいた。

「かまわんよ」

　それでもなお、サンバイスンは表情を変えない。

　こいつらがヴァン神族ならば、ヒルデ達の力は知っているはずだ。

　よほどの実力者なのか？

「私達は先を急いでいるのです。あまり手加減は──できませんよ！」

　ヒルデは剣を担かつぐようにふりかぶりながら間合いを詰つめると、そのまま袈け裟さ斬ぎりに振ふり下ろした。

　やりすぎじゃないですかね!?

　相手がヴァン神族でも殺人罪って適用されるのかな。

　戸こ籍せきがないはずだから関係ないか。

　などと考えつつ、思わず一いつ瞬しゆん背そむけていた視線をサンバイスンに戻もどす。

　しかしそこにあったのは、真っ二つになっているはずの彼の姿ではなく、剣を肩で止められ、呆ぼう然ぜんとするヒルデだった。

「そんな……どうして……？」

　ヒルデは自分の手とサンバイスンの肩を見比べている。

　サンバイスンはヒルデの剣を片手でひょいとつまむと、ゆっくり横へ押し退のけた。

「ファップルの地下は特とく殊しゆな空間になっているのだよ」

「まさか……ヴァルキリーの力を封ふうじる結界ですか!?」

　なんだって!?

　まずいぞ。いざとなったらヒルデ達の剣や魔法で強ごう引いんに突とつ破ぱすることも考えていたのに。

　むしろ、どうせそんな展開なんでしょって思ってたのに！

「いや、そんな都合の良いものはない」

　ないのかよ！

　てっきりあっちの世界ではそういうのが常識だと思ったよ！

「ここは具象ゲーム空間！　ファップル社内の会議室では、一部ゲームの世界を実体化できるのだ！　もちろんプログラマーががんばって設定したゲームしかできないがね！　そして、この空間は中にいる人間の感覚の大部分をゲームと強制的にリンクさせている！　つまり、貴様らの体は麻ま痺ひしているようなものなのだよ。まさかその状態で今のような動きができるとは思わなかったがな」

「くっ……どうりで体が動かしにくいはずだ……」

「潤矢あんた……全然気付いてなかったでしょ」

　スクルドがジト目でオレを見てくる。

　せっかくそれっぽい感じにまとめたのに、わざわざツッコむんだよ！

「ふふん、それも仕方あるまい。この部屋に入ったときから、ゆっくりと感覚が蝕むしばまれたのだ。もともと能力の低い普通の人間が知覚するのが遅おくれたとて責められんよ」

　間違いなくバカにされているのだが、これ以上身体能力が神族に劣おとっていることで嚙みついても仕方がない。

　問題はこの先だ。

「つまり、ゲーム対決をしようってことだろ？」

「そうだ。私にゲームで勝てば、地下一階は通してやろう」

「なんでそんな面めん倒どうなマネを……普通に通さなきゃいいだけじゃ……」

「うるさい！　私だって好きでやっているわけではないわ！　新しい代表秘書が吹ふき込んでいるんだ！　黙だまってルールに従え！」

　なぜか半泣きのサンバイスンである。

　サラリーマンって大変だな。

　なんかちょっと可哀かわい想そうになってきた。

　とはいえ、世界の命運がかかっているのだ。

　いかに相手がアホっぽいとはいえ、手を抜くわけにはいかない。

「この教室を見る限り、勝負するゲームは──」

「人気ソーシャルクイズゲームの『ブラックキャットアカデミー』ですね！」

「うおいヒルデ！　せっかくの決めゼリフとらないでくれよ！」

「あのゲームは私もプレイしています！　クイズは難しいですが、ちゃんとデッキを育てれば、なんとかなるのがいいですね」

　話聞いてねえええ！

　というか、その姿勢はクイズゲームプレイヤーとしてどうなのか。

　ヒルデの場合、出てくるキャラがかわいいからプレイしているだけで、クイズ部分はどうでもいいのかもしれんが。

「勝負は対人対戦方式とする！　十問でどれだけの得点を得られるかで勝負だ！」

『ブラックキャットアカデミー』通つう称しようブラアカは、出題から解答までの時間が短いほど高得点をもらえる。

　そこにさらに、事前に組んでおいたキャラクターデッキのステータスやスキルが特典に反映される。

　例えば、スポーツのクイズに同じ一秒で正解した場合でも、スポーツのパラメーターが高いキャラであればあるほど、より高得点が貰もらえるのだ。

　さらに『二問連続正解するごとにボーナス特典』などのスキルを持っていると、得点が増加する。

　つまり、より場にあった強いデッキで早く正確に解答することが必要なゲームというわけだ。

「さて、誰が私と戦うんだ？　もっとも、貴様らのような脳筋が私に勝てるとは思えないがな。そうそう、負けたらキミ達は日本に強制送そう還かんだからね。貨物船の船底で」

　サンバイスンはにやりと口の端はしを持ち上げた。

「（グー姉、負けそうになったらこの結界を強引に破ることはできるか？）」

　オレは念のため、小声でグー姉に相談する。

「（むずかしいと思う～。かなり時間をかけて作られたシステムだから、破るにもそれなりの準備がいるわ～。おそらく勝負に負けた相手を気絶か何かさせるところまでセットで組まれてると思うの～。だから、負けたら暴れてうやむやにというのは難しいわね～。魔ま法ほうで攻こう撃げきするのも考えたけど、結局それで下の階に進めないんじゃしょうがないし～）」

　なるほど。なんとしてもゲームで勝たなきゃだめってことか。

「誰かこのゲームをプレイしてるか？」

　オレの問いに手を挙げたのはヒルデとスクルドの二人だけだった。

「スクルドがいくよ。クイズはお兄ちゃん達をコロコロするために集めた知識があるから得意なんだ」

「よし、それならスクルドに頼たのもう」

　オレが承しよう諾だくすると、スクルドはびっと親指を立てた後、ヒルデとこそこそ打ち合わせを始めた。

　何を話しているのだろうか。

　ソシャゲのことならオレに相談してくれればいいのになー。

「時間だ。答えを聞こう」

　どこからか取り出したリボルバーに弾たまを込こめなおしたサンバイソンは、拳けん銃じゆうをこちらに向けてきた。

　銃口が赤く塗ぬられているのでモデルガンなのだろう。

　ム○カファンかな？

「スクルドがいくよ」

「ふむ、やはりキミか。唯ゆい一いつ、私の英語の発音を理解できたようだからな。楽しみだ。ジャンル指定は交こう互ごに行うとしよう。もちろん日本語バージョンでかまわないよ。さぁ、まずはキミから選んでくれたまえ」

　かくして、サンバイソンＶＳスクルドのクイズゲーム対決が始まった。





第一問　ジャンル：アニメ＆マンガ＆ゲーム






　黒板だと思っていたモニターに、クイズ問題が表示されると同時に、先生役のキャラクターが読み上げていく。





『アマゾ






　ピンポーン！

　解答権を先に得たのはスクルドだ。

　今回選せん択たくした出題形式は『自由記入』だ。

　四択などではなく、表示されたキーボードから入力する。

　つまり、選せん択たく肢し問題のように勘かんだけで答えることはできないのだ。





ポロロッカ






　スクルドが解答を入力すると、

『正解だよ！』

　黒板に表示された先生役の美少女キャラが、正解のコールをした。

「すげえなスクルド！　アマゾから始まる問題なら、きっと『アマゾン川で』と続くはずで、それなら『ポロロッカ』しかないと踏ふんだってわけか？」

「ちがうって。そんなバクチうたないよ」

「じゃあ、アマゾから始まる問題が一問しかないと覚えてるとか？」

「ううん、アマゾから始まるのは三問だよ」

「じゃあそこからは勘なのか」

「だからそんなことしないって。たしかにアマゾから始まるのは三問だけど、『ゾ』の文字が表示されるより早く先生が『ゾ』を読み上げるのは、解答がポロロッカの一問だけなのよ」

「早くって……全然わかんなかったが……」

「コンマゼロ三秒くらいは早いわよ。やってることは競技かるたみたいなものね」

　そんなさも当然のことのように言われても困るわ。問題数が違ちがいすぎるだろ。

「さて、ひとまず一問はゼロ秒正解ね。この調子でいっちゃうよ！」

「ほう……なかなかやるではないか」

　しかし、これだけの実力を見せつけられてなお、サンバイスンは余よ裕ゆうの表情だ。

　こいつ……何か特別な作戦でもあるってのか？

　このゲームは、問題が表示され始めてから五文字目まではスコアに関かかわるカウントが始まらない。

　その間に正解できれば、デッキに応じた得点がまるっと入るのだ。

「なんだこの点数は……話が違うぞ！」

　スクルドに入った得点を見たサンバイスンは目を見開いた。

　話が違う？　どういうことだ？

　サンバイスンが驚おどろいたのは一いつ瞬しゆんで、すぐに元の表情に戻もどった。




　そのままスクルドは三問連取した。

　サンバイスンはなおも余裕の姿勢を崩くずさない。

　スクルドと同じ実力ならば、早押しの勝負になってもいいはずだが、その様子もない。

「おいスクルド。このゲームって、問題の出題順序に実は法則があるなんてことは……」

　今のスクルドより早く答えるにはそれくらいじゃないと難しいはずだ。

「ないから大だい丈じよう夫ぶ。一字決まりの早押しも余裕だしこのまま勝てるよ」

　スクルドがそう言った直後の四問目。

　ピンポーン！

　問題が読み上げられる前に、サンバイスンが解答ボタンを押した。





チョサクケン






『正解だよ！』

　そして、みごと正解してみせたのである。

　どういうことだ。

　全く問題を見ずに解答だと？

「不可能だわ！」

「ふふん、私は事実正解をした」

　スクルドが喰くってかかるも、サンバイスンは涼すずしい顔をしている。

「グー姉、魔術でイカサマされてるなんてことはないか？」

「ずっと警けい戒かいしてるけどないと思う～」

　何かトリックがあるハズだが……。

「ヒルデ、ヤツが妙みような動きをしていないか観察していてくれ」

「了りよう解かいです」

　スクルドはそのままサンバイスンに三問連取されてしまった。

　幸い、得点的には一問分程度スクルドが上回っている。

　スクルドのヤツ、随ずい分ぶんこのゲームをやりこんでたんだな。

「ふむ……デッキはこちらの方が弱いというのは想定外だったな。だがこれはクイズゲーム！　正解できねば意味はない！」

　サンバイスンの言う通り、あと一問で得点もひっくりかえされてしまう。

　その心配は現実のものとなり、残り三問を残して得点が並んだ。

「くっ……いったいどういうことなの……」

　スクルドは唇くちびるを嚙かみしめ、サンバイスンを睨にらみ付けているが、解決策は思い付かないようだ。

　とりあえず解答ボタンを押して、解答を入力してみるスクルドだが、もちろん当たるはずなどない。

　さらに二連取され最終問題となった。

　二問分の差がついている。

「ごめんみんな……」

　スクルドはめずらしくしょげている。

　くそっ！　あんな顔をさせちまうなんて……。

「大丈夫だスクルド！　そのデッキならゼロ秒正解をすればギリギリ逆転できる！　最終問題が高得点になるスキルを持ったキャラが入ってるだろ。だから諦あきらめるな！」

「う、うん……がんばる」

　そう言うスクルドだが、表情は暗いままだ。

　それはそうだろう。解決の糸口が見つからないのだ。

　どうすればいい!?

「潤矢、ちょっと気付いたことがあるのですが」

　ヒルデがおそるおそる話しかけてきた。

「なんだ？　何でもいい。教えてくれ」

「勝負とはあまり関係ないかもしれませんが……」

「いや、この際なんでもいい！」

　今はどんな小さなヒントでも欲しい。

「解答ボタンを押す前に、サンバイスンが高速で目を動かしているんです。まだ問題が表示されていないはずなのに、おかしいなと……」

「サングラスの向こう側まで見えるのか？」

「はい、少しなら」

　いったい何を見て……そうか！

　ならばアイツにサングラスを外させ……いや、こちらの言うことなどきかないな。

「（ヒルデ、サンバイスンのサングラスを今すぐ壊こわせるか？）」

　オレはことさら声をおとしてヒルデに指示を出す。

「（肉体にかなり制限がかかっていますが、コインか何かを飛ばせば可能です。本来なら指し弾だんの空気圧だけでいけるのですが……）」

「（よし、壊してくれ。今すぐだ）」

「（え？　お金もったいないですよ？）」

「（あとで拾えばいいから。早く！）」

「（わかりました…………ヴァルキリー式超電磁砲レールガン！　えいっ！）」

　ヒルデは財さい布ふから取り出した一ドルコインを指でピンと弾はじいた。

　磁力を帯びたコインは真まっ直すぐサンバイスンの眉み間けんに向かって跳とぶ。

　やりすぎいっ!?　と思ったが、不思議フィールドの影響でその勢いは急速に減げん衰すいし、サンバイスンに到とう達たつするころには、ちょうどサングラスを破は壊かいする程度の威い力りよくになっていた。

「くっ！　何をする！　物理攻こう撃げきがほぼ無効とはいえ、ゲームの邪じや魔まをするのはルール違い反はんだぞ！」

「ルール違反だってのはこっちのセリフだぜ」

　オレは落ちたサングラスを指差した。

　サングラスのレンズには、壊れて画像が乱れてはいるが、何やら文字列が書かれていた。

　文字列はかけている本人にしか見えないようになっている。

　コ○ン君の眼鏡めがねみたいなもんだな。

「たしかに出題の順番に規則性はないのかもしれない。だが、お前はサーバーから出題前に問題情報を流してもらっていたんだろ！」

　だから不自然なタイミングで、視線が忙せわしく動いていたのだ。

「やっぱりイカサマだったのね！　スクルドが負けるなんておかしいと思ったよ！」

　スクルドは腰こしに手をあて、今にも飛びかかりそうなほど怒いかりを露あらわにしている。

「ふ、ふん……知らんな！」

　そうやってしらを切っていればいい。

　もうカンニングができないことに変わりはないのだ。

「やっちまえスクルド！」

「もっちろん！」

「くっ……そうはいかんぞ！」

　今度はサンバイスンが勘で答える番だ。

　もちろんそれで正解なんてできるはずもない。

　結果はみごとゼロ秒正解をしてみせたスクルドの勝利となったのだった。

「ざっとこんなもんね」

　ひょいと手を上げてきたスクルドにオレは力いっぱいハイタッチをする。

「それにしてもすごいやり込みだったな。デッキも極きわまってたし。かなり課金したんじゃないか？」

「えっへへー。クイズゲームは好きだからやりこんだんだけど、デッキはヒルデ姉様のなんだ。キャラがかわいいから、ヒルデ姉様ならがっつり育ててると思ってね」

　そういうことか。

　ならば納なつ得とくだ。……いや、ヒルデがそんなに課金していたことを納得していいものか。

「くくく……私は四天王の中でも最弱……私を倒たおしたからといっていい気になぶ!?」

　みなまで言わせず、首に落ちたヒルデの手刀がサンバイスンを気絶させた。

　物理攻撃がだめとは言っても、それくらいの効果はあるんだな。

　といっても、ゲームに勝たなきゃ次に進めないんだから、結局次の階でも戦うことになるんだろうけど。

　しかしこの男、最後はけっこうノリノリだったな。

　意外に四天王って肩かた書がき気に入ってたんじゃないか？
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　どうやら各階を護っている四天王を倒すと、自動的にエレベーターが一つ下の階層につれていってくれるらしい。

　おそらく誰だれかが監かん視ししているのだろう。

　というわけで地下二階だ。

「くくくっ……我が名はバールログホラ。サンバイスンのバカは貴様らの課金情報をしっかりチェックしなかったようだな。所しよ詮せんはクイズゲームをしてる自分賢かしこそう、なんてことを考えている小物。俺様は得意なゲームで勝負させてもらうぞ」

　こいつの口ぶりからするに、やっぱりこちらのデータは見られているってことか。

　一人目の反応から、そうじゃないかとは思っていたが。

　ファップル社なら、運営データを直接見ることができるのだろう。

　二人目の敵が指定してきたゲームは、女子高生を操あやつってかわいいエイリアンさんと戦う３Ｄアクションゲームだった。

　このゲームは三人でリアルタイムバトルもできる。

　敵に与あたえたダメージが大きいユーザーが優勝で、受けたダメージの半分は与えた総ダメージから差し引かれる。

　つまり、できるだけ攻撃を受けないように、対戦相手に攻撃すればよいというわけだ。

　バールログホラが指定してきたのは、やはりこのバトルだった。

「ルールはデフォルトでいいな？」

「かまわんよ。くくくっ……我の腕うで前まえに恐おそれおののくがいい！」

「それ以外にルールはないな？」

「くどいなキミは。問題ないよ」

　なんだか自信たっぷりだが、こいつは一つ大きな見落としをしている。

「グー姉、ここは頼たのむ」

「えぇ～？　私、このゲームあまりやったことないわよ～」

「少しは経験あるだろ？」

「ヒルデちゃんにつきあって少し遊んだことはあるけど～」

　ならば問題ない。

　グー姉達の反射神経があれば、その程度の経験で普ふ通つう以上に動かせるはずだ。

　彼女達にとって、通信のラグや、モーション中の操作不能時間は次の動きを考えるのに十分な時間であるはずだ。

「じゃあグー姉はオレのアカウントを使ってくれ」

「なぜ～？　このゲームもヒルデちゃんの方がすごく育ってると思うけど～」

「だからですよ」

「ん～？　よくわからないけど、潤矢君がそう言うのなら～」

　よし、次はヒルデだな。

　オレはヒルデにとあるお願いをした。

「相談は終わったかね？　ではバトルスタートと行こうか！」

　今度の部屋はゲーム内で見られる作戦司令室風だ。

　教室が変形するという設定だけに、その名残なごりは各所に残っている。

　操作は普通にスマホで行い、その様子が司令室中央の巨きよ大だいモニターに表示される仕組みらしい。

「ではいくよ。バトルスタートだ！」

　バトルが始まると同時に、バールログホラの二等身にデフォルメされたキャラがグー姉のキャラに全力で斬きりかかっていく。

　グー姉はそれをころりと転がって避よける。

「さすがの反応速度です！　そうこなくては！」

　なぜか愉ゆ悦えつにひたっているバールログホラは、なおもグー姉を攻せめ立てる。

　たしかに上手うまい。言うだけのことはある。

　キャラクターも無課金で必死に育てたオレのエースより、パラメーター的には上だ。

　だが──

「んな!?　ええい、邪魔をするな！」

　三人目の誰かがバールログホラのキャラを背中から斬りつけた。

　バールログホラに大ダメージが入る。

「くっ!?　なんだこいつ！　強い！」

　バールログホラは三人目を剣けんで牽けん制せいすると、再びグー姉に向かっていく。

　しかし、三人目を相手にした隙すきは大きく、逆にグー姉に斬られてしまう。

　さらにそこへ、三人目の追つい撃げきが入った。

　こうなってしまえばもう袋ふくろ叩だたきだ。

　一位の報ほう酬しゆうが二位以下に比べて圧あつ倒とう的に多いこのゲーム。

　通常ならば、途と中ちゆうから二位は一位を狙ねらうものだ。

　このように、三位だけを二人が狙い続けるという状じよう況きようは起きにくい。

　しかも今は、暫ざん定てい一位の三人目が、動きを封ふうじるタイプのスキルばかりを使い、ポイントを稼かせごうとしていない。

　キャラクターに圧倒的能力差があるからこそできる技わざだ。

「なんだこの三人目は！　……はっ！　まさか貴様ら！」

　あ、やっと気付いた。

「そういうこと。三人目はオレだ！」

　このゲームのマルチバトルは部屋にＩＤが割り振ふられる。

　そのＩＤを入力することで、任意にバトルに参加できるのだ。

　バールログホラは三人目は知らない誰かだと思っていたようだが、こちらの味方だったというわけである。

　オレはこのゲームを無課金ながらもイベントランキング上位に食い込むほどやりこんでいた。

　その上、ヒルデの育ちきったアカウントを借りての参戦だ。

　これだけ好条件がそろって二対一。

　トッププレイヤーでもこれをしのぐのはほぼ不可能だろう。

「汚きたないぞ！」

「こんな罠わなはっといて、汚いもなにもあるか」

　かくしてオレ達は二人目をあっさり撃げき破はしたのだった。
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　そんな調子で三人目と四人目もあっさり撃破。

　ファップル四天王を全員打ち破ったのだった。

　それにしても、全すべてのゲームにおいて、ヒルデのアカウントが一番強かったわけだが、どんだけ課金し……いや、それを考えるのは後にしよう。

　そうしてオレ達は地下五階。サーバールームへと辿たどりついた。

「よく来たわねん！」

　待ち受けていたのは千ち奈なの姿をした毎度お馴な染じみ、バトルマニアのフリストだった。

「今回もヒルデと戦いにきたのか」

「苦労してファップルにまで入り込んだのに、全然驚おどろいてくれないのねん……」

　ちょっと寂さびしそうなフリストである。

「毎度のことすぎてなあ」

　ファップルに入り込めたってのは素す直なおにすごいと思うけどな。

　こいつは、まともに働いたら大成功するんじゃないだろうか。

「まさか、ここに来る前から気付いていたのん？」

「そうかもなーくらいは思ってたぞ」

「いつからよん？」

「千奈が留学したあたりかな」

「すっごく最初じゃない！　なぜばれたのん!?」

「いや……なんでも何も……不自然すぎるだろ……」

「くっ……留学なら、長期間こちらに滞たい在ざいしてもおかしくないだろうという、完かん璧ぺきな作戦だったはずなのにん……」

「そもそも千奈がそういうのに選ばれるキャラかどうかを考えろよ……」

「ま、まあいいわん！　勝負よぶっひー！」

「ぶっひーって言わないでください！」

　何で勝負をするかは聞かなくてもわかる。

　サーバールームはさながらコロシアムのようになっている。

　この景色は、『最ヴァル』の決けつ闘とう場だ。

　ユーザーどうしがリアルタイムでバトルを繰くり広げるシステムの背景である。

　コロシアムの半分がタンスサイズのサーバー数十台に埋うめ尽つくされている様子はなかなかシュールだ。

「痛覚フィードバックシステムを入れておいたわん。ここは上の階とは違ちがうわよん。ゲームのキャラがダメージを受けると、使用者プレイヤーにその痛みの一部が返ってくるのん。どんなに体を鍛きたえていても、その痛みからは逃のがれられないわん。どう？　怖こわくなったかしらん？」

「ゲームのキャラと一体になれるんですね！　ステキです！」

　強がりなどではなく、ヒルデは心から楽しみにしているようだ。

「そ、そうなのん……」

　フリストが若じやつ干かんひいてるじゃないか。

「それでルールは？」

「三本中二本先取した方が勝ち！　ぶっひーが勝てば、サーバーは止めてあげるわん。でもあたしが勝ったら、ぶっひーには一対一、世界の命運なんて関係なく、あたしと全力の勝負をしてもらうわん。それでどうかしらん？」

　こいつのバトルマニアっぷりも相当なものだ。

「わかりました」

　ヒルデは神しん妙みような面おも持もちで頷うなずくと、スマホを取り出した。

「それでこそあたしのライバルよん！」

「ヒルデちゃんがんばって～」

「ヒルデ姉様！　そんな脳筋女やっちゃえー！」

「はいっ！」

　ヒルデは二人の応おう援えんに力強く応こたえると、オレと目を合わせ、小さく頷いた。

　がんばれ、ヒルデ。

　このゲームのユーザーバトルは、四人パーティでお互たがい戦う形式だ。

　ド○クエで自分のパーティと相手のパーティが戦うと思ってもらえればわかりやすいだろう。

　まずは一戦目。

　勝負を制するポイントは、スキルの使いどころだ。

　スキルはＭＰを消費するのではなく、一度使うとスキルごとにきまったターン数が経過することで使用可能になる。

　対人戦の場合、一部のスキルを除いて、二回目が使えるかどうかというところだ。

　一ターン目から強力な攻こう撃げきを撃うっていくのが定石だが、『特定の属性の攻撃を防ぐ』などの防ぼう御ぎよスキルも存在する。

　強力な攻撃をキャンセルされてしまうと、一転してピンチになるため、相手がどのタイミングで防御スキルを使うのか、『人読み』が重要なゲームとなっている。

　このシステム、同じ相手と戦うことの少ないソーシャルゲームでは、バクチ……というか、運頼みのジャンケンになりやすい。

　逆にそこがゆるく対戦できると好評な理由かもしれないが。

　しかし、こうして知っている相手と顔をつきあわせた途と端たん、ガチな読みあいになるのだ。

「（ヒルデ、あいつは誰だれが見ても、最初から全力で来るタイプだ。まずは防御スキルでヤツにムダ使いをさせて、その後一気に叩たたけ）」

「了りよう解かいです！」




　ヒルデはオレの言った通りの作戦で挑いどみ、みごと一戦目を勝利で飾かざった。

「アドバイスをもらうなんて卑ひ怯きようよん！　前に突つっ込こむことしか知らなかった、かっこいいヒルデちゃんはどこに行ったのん!?」

　かっこいいのかソレ。

「彼の頭脳は私の頭脳！　セコンドも実力のうちです！」

　ヒルデのヤツ言い切りやがった！

　あっちにはセコンドなんていないのに！

　まあ条件が平等じゃないのはお互い様だからな。

「こうなったら奥の手よん！　運営の力はあたしの力！　運営だからなんでも見れる！　今朝の時点でぶっひーがどんなキャラを持っているかは把は握あく済み！　そして、風属性キャラに穴があるのは把握済み！　ふふふ……他の属性はあれだけ被かぶっていたのに、引けなくて残念だったわねん！　その弱点、つかせていただくわん！」

「くっ！　卑怯ですよ！」




　フリストの作戦にも善戦したヒルデだったが、執しつ拗ように弱点をついてくるフリストの攻撃の前に、二戦目は敗れてしまった。

「くっ……だめでしたか……」

　痛覚フィードバックの影えい響きようで、その顔が苦痛に歪ゆがむ。

　だが、目から闘とう志しは消えていない。

「ふふん、どうぶっひー？　三戦目をやらずに降参してもいいのよん。ちなみに持っているのはキャラデータだけじゃないわん。ぶっひーが普ふ段だん、どういった戦い方をしているかのデータも持ってるわん」

「そんなものに頼たよるんですね」

「ぐっ……勝つためよん！」

　ヒルデの冷たい目に、フリストはひるむ。

「なら……私も出すしかありませんね。大人げないと思って、控ひかえていましたが……」

　ヒルデがスマホを素す早ばやく操作した。

　中央モニターには、『バトル準備ＯＫ』の表示。

「何をする気か知らないけど、全すべてのプライドをかなぐり捨てたあたしに勝てるわけないのよん！　さあ、バトルスタート！」

　フリストのコールでバトルが始まると同時に、両者のキャラクターが表示される。

　しかしその瞬しゆん間かん、フリストが驚きよう愕がくのあまり目を見開き、硬こう直ちよくした。

　もっとも、驚いたのは彼女だけではなく、オレ達もだが。

「な、なんなのんそのパーティ！　ＳＳＲが全部揃そろって……ううん、それだけじゃないわん！　全員限界まで育ってる!?　ありえないわん！　どうなってるのん!?」

　このゲーム、キャラクターのレベルアップは基本的にバトルで得られる経験値がメインとなる。

　キャラ合成などでもレベルアップは可能だが、あくまで不要キャラの処理程度の意味しかなく、よほどの枚数を合成しなければならない。

　つまり、全てのＳＳＲを入手して上に限界まで育てるとなれば、どれほどの時間がかかるかわからないのだ。

「貴女あなたが見たデータは今朝のもの。半日もすれば、成長するわ。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よと言うでしょう？　ソシャゲーマーは数分会わざればデッキが大きく変わるものですよ！　一瞬で数万円を溶とかすソーシャルゲーム！　脳汁じる出ますね！　半日もあればどれほどのことができるかわかるでしょう？」

　言ってることは間違ってないが……いやマテ、半日でいったい何をしたんだお前。

「まさかヒルデ……この合成での入手経験値が低いゲームで、経験値がマックスになるほどガチャ回したんじゃ……」

　あえて気にしないようにしていたが、テーマパークでもしょっちゅうスマホをいじってたしな。

「さ……さあフリスト！　勝負です！」

　あ……ごまかしやがった。




　三戦目はヒルデの圧あつ倒とう的てき勝利に終わった。

　それはもうフリストが可哀かわい想そうになるくらいのボコボコっぷりだ。

「くっ……また……負けるの……ねん……」

　痛覚フィードバックシステムの影響なのだろう。フリストは外傷がないにもかかわらず、苦痛に顔を歪ませながら、その目をゆっくりと閉じた。

「グー姉！」

「わかってるわ～」

　オレがフリスト──千奈の体を抱だき留めると同時に、グー姉が千奈の額に触ふれる。

　すると、千奈の体からフリストの精神体が追い出されてきた。

　痛覚フィードバックシステムは精神体にも……いや、精神体にこそ効果があるようで、フリストは気絶したままだ。

　フリストの気絶と同時に、この部屋も普ふ通つうのサーバールームに戻もどっている。

「力が戻りました！」

　ヒルデ達も本来の調子を取り戻したようだ。

　これでサーバーをぶちこわせば解決だな。

　しかし、ほっとしたのもつかの間──

「半神と言っても、緒しよ戦せんはこんなものか」

　サーバールームの入り口に背をもたれかけさせ、腕うで組ぐみをした人物が現れた。

　黒いタートルネックに黒いジーンズが特とく徴ちようの細身の白人。年は五十前後のはずだが、若くも見えるし、もっと年を重ねたようにも見える不思議な雰ふん囲い気きをまとった男性。

「ボブス！」

　あの有名人が目の前にいる。

　そのことだけで足が震ふるえる。

　これがオーラというヤツか。

　そこにいるだけで、思わず後ずさりしたくなるほどの何かを感じる。

「潤矢……あれがボブスなのですか……？　彼は一体何者なんです……」

　ヒルデが気け圧おされている？

　それを聞きたいのはこちらの方だ。

「ボブスもヴァン神族なのか？」

「いえ……彼から感じる魔ま力りよくの波動は人間のものです。だから……怖いのです。これほどまでにプレッシャーを放てる人間が存在するなんて……」

　ボブスの名言の一つに、『コンピューターとゲームで世界を革命する』というものがある。

　事実、ファップルは世界中の全業種において、五本の指に入る巨きよ大だい企き業ぎようとなった。

　この経済力だけでも、世界への影響は計り知れない。

　考えてみれば疑問だらけだ。

　その彼がなぜ、ヴァン神族などに手を貸したのか。

「ボブス、なぜあんたほどの男が、世界を滅ほろぼす手助けなんてしたんだ！」

「世界を滅ぼす？　私はそんなものに興味などないよ」

　ボブスはこともなげに言う。

　どういうことだ？

「ならなおさらだ！　お前だって世界が滅んでしまったら革命も何もないだろ！」

「んん？　何か勘かん違ちがいをしているようだな。私は世界を滅ぼすつもりなどないよ。彼らがやっていたことなどお見通しでね。いよいよとなったら止める準備はできていた」

「な……」

　オレはてっきりボブスもヴァン神族の味方だと思っていたが、そうでないのか。

　ならばヴァン神族に黙だまって停止機構を作っておくのは当然のことか。

　自社で展開されているプロジェクトなのだ。

　ボブスの一声でなんとでもなるだろう。

「じゃあなんでヴァン神族に協力なんてしたんだ」

　それはそれで、ヴァン神族に協力するメリットが彼にもあったはずだ。

「腐くさるんだよ」

「何の話だ……？」

「会社が巨大になると、外側はどんどん綺き麗れいになる。しかし、内側はどんどん腐るのさ」

「それとヴァン神族に協力するのとどういう関係が……」

「一度内側で腐った連中というのはね、外の敵よりも厄やつ介かいなのだ。無む駄だに力も持っているしね。いや、力を持つから溺おぼれて腐るのかもしれんがな。彼らは一時的に金を儲もうけることと、保身には長たけている。しかし、世界を革命する力も意い欲よくも失ってしまっているのだよ」

「だから、その話とヴァン神族がどう関係あるんだ」

「彼らは魔術という我々のこれまで知り得なかった『技術』を持っていた。その中には、腐った部分を無効化する方法も含ふくまれていたよ」

「会社を独裁するためってことか……」

「勘違いしてもらっては困る。社員が皆みな、私と同じ考えである必要などないし、そんなものはつまらないよ。心が熱く燃えていれば、どんどん私に刃は向むかってほしい。特に、若者にしか生み出せないというものは確実に存在する。私はあくまで、そのための道具が欲しいのだよ」

「そういうことか……。じゃあ、もういいんじゃないか？　あんたのことだ。既すでに魔法の技術は手に入れたんだろう？　『最ヴァル』を止めてくれないか」

「それはできんな」

「なぜだ！」

　ボブスはオレの問いに、なぜそんなこともわからないのか、と言いたげにため息をついた。

「キミも世界中で何が起きているか知っているね」

「もちろんだ」

「これが私が目指した世界の先にある状じよう況きようだよ。私の開発した製品に世界中が虜とりこになる。その先に何があるのか見ることのできる、またとない機会だ」

「こんな……こんな世界があんたの目指す未来だったってのか！」

　オレは実のところ、ボブスのことを尊敬していた。

　カンファレンスの動画はチェックしていたし、名言集を何度も読んだ。

　しかし、それがこんな考えのヤツだったなんて！

「キミは言葉の表面だけを捉とらえるクセがあるね。いや、大たい抵ていの人間はそうか。今の状況が極きよく端たんすぎるということはわかっているさ。私だって人々の目から光の消えた世界など望んではいない。しかし、二度と実験などできないこんな状況だからこそ、今後の革命に活きるデータが取れる。最高の失敗例としてね」

「今も困ってる人がいてもか！」

「革命に流れる血はつきものだ」

「あんたの言う革命ってのは、そういう血なまぐさいものじゃないと思ってたよ……」

「若いね……若さとは誰だれもが持つ最高の財産だが、黙っていても減っていくものだ。その財産を殖ふやすも減らすも自分次し第だい。キミはどちらになるかね？」

「知るかよそんなこと！」

「こんなところまで来たキミの行動力は大変評価しているよ。今は昂たかぶっているが、頭も悪くはなさそうだ。どうだね、ファップルにこないか？　世界の半分をやれるとは言わないが、富と刺し激げきは手に入るよ。能力があれば、だがね」

　それをヒルデがチラリとこちらを見たあと、すぐに口の端はしを持ち上げ、ボブスへと視線を戻した。

　信じてくれてるってこと、なんだよな。

　だとすれば、いや、そうじゃなくても答えなんて決まってるさ。

「お断りだ！」

「ふむ……残念だが、ここで首を縦にふるような男なら、ファップル本社に乗り込んできたりはしないか。キミを動かしているのは正義感かね？　それは若さ故ゆえの過あやまちかもしれないよ」

「そんなんじゃないさ。オレはただ世界中の人があんな風になってもらっちゃ困るってことだ」

「そんな中、キミは正常でいられるんだ。大きなアドバンテージだと思うがね」

「あんたは何にもわかってない！」

「ほう……？」

「世界がこんな状況で……誰が新しいゲームを創つくるんだ！」

「………………は？」

　へへっ。あのボブスが驚おどろいた顔してやがる。

「みんなが『最ヴァル』をプレイして、他のことをしなくなったら、メシだって食えなくなるかもしれない。でもそれ以上に！　ゲームクリエイターがいなくなるだろ！　そんなことになったら、ゲームは新しくリリースされなくなる！　そうなったらオレは……ここにいるヒルデだってすごく悲しむ！」

「潤矢……」

　ヒルデが潤うるんだ目でオレを見てくる。

　うん、自分で言ってて何だが、そこまで感動する話でもなかったと思うぞ。

「ちょっとー。スクルドだってそんなの困るんだけど？　お兄ちゃんをころころする材料が減っちゃうんだから」

「私もゲームのキャラのコスをするのもいいな～って思っていたところなので困るわ～」

　スクルドにグー姉もオレの話に乗ってきた。

「キミ達はバカなのか？」

「オレはさ、ヒルデを見てて気付いたんだ。バカになれるものがあるってのは、人生すっごく楽しいんだってな」

「バカってどういうことです!?」

　ヒルデがぐいっとオレの腕うでをひっぱった。

　そこでツッコむの!?　ちょっと空気読んでくれよ！

「やれやれだね。どうやら私はキミを買いかぶっていたようだ」

　ボブスは大きく肩かたをすくめ、頭をゆっくり横に振ふった。

「余よ裕ゆうぶってられるのも今のうちだぜ。あんたのことだ。ここにいる三人の力は知ってるだろ？　どんだけ魔法で障しよう壁へきを張はってたって、このサーバールームを吹ふき飛ばすことくらいわけないぞ。大人しくゲームを停止させろ！」

　いかに力を封ふうじられているとはいえ、彼女らが後先考えずに全力を出せば、不可能ではないらしい。

　開発データのバックアップはどこかにあるだろう。

　しかし、ここに来る途と中ちゆうのエレベーターでグー姉に聞いた話だと、一度壊こわされたという事実は、魔術的には大きな履り歴れきになるらしい。

　つまり、聖属性を持つオレ達が協力して創ったゲームであることが問題だったが、一度壊されてしまえば、どんなに作り直したところで聖属性はもたないとか。

　難しい理り屈くつはともかく、一度壊せばこの問題は解決だ。

「さあどうする！」

「くくくっ……やりたければやるがいい。私にキミ達を止める『力』はないよ」

　言葉とは裏腹なこの余裕はなんだ？

「潤矢君～。彼はもうダメかも～」

　グー姉が展開した魔ま方ほう陣じんを通してボブスを見ながら言った。

「ダメってのは？」

「たしかにベースは人間なんだけど～、ここに集まる濃のう密みつな魔力を浴びすぎたみたいなの～。精神体部分……ええと、魂たましいって表現したらいいのかな～。そういうのが、あっちとこっちの世界の狭はざ間まに溶とけかけてるみたい～」

「ええと、つまり？」

「心が壊れ始めてるから説得は通じないってこと～」

「そうか……だから、自分がピンチでもあんなに余裕でいられるんだな……」

　恐きよう怖ふ心しんや危機感を感じられなくなっているのだろう。

「それもあるとは思うけど～」

　グー姉にしては歯切れがわるいな。

「くくく……サーバーを物理的に破は壊かいすればどうなるか、その三人はわかっているようだね」

「「「…………っ」」」

　ヴァルキリー三人がぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

「どういう……ことだ……？」

「サーバーには尋じん常じようではない量のエネルギーが集まっているの～。集めたエネルギーを運営やこの施し設せつ維い持じにも流用しているようだけど、それでも異常な量よ～。そんなサーバーを無理矢理破壊すれば……」

　グー姉はそこで言葉を切った。

「どうなるんだ……？」

「大陸が吹き飛んじゃうかも～……」

「たいり──」

　マジ……みたいだな……。

「それに、ゲームを停止させるにしても、集めたエネルギーをゆっくり散らしていく必要があるの。エネルギーを無理矢理おさえこみながら拡散する必要があるから……少なくとも一年くらいかかると思うわ～」

　一年!?　そんなに長期間今の状態が続けば、産業が衰すい退たいして別の意味で世界が滅ほろぶぞ。

「くくくっ……私が手順通りに停止させてもそれくらいかかるね。つまりどうあがいても一年は今のままということだ」

　くそっ！　ボブスが余裕だったのはそういうことか！

「じゃあどうするんだ!?　アメリカまで来たってのに、結局ボブスの気が済むまで世界はこのままなのかよ！」

「ちょっと潤矢！　グー姉様を責めてもしかたないでしょ！」

　そうだったなスクルド。

「すまん……あまりのことについな……。だが、解決策もあるんだろ？」

　でなければ、みんながここまでやってくるはずがない。

「あるにはあるわ～……」

　しかし、グー姉の歯切れは先ほどよりさらに悪い。

「なんだと？」

　ボブスも知らない方法なのか。

「蓄ちく積せきされたエネルギーを世界の狭間に逃にがすの～。でも……その方法をするには……」

　グー姉はそこでちらりとヒルデとスクルドを見た。

「そんなことはさせん！」

　そんなオレ達のやりとりを遮さえぎるように、ボブスは手を前にかざす。

　すると、ボブスの前に魔方陣が展開した。

「魔法が使えるのか！」

「そんな！　こちらの人間は、その魔術的構造上よほど特とく殊しゆな事例でなければ魔法を使えないはずです！」

　ヒルデが魔方陣を見て驚きよう愕がくしている。

　そうなのか……いずれ習ってみたいと思っていただけに残念だ。

　とか言ってる場合じゃないな。

「魔力に侵おかされた副作用ね～。アレはたぶん魔法じゃなくて、魔力を直接撃うち出す気だわ～」

「当たると死ぬ？」

「死ぬわ～！」

　ボブスの魔方陣が強く輝かがやくと、そこから拳こぶし大の光こう弾だんが撃ち出された。

「危ない！」

　ヒルデが突つき飛ばしてくれたおかげで、光弾はオレの横をすり抜ぬけていった。

　光弾は壁かべに触ふれると、まるで魔力障しよう壁へきなどないかのように貫かん通つうし、遥はるかかなたまで飛んでいった。

　壁に開いた穴を見ると、向こう側が見えない。

「すごい魔力凝ぎよう集しゆう体です。触れたら私達ヴァルキリーでも傷を負うでしょう」

　そう言うヒルデには余裕の表情が浮うかんでいる。

「ヒルデにとってはそれだけってことか」

「はい。どんなに強い攻こう撃げきも──」

　笑え顔がおで頷うなずいたヒルデの姿が一いつ瞬しゆんでかき消えた。

　次の瞬間には、その手に持った剣けんの柄つかがボブスの延えん髄ずいに打ち下ろされていた。

「ぐ……」

　ボブスは何をされたかもわからなかっただろう。

　そのまま床ゆかに崩くずれ落ちた。

「当たらなければどうということはありません。いかに身体能力に制限がかかっていようとも、一瞬に全力を込こめればこれくらい余裕ですよ」

　避よけるどころか、撃たせることすらしない。

　彼女達から見れば、普ふ通つうの人間と変わらないのだ。

「さすがヒルデ！　あとはこのエネルギーをなんとかすればいいんだな。グー姉、説明のつづきを──」

　そこまで話して、ヴァルキリーの視線がオレの背後……ボブスの体の辺りへ注がれていることに気付く。

　こういう時って、ロクなことが起きてないんだよな……。

　おそるおそる振り返ると、そこにはマリオネットのようにぶらんと空中から垂れ下がるボブスの体があった。

「うかつだったわ～。まさか彼がこちらにくるための依より代しろとして、ボブスが使われるなんて～。『具象ゲーム空間』のせいで、感覚がにぶってたのかも～」

　グー姉の額に汗あせがにじむ。

「彼って……」

　このタイミングで現れるとしたら、ラスボス以外にありえないだろう。

　ファップルを根城にするラスボスか……。

　考えただけで震ふるえがくるな。

「くくくく……この男の魔力に染まりきった魂は、依代として最高だったぞ」

　ボブスの口から漏もれ出したのは、先ほどまでとは別人の声だった。

　かっ！　と目を開いたボブスの姿が、一瞬にして別人のものへと変化する。

　年は二十代半ばといったところで、かなり濃こい顔によく引き締しまった体……まではいいのだが、金ラメ入りタキシードにヴァイキングがかぶるような兜かぶと、そして、なぜかタキシードの下は半ズボンである。

　変態か！

「あれって、前にフリストが千奈にやったヤツか」

　たしか、精神体だけをこちらの世界に送り込んで、憑ひよう依いさせるというものだ。

「依代になれる才能をもった人ってそんなにいないんだけど、ボブスは魔力を大量に浴びるようしむけられ、そう育てられたみたいね～」

「じゃあ、ある程度ダメージを与あたえれば強制送そう還かんできるんだな」

「できるのだけど～……」

　グー姉の顔が曇くもる。

　なにか問題があるのだろうか。

「オレ様はヴァン神族の富と豊ほう穣じようの神にして海の男、ニョルズ！　そして、最も美しい脚あしをしたヴァン神族のトップだ！」

　男に美しい脚とか言われましても！

　服装と言動はなかなかに頭がおかしい感じだが、その身から放たれるプレッシャーは、ただ目の前に立っているだけで思わず跪ひざまずきたくなるほどだ。

　ここで膝ひざを折ってしまえばどれだけ楽になるだろう。

　そんな考えが頭をよぎる。

　これが神か。

「自己紹しよう介かいもそこそこで悪いが、俺様も忙いそがしい身でね。とっととケリをつけさせてもらおう！　俺様のラグナロク計画をさんざん邪じや魔ましてくれた礼をせねばな！」

　ニョルズがそう言った瞬間、彼の足あし下もとでガラスの割れたような音がしたと同時に、その姿がかき消えた。

　ついで、すぐとなりで鈍にぶい打だ撃げき音。

　気付いた時には、ヒルデの体が大きく吹ふき飛び、壁に打ち付けられていた。

「まず一人」

　ケリを放った姿勢から脚をゆっくり下ろしつつ、ニョルズはにやりと笑う。

　ちょっと待て！　ヒルデがあっさり吹き飛ばされるってどんだけなんだ！

　それに、『俺様の』ラグナロク計画と言いやがったな。

　これまでの騒そう動どうはこいつが黒幕か！

　おそらくフリストあたりも、コイツに踊おどらされていたのだろう。

　こいつのせいで世界が滅ぶかもしれない……。明日あした出るかもしれないゲームのためにも絶対に止めなければ！

「まずいわ～。彼の脚に備わっている魔術キャンセラーはこちらの世界でも有効みたい～。さすがに全身とはいかないようだけど、脚だけは『具象ゲーム空間』の影えい響きようを一瞬キャンセルできるようね～」

　オレの表情から疑問を察したのか、グー姉が解説してくれる。

　さっきのガラスの割れたような音は、空間の影響力を破ったときのものか。

「一人だけ早く動けて、強い蹴けりができるってことか？」

「そうなるわ～」

　インチキすぎる！　これだから突とつ然ぜんでてくるタイプのラスボスって嫌きらいだ！　対策なんて用意してねえし、だいたいアイテムとかもカラになってたりするんだよね！

「くっ……許せません……あなたのせいで、みんなの課金の意思がねじまげられているなんて……課金は個人が好きなゲームにできるべきなんですっ！」

　気を失ったかに思えたヒルデだが、剣を杖つえにしてゆっくり立ち上がった。

　間ま違ちがったことは言ってないんだが、今怒おこるポイントはそこなんだろうか。

　しかし、その脚は小刻みに震えている。

　一撃でヒルデにここまでダメージを与えるとは！

「ほう……今のを防ぐか。噂うわさ通りなかなかの腕うでだな。だが『力』を意味するニョルズの名は伊達だてではないぞ。もう戦えまい？」

　そう言ったニョルズの体が再びかき消える。

　今度はガラスの音は三回、打撃音も三回。

　一瞬のうちにオレ以外の三人が床に転がった。

　ご丁てい寧ねいに同じ場所に重なるよう吹き飛ばされている。

「みんな！」

「う……」

　かけよってみると、三人とも呻うめくのが精せい一いつ杯ぱいという様子だ。

　いくら力を抑おさえられてるとはいえ、この三人が一瞬で？

「さて……人間を殺すと処理が面めん倒どうだな。まあ、何もできまい。そこで三人が始末されるのを見ているがいい」

　ニョルズがゆっくりこちらへ歩いてくる。

　何か……何か手はないか……。

　まともに戦うのは絶対に無理だ。

　スクルドの精神攻撃なら……いや、ラタトスクはこれまで何度も見せてきた。そろそろ対策されているはずだ。

　何かしかけられるチャンスは一度だけ。

　そこに賭かける手段としては心こころ許もとない。

　考えろ……考えるんだ……。

　ニョルズはこちらを挑ちよう発はつするかのように、ゆっくり近づいてくる。

　特別な準備をする時間はない。

　方法があるとすれば、強力な武器か何かで……いや、この空間ではもし何か持っていたとしても、その力を削そがれてしまう。

　ヒルデのコインレールガンを見てわかるように、エネルギーも減げん衰すいするようだし……。

　落ち着け……こういうピンチは、廃はい課金兵時代に何度も経験したはずだ。

　そして、ヴァルキリーの戦いは何度も見てきたはずじゃないか。

　どこかにヒントがあるはずだ。

　オレは部屋の中を見回すと、ボブスの放った魔法の跡あとが目に入った。

　そういえば、ヤツの魔法は減衰しているように見えなかった。

　なぜだ？

　………………もしかして！

「グー姉！」

「な、なあに～？」

　オレは倒たおれているグー姉にとある頼たのみ事をした。

「気付かなかったわ～。やってみる価値あるかも～」

　グー姉は槍やりを杖にして、ゆっくりと立ち上がった。

「なかなかやるじゃない……のったわ、その賭け」

　スクルドも、そして……。

「さすが私のマスターです」

　ヒルデも最後の力を振ふり絞しぼって立ち上がる。

「今いま更さら立ち上がったところでどうにもなるまいよ！」

　ニョルズが脚に力をこめようとしたその時──

「紐グレイプニル！」

　スクルドが取り出したフェンリルをも捕ほ縛ばくする紐が、首の高さにピンと張られた。

「ぐえっ！」

　高速移動しようとしたニョルズがみごとに紐にひっかり、その場で尻しり餅もちをついた。

　軌き道どうがわかれば一度は引っかけられる！

「くっ……こんなことでこのオレ様が……なっ……なんだそれは!?」

　転てん倒とうしたニョルズの視線の先にあるのは、両手を上げたヒルデの姿。

　そして、ヒルデの頭上には黄金に輝かがやく巨きよ大だいなエネルギー体が浮うかんでいる。

　大人五人が手をつないでも抱かかえきれるかどうかというほどの巨大さだ。

　ニョルズの焦あせり方を見るに、こいつの正体に気付いたのだろう。そして、その反応からヤツに十分効果があると確信できる。

「ここに集まってくる世界中の人からお前達が吸い上げたエネルギーだ。そして、わかっているのだろう？　こいつはお前に効果があるってな！」

　多くのバトルが存在するソシャゲにおいて、最も重要な要素の一つに『属性』というものがある。

　その単語を思い出したとき、オレは思ったのだ。

　これだけ効果の複雑なフィールドを誰だれにでも適用できるものなのだろうかと。

　例えば、『アースガルド』側の人間だけだったり、神族にだけしか効果がないといった縛しばりはないのだろうか。

　その考えにいたったヒントは、フィールドの効果がオレに対してあまりなかったこと、どうやら魔ま力りよくの質が異なるボブスの攻こう撃げきが減衰していなかったことだ。

　その仮説が正しいなら、ヴァルキリー達以外のエネルギーで攻撃すればいい。

　そこで、スクルドが時間を稼かせいでくれている間、グー姉には世界中からここに集まってくるエネルギーの経路をヒルデにまわしてもらった。

　搦からめ手の得意なスクルド、魔術に精通したグー姉、大火力上等なヒルデ、そして世界中の人から集まっている課金エネルギーがあっての技わざだ。

　名付けて『超ちよう課金玉』！

　オレはセットしていたスマホのタイマーを見る。グー姉の予想ではチャージまであと十秒！

「させぬ！」

　高速で繰くり出されたニョルズの上段回し蹴りをグー姉の槍が受け止めた。

「こっちだってさせないわ～！　軌道が読めれば受けることくらいできるのよ～」

「邪魔だ！」

　ニョルズはヒルデに視線を移しつつ、グー姉をそのまま脚で突つき離はなした。

　チャージまであと二秒！　ヤツの脚なら十分な時間だ。

　だがヤツは忘れている。この場に、お前の敵は四人いるってことをな！

「おりゃあああああ！」

　オレは片足立ちになっているニョルズの軸じく足あしにスライディングをかけた。

　普ふ通つうなら簡単に反応される速度である。

　だが、彼らは人間ってヤツを戦力として見ていない。ここまで力の差があるのだから当然だろう。だからこそ、隙すきを突くことができる！

　ニョルズはその体を宙に浮かせながら、信じられないといった表情でオレを見た。

「やれヒルデ！」

「はい！」

　ヒルデが腕を下ろすと、巨大な金の玉がニョルズに向かって降りていく。

「潤矢！　摑つかまって！」

　オレはスクルドが投げてくれた紐でその場を離り脱だつ。ヒルデの足あし下もとに転がる。

「こんなもの！　俺様の脚あしで！」

　ニョルズは自じ慢まんの脚で課金玉を押し返そうとするも、そんなもので相そう殺さいできるようなエネルギー量ではない。

「いけえええ！　ヒルデー!!」

「ちくしょお！　ちくしょおおおおおおおおおお！」
















「今度はいい人に生まれ変わってくださいね。そして、一対一でソシャゲの勝負をしましょう。待ってますよ。私も、もっともっと課金をして……」

　黄金の輝きが部屋を満たしていく。

「またあいましょう」
















　ヒルデは二本の指をおでこの前でぴっと立てると、最後の力をこめた。

「はぁーっ!!」

「ぐああああああああ！」

　光が消えたその跡には、ニョルズの抜ぬけたボブスの体だけが横たわっていた。




　　　　◆　◇　◇　◆




　ボブスの体をスクルドの出した紐グレイプニルで縛り上げ、ヒルデ達の能力を制限している装置の電源を落とした。

　そして、ボブスの邪じや魔まが入ったせいで先ほど途と中ちゆうになってしまった説明の続きをグー姉に頼んだ。

「それでグー姉、溜たまったエネルギーを世界の狭はざ間まに逃にがすってのはどうするんだ？」

　オレの問いにグー姉は、ヒルデとスクルドに視線を送る。

　二人が頷うなずいたのを確かく認にんすると、グー姉はゆっくりと口を開いた。

「世界の狭間にエネルギーを送りこむための仕組みは、ヴァン神族が用意してくれたエネルギーを向こう側に送る装置を使えば結構簡単にできるの～」

　どうも三人の様子がおかしいから、何か大きな問題でもあるのかと思ったが、そんなことはないらしい。

「ならさっさとやっちまおう。こうしてる間にも、世界中からエネルギーが集まってるんだろ？」

「そうなんだけど～。この装置はあくまで、アースガルドにエネルギーを送るための装置なの～。その過程で世界の狭間を通るのね～」

　なんだか同じ説明を繰り返されているような気がする。

　まるでその先に進みたくないかのようだ。

「だから普通に装置を使うと、エネルギーがアースガルドに届いて、それをヴァン神族に利用されてしまうの～」

「ラグナロクの始まりってわけだろ？」

「そうなの～。でね～、春や夏に起こった事件くらいのエネルギーなら、条件さえそろえば世界の狭間に捨てるっていう手段をとれたんだけど～」

「条件って？」

「ここにあるような大規模魔力装置があることね～」

　その装置がここにあるというのは、必然ではあるが幸運でもある。

「もしかして、今回は使えないのか？」

「つかえるわ～……でも……」

　グー姉はそこでいったん言葉を切ると、ゆっくり深呼吸をして続けた。

「これだけ大量のエネルギーを世界の狭間に捨てるには、水先案内人が必要なの～。勢いの強すぎるエネルギーがアースガルドに届いてしまわないよう、狭間でエネルギーの向きを曲げてあげないといけないのね～」

「それってまさか……」

「うふふ～こういうことには察しがいいのね～……。エネルギーの水先案内人には、優ゆう秀しゆうなヴァルキリーが三人は必要なの～……」

　グー姉は寂さびしそうに微笑ほほえむと、視線をスクルドへと移した。

「ま、そういうことだから。世界を救うためには、スクルド達が一ひと肌はだ脱ぬがなきゃいけないってわけよ。おさんぽＪＫメイドは脱ぬぐような仕事じゃないんだけどねー」

　からからと笑うスクルドだが、その目はどこか遠くを見つめている。

「なんでお前達が犠ぎ牲せいになるんだよ！　他にもできる人はいるんじゃないのか!?」

「いやいや、潤矢ってばなんか勘かん違ちがいしてるでしょ。スクルド達は一生世界の狭間に閉じ込められるとかじゃないからね」

「じゃあ帰ってこれるんだな？」

「ん……それはちょっとムリなんだ。こちらから流れ込むエネルギーの勢いが強すぎてね。でも、ちゃんとアースガルドには帰れるから大だい丈じよう夫ぶだよ！　やっと故郷に帰れるんだよ！　祝福してくれてもいいんじゃないかな？」

　スクルドの言葉が本心からなら、いくらでも祝福するさ。

　だけどな、そんな泣きそうな顔をされたら、おめでとうなんて言えるわけないじゃないか。

「あー……でも、ヒルデ姉様は悲しむかもねー。あっちにはソシャゲなんてないしさ」

　スクルドがぽんと背中を叩たたいたヒルデは、俯うつむいたまま顔を上げようとしない。

　あれほどソシャゲを愛していたヒルデだ。相当つらいだろう。

　オレだって、明日あしたからゲームもできない、アニメも見れない、マンガもラノベも読めないなんてことになった…………発はつ狂きようするかもな。

「こっちに戻もどってくることはできないのか？」

　一度故郷に帰った彼女達が戻ってきたいと思うかはわからないが。

「それは無理なのです。アースガルドからこちらの世界に来るためには、偶ぐう然ぜんできるゲートを通らなければなりません。今まではたまに開くことがあったのですが、これだけ大きなエネルギーの動きがあった後は、しばらく凪なぎの状態が続きます……」

　ヒルデは俯いたままオレの質問に答えた。

「しばらくってどれくらいだ？」

「短くても百年は……」

「ひゃ──」

　ヒルデ達の寿じゆ命みようがどれくらいなのかは知らないが、半神である以上、オレよりもずっと長いのだろう。

　だが、オレは百年後にはこの世にはいない可能性が高い……。

「百年後だったらさ、もっとすごいソシャゲが出てるかもしれないな！」

　オレは努めて明るく言った。

「はい……そうですね……」

　ヒルデはまだ顔を上げようとしない。

　そして、その声は消え入りそうなほど小さい。

　いつも元気なヒルデからは想像できないほどか細い声だ。

　ファ○コンが出てから三十年と少し。

　ゲーム業界はものすごい勢いで進化と変化を遂とげてきた。

　ソーシャルゲームが出たのなんてここ最近の話だ。

　これが百年後となればどうなっているかなんて誰にもわからない。

　だからヒルデが不安になるのもわかる。

　もうソシャゲができないんじゃないかと心配しているのだろう。

　そうでなくても、百年は待つには長すぎる。

「じゃあさ、あっちの世界でソシャゲを創つくっちゃえばいいじゃないか」

「え……？」

「電気やインフラはなくても、魔法があるだろ？　それで似たようなことはできるんじゃないか？　なあグー姉」

「そうね～」

　オレのナイスな提案に、グー姉は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべるだけだった。

「だからさ、そんな悲しそうな顔するなよ」

　こんなに上手に女の子を慰なぐさめられるなんて、今のオレって人生の中で一番イケメンかもしれない。

　しかし、ヒルデは全く顔を上げようとしない。

「そうじゃないんです……」

　何がだろう。

「じゃ、じゃあソシャゲの──」

「そうじゃないんですよ!!」

　オレの言葉はヒルデの叫さけびにかき消された。

　顔を上げて真まっ直すぐオレを見るヒルデの目に光るのは……涙なみだ？

　泣いてるのか？

「私が悲しいのは……潤矢に会えなくなることなんです！」

「そうか……泣いてくれるほどだなんて……嬉うれしいよ」

　ヒルデはオレの返答に、目に涙を浮かべたまま曖昧な笑みを返しただけだった。

　不覚にももらい泣きしそうになってしまう。

　女の子にこんなに想おもわれたことなんて初めてだな。

　一年近く一いつ緒しよに暮らしていたんだ。

　家族みたいなもんだからな。

「グー姉様、始めてください」

　ヒルデは指先で涙をぬぐい、グー姉に向き直った。

「いいの～？」

「はい……」

　グー姉の問いにヒルデは静かに答える。

　それを聞いたグー姉は静かに頷き、サーバーへと向き直る。

　オレ達に背を向けたグー姉は、呪じゆ文もんを唱え始めた。

　無数の魔ま方ほう陣じんが展開し、サーバーがぼんやり光りはじめた。

　いよいよ、ヴァルキリー達が行ってしまうのか。

　少し……いや、かなり寂しいな。

　これまで友人が転校していったり、卒業で学校がかわったりということはあった。

　そんな時、泣いている女子を尻しり目めに、オレは平然としていたものだ。

　だが今日、初めてオレの目め頭がしらが熱くなった。

「なあ……他に方法はないのか？　とりあえずサーバーの電源を引ひっこ抜ぬくとかさ」

　オレの苦し紛まぎれの提案に、グー姉はオレに背を向けたままゆっくり首をふる。

「ほんとにこのままさよならなのか？」

　こんなセリフ、オレらしくもない。

　だが、取り乱さないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　いつからこんなに感傷的なヤツになっちまったんだろうな。

　でもしょうがないだろ。

　一緒に住んでて、ゲーム会社に乗り込んで世界を救ったり、コミケで世界を救ったり、ほんとに色んなことがあったんだ。

　情も移るってもんだ。

　オレが涙を必死にこらえていると、突とつ然ぜんスクルドがぎゅっと抱だきついてきた。

　その顔はオレの胸に埋うずめられていて見えない。

「お、おいスクルド……」

「ちょっとだけ……こうしててあげる……」

「い、いいよそんな……」

　餞せん別べつのつもりなんだろうか。

　思わず抱きしめ返しそうになるが、そんなことしたら電でん撃げきだろうな。

　ヒルデも見てるし、ちょっと恥はずかしいんだが。

「ちょっと黙だまってて。こんなサービスどのお兄ちゃんにもしたことないんだからね」

　なぜオレが怒おこられているのか。

　どうしていいかわからず、しばらく手をわきわきさせていると、

「（ぎゅってして）」

　スクルドがオレにだけ聞こえる小さな声でそう言った。

　耳を疑ったぞ。

　もしかして、サービスなんかじゃなくて本当に別れを惜おしんでくれてる？

　オレはおそるおそるスクルドを抱きしめた。

　腕うでに力をこめたのはほんの一いつ瞬しゆん。

　すぐにスクルドはオレから飛び退のいた。

「じゃあね！」

　オレに背を向けながら、スクルドはひらひらと手を振ふった。

　グー姉の隣となりに立ったスクルドもまた呪文を唱え始め、魔方陣の数とサーバーの輝かがやきが加速する。

「潤矢……」

　オレの名前を呼ぶヒルデの目からはぽろぽろと涙がこぼれている。

　こんな笑顔を見せられては、さすがのオレだって気付く。

　ヒルデはソシャゲの心配をしてるだけじゃないってな。

　オレとヒルデはただ視線を合わせ続けた。

　楽しかったこと、苦しかったこと、課金で金を使い込まれたこと……色んなことが脳のう裏りをよぎる。

「ヒルデちゃん～準備できたわよ～」

　そうしているうち、サーバーが直視できないほどの光を放っていた。

「はい……」

　グー姉、スクルドの足あし下もとにはとりわけ複雑な模様の魔方陣が展開されている。

　そして、同様の魔方陣がもう一つ。

　ヒルデはそこに立った。

　三人のヴァルキリーが並んでこちらを見ている。

「潤矢君～。今までありがとね～。世界を救ったのはあなたよ～。ありがとね～」

　グー姉がぎゅっとオレの頭をその胸に押しつけた。

　柔やわらかい膨ふくらみを通じて、その体が小刻みに震ふるえているのがわかる。

「そんなことないよ。こっちこそありがとう」

　名残なごり惜しいが、その胸から顔を離はなす。

　がんばったのは確実に彼女達だし、オレはただサポートをしただけだ。

　そんなに褒ほめてもらう資格なんてないよ。

　グー姉はいつもオレ達のことを優やさしく見守ってくれた。

　彼女がいなかったら、オレ達四人がこんなに長く一緒にいることは、もしかしたらなかったかもしれない。

「なーんかつまんないこと考えてるのかもしれないけど、潤矢がいたからスクルド達はがんばれたんだからね。そこんとこ忘れないで、胸をはりなさいよ」

「スクルド……自分ははる胸がないからって……」

「ちょっと!?　別れ際ぎわにそういうこと言う!?」

「いや、普ふ段だん素す直なおじゃないスクルドにそんなに褒められたってのが、ある意味誰だれに褒められるより嬉しくてついな」

「うぐっ──そういうことならまあ……許してあげなくもないわ……元気でやんなさいよ！」

「おう！」

　ちょっと口が悪くて腹黒なスクルドだが、他人のことを一番考えてたのはこの娘むすめだったのかもしれない。

　暴走しがちなヒルデを陰かげから手た綱づなを取ってくれてたのはたぶん彼女なのだ。

「潤矢……」

　そしてヒルデ。

　彼女の顔を見ているだけで、なぜかどきどきが止まらない。

「今まで見捨てないでいてくれて、本当にありがとうございました。あんなにお金を使ってしまったのに……」

「自分でも不思議だよ」

　よく考えれば、いつ放ほうり出してもおかしくなかったな！

「そして、巻き込んでしまってごめんなさい……」

　ヒルデの言葉にオレは、もし彼女達がうちにやってこなかった時のことを想像してみた。

　そこで展開されるのは、ただ退たい屈くつな日常。

　面おも白しろいゲームやアニメやラノベはある。

　じゃっかん頭はおかしいが、それなりに気の合う友人もいる。

　不幸かと問われれば、そんなことはないと即そく答とうできる程度には幸せだ。

　だけどオレは、ヒルデ達がいるにぎやかで迷めい惑わくだけど、普ふ通つうじゃ経験できないような生活を知ってしまったんだ。

　だから──

「たしかにヒルデはうちの前に降ってきた。だけど、巻き込まれるかどうかって選せん択たく肢しはオレにあったんだ。そして、いつだって放り出すことができた。そうしなかったのはオレの意思だ」

「潤矢……」

「だがら、ごめんなんて言うな。まるでオレが間ま違ちがった選択をしたみたいじゃないか。オレは間違ったなんて思ってないし、ヒルデと出会えて心から良かったと思ってる」

　オレの言葉にヒルデはぶるっと体を震わせると、その目から涙を溢あふれさせた。

「ありがとうございます……潤矢……貴男あなたに会えて本当によかった……」

　笑顔のまま大おお粒つぶの涙なみだをぼろぼろと流すヒルデにつられ、オレの目からも涙が流れる。

　その時、サーバールームが強い光に包まれた。

「ヒルデちゃん～始まるわ～」

　グー姉とスクルドが再びオレとは反対──サーバーの方へと体を向け、呪文を再開した。

「潤矢……」

　ヒルデだけがオレから目を離さない。

「さようなら」

　こんなとき、どういう言葉をかけていいのかわからない。

　またな、というには遠すぎる。

　だけど、さよならと言ってしまうのは憚はばかられた。

「じゃあな」

　オレにはそんな言葉しか用意できなかった。

「ヒルデちゃん……それだけでいいの～？」

　グー姉が首だけヒルデの方に向けて言った。

「………………潤矢」

　ヒルデは一瞬迷ったあと、決意を込こめた瞳ひとみで、口を開いた。

「愛しています」

　突然のヒルデらしいストレートな一言にオレの思考が真っ白になる。

「お世話になったからだとか、ただ長くいたからとか、そういうことではなく……好きになってしまいました。半神が人を好きになるだなんて……いえ、神族の男性を好きになったこともありませんでしたが……ってそういう話でもなく……ラノベなら、人間と半神との恋こいの障害とかやるべきなのにこんな別れ際まで言うことができなくて……いつから好きだったかというと……はっ!?　また好きと言ってしましました……くぅ……顔が熱いです……」

「オレは……」

　なんて答えたらいい？

　今のオレはさぞ面白い百面相をしているのだろう。

　色んな感情で頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　うれしさと、焦あせりと、そして──

「オレは──」

「そうです！　もう一つ言っておかなければならないことがありました！」

　そんなオレの様子を見ていたヒルデは、オレが口を開いた瞬しゆん間かん、まるでオレに何もしゃべらせまいとするかのように、早口でまくしたて始めた。

「実は『最ヴァル』でもらった売り上げ、すっごくたくさん課金に使っちゃったんです。ごめんなさい！」

　途と中ちゆうからそうかもなあとは思っていた。

　ここに来るまでの間、色んなゲームで対戦したが、どのゲームでもヒルデのアカウントが一番強かった。

　一つのゲームでトップを取るのにもかなりの金額が必要なのに、いったいどれほど課金したらあんなことになるのか。

「売り上げ全部使っちゃいました！　ごめんなさい！」

「待って!?　振り込まれた売り上げってたしか一億円くらいあったような……」

「ごめんなさい！　必ず返しますから！　この命にかえても！　では！」

「命かけるったって、もう会えな──」

　衝しよう撃げきの告白に打ち震えていると、ヒルデ達は眩まばゆい光に包まれた。

　光に灼やかれた目が回復した頃ころには、既すでに彼女達の姿はなく、完全に停止したサーバーが鎮ちん座ざしているだけだった。

　結局、オレはヒルデの気持ちに言葉を返すことができなかった。




　………………あれ？

　ところでこれ、どうやって日本に帰るんだ？





【これまでのヒルデの課金額　一億二千万円】
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　アメリカでヒルデ達と別れた後、オレは正気に戻もどったボブスの計らいで無事に日本へ帰ってくることができた。

　──あれから半年。

　一時的に入ってきた大金はヒルデの課金でプラマイゼロになってしまったが、バイト代が誰かの課金に消えることのない、家賃を無事に払はらえる安定した生活を送っている。

『最ヴァル』事件によって、世界経済は数日の混乱をみせたものの、今ではそんな事件などなかったかのようだ。

　いや、『のようだ』ではなく、本当に消え去ってしまったものがある。

　ヒルデ達ヴァルキリーの記き憶おくである。

　学校の誰に聞いても、彼女達のことを覚えていなかった。

　一いつ緒しよにゲームを創つくった正ただしや千ち奈なでさえ、「なんだかすごい美人の留学生が来ていた気がするんだけど……」というおぼろげな記憶があるだけだ。

　彼女達のことを覚えているのはオレだけ。

　思い出の共有ができないってのがこんなに虚むなしいとは思わなかった。

　ぼんやりとマウスをクリック。

　モニターの中で大破進軍してしまった擬ぎ人じん化戦せん艦かんが轟ごう沈ちんする。

　…………いや、そんな逃にげの言葉を選ぶのはやめよう。

　ちょっと迷惑で、でも一緒にいると楽しいヤツだって思ってたけど。

「オレ、ヒルデのこと好きだったんだな」

　そう呟つぶやいた瞬間──

　──ゴゴゴゴゴゴ。

　低い地鳴りとともに部屋が振しん動どうを始めた。

　地じ震しん!?

　いや、この揺ゆれ方には覚えがある。

　オレは部屋の畳たたみに目をやった。

　やがてそこに現れたのは魔ま方ほう陣じん。

　そして、部屋の中に風が吹ふき荒あれだしたのを確かく認にんすると、大切な本や限定グッズが舞まうのもかまわず部屋を飛び出した。

　行き先は決まっている。

　アパートについた外の共用スペース。

　狭せまい狭い庭。

　転げるように階段を降り、庭へと続くアパートの角を曲がると、隕いん石せきでも落ちたかのような轟ごう音おんとともに、庭から土つち煙けむりがあがった。

　オレはできるだけ近づいて、土煙がおさまるのを待った。

　予想と期待通り、そこにいたのは……

「問おう。貴方あなたが私のマスターか」

　胸まで地面に埋うずまり、真っ赤になった顔ではにかみつつ、ちらちらとこちらを見上げながらそう言うヒルデだった。

　その目元は心なしか潤うるんでいる。

「知らんがな」

　きっとオレは、とびっきりの笑え顔がおで答えたのだろう。

　どうしてこっちにこれた？

　そんな疑問などすっとぶほど、再びこの顔を見られたことが嬉うれしい。

　気付いてみれば、彼女とは写真を撮とったことすらなかったのだ。

　ヒルデもまた、紅潮した頰ほおのまま口をもにょもにょ動かした後、我が慢まんしきれないという様子で、

「潤じゆん矢や！」

　──ずぼんっ！

　土から飛び出し、抱だきついてきた。

「ヒルデ！」

　オレはそんなヒルデを受け止めようとして──思わず避よけてしまった。

「なぜ避けるんです!?」

「泥どろだらけだったからつい」

「せっかく感動の再会なのに……」

「ごめんごめん。久しぶりだな、ヒルデ」

　一瞬、抱きしめようかとも思ったが、いくら感動の再会とはいえそこまでする勇気はオレにはなく、そっと頭を撫なでるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「えへへ……。はい、久しぶりです」

　それでもヒルデは気持ちよさそうに目を細め、くらくらするようなとびっきりの笑顔を見せたのだった。

「あーあ、デレデレしちゃって」

　そんなヒルデの背後から現れたのはスクルドだ。

「スクルド！　お前もこっちに来たのか！　あとデレデレなんてしてない！」

「あらあら～。もう意地なんてはらなくていいのに～」

「グー姉も！　だから意地なんてはってませんて！　そんな理由がないですから！」

　となればグー姉も当然くるよな！

　くぁーっ！

　まさか三人にまた会えるなんてな！

「「オレ、ヒルデのこと好きだったんだな」」

　喜びもつかの間。

　グー姉とスクルドが声を揃そろえて、ちょっと前にオレが呟いた独り言をマネしてみせた。

「ちょっ!?」

　聞いてたの!?

「世界の狭はざ間まを移動する間って、だんだんこちらの世界の音や映像が入ってくるのよねー」

　スクルドがにやりと笑う。

「さっきのセリフを聞いたヒルデちゃんったら、私達を置いてとんでいっちゃうんだもの～。せっかく上手うまく着地させてあげようと思ったのに～うふふ～」

　グー姉までからかうような笑みを浮うかべている。

「潤矢！　覚かく悟ごはできてます！　子供は『最ヴァル』のキャラクターコスを全員でできるくらいの人数で良いですか!?　きっとグー姉様も喜びます！」

「待って！　気が早い！　あと何人つくる気だよ！　どう考えてもオレの寿じゆ命みようじゃ無理だ！」

「ふーん、結けつ婚こんするっていう前提は否定しないんだ」

　と言ったのはスクルド。

　ん……？

「はめられた！　誘ゆう導どう尋じん問もんだ！」

「覚悟きめちゃえばいいのに～」

「グー姉まで！　オレはまだ高校生だから！」

「高校生が教師のお嫁よめさんになるマンガがありましたね！　大だい丈じよう夫ぶです！」

「何が大丈夫なの!?　マンガの話だよねそれ！　それより、なんでみんなこっちにこれたの？」

　話題をそらさないと、こっちの身がもたない。

「ヒルデちゃんがね、アースガルドで本当にソシャゲを創ろうとしたの～。でも、なかなか上手くいかずに闇やみ堕おち連発してね～。任務に支障をきたして大変だったの～。それで罰ばつを与あたえるってことになったというわけ～」

「でもしばらくこっちの世界にはこれないはずじゃあ……」

「ヒルデちゃんは、こっちの世界に強い因果を作っててね、それが上手く作用したってわけ～」

「それって……」

　もしかして、オレとの愛の力とかそういう？

「潤矢君への一億円を超こえる借金ね～」

「まさかの金の話！」

「お金は魔術の触しよく媒ばいにも使われるほど、重要な契けい約やく要素なのよ～。それが、普ふ通つうでは考えられないような金額だったから、魔術的に強い結びつきになってたってわけ～。そんな状態のヒルデちゃんがアースガルドにいると、いつその結びつきをヴァン神族に利用されるかわからないでしょ～？　だから逆にその結びつきを利用して、こちらの世界送りになったというわけなの～。結んだ糸の先がアースガルドになければ、ヴァン神族も利用なんてできないから～」

　グー姉の難しい説明を理解できたのは半分くらいだったが、ヒルデの課金癖へきのせいでまた会えたということだけは十分にわかった。

　もしかして、ヒルデのやつわざと課金をしまくってたのか？

　さすがに考えすぎか。

　そうだとしてもあれほど別れを悲しんでいたのだ。確信はなかったのだろう。

　でも、ヒルデの課金癖のおかげでこうしてまた会えたってのは間ま違ちがいない。

　課金に感謝………………かなあ？

　イイハナシカナー？

「そうそう、ヒルデ姉様が創ろうとしたソシャゲってね……」

　スクルドがヒルデにも聞こえるよう耳打ちしてきた。

「わー！　言わないでくださいよ！」

　そこは教えてもらわなくてもわかる。

『最ヴァル』のときと同じだろう。

「牧まき瀬せマリに似たキャラを主人公にしたんだろ？」

「ふふーん、ちがうんだなー」

「そうなのか？」

「潤矢を主人公にしようとしたんだよ。毎日、潤矢潤矢ーって闇堕ち連発でひどかったんだから」

「んな……」

　自分でもはっきりわかるほど顔が熱い。

　なんだかもう、色んな意味で恥はずかしすぎてどうしていいかわからない。

「わーっ！　わーっ！　内ない緒しよって言ったじゃないですかー！　なんで言っちゃうんですかー！」

　ヒルデが両手をぶんぶん振ふり回しながら抗こう議ぎしている。

　全力でやるのやめて！　なんか竜たつ巻まきできてるから！

「これくらいはないとね」

「そうね～」

　スクルドとグー姉は顔を見合わせて肩かたをすくめたのだった。

　うーん、女子の会話ってのはよくわからんなあ。

「ちょっと潤矢ー。庭なんかで何して──ヒルデさん!?」

　そこへ現れたのは千奈だ。

　記き憶おくが戻もどってる？

　ヒルデ達がこちらに帰ってきたからか！

　まるでヒルデ達の存在が世界に認められたかのようで、つい目元が潤む。

　オレは気付かれないようにそっとその涙なみだをぬぐった。

「平ひら井い台だいさんこそ何してるんです？」

「再会の挨あい拶さつもそこそこにいきなりな質問ねぇ！　ふふん、でもいいわ。教えてあげる。私はね、潤矢に晩ご飯を作りにきたのよ！」

「んな──っ！　どういうことですか潤矢！」

　なぜか得意げに胸をはる千奈の言葉を聞いて、ヒルデがつめよってくる。

「オレが凹へこんでるのを見てな、毎日メシを作りにきてくれたんだ。あらためてありがとな」

「えへへ……いいっていいって！　幼なじみじゃない」

「幼なじみは滑すべり台の代名詞……」

「何か言ったヒルデさん!?」

「なんでもありませーん」

「おいおいヒルデ、なんでお前はそう千奈には挑ちよう発はつするようなことを言うんだよ」

　久しぶりなんだから、もっと仲良くしてほしいものだ。

「『お前』だなんて……ぽっ……」

「おいやめろって……」

　お互たがいの気持ちを知ってしまった以上、そういう冗じよう談だんはマジで恥ずかしいから。

「え……？　なに……？　なんだか景色がピンクなんだけど？」

　千奈よ、さすがにそんなことはないぞ！　ないからな！

「ところで潤矢、なんでそんなに凹んでたんですか？」

　お前がそれを聞くのかヒルデ。

「わかるだろ……」

「んー？　わかりませーん」

　なんでそんなに満面の笑えみなんだよ！

「そりゃもちろん……ヒルデと……会えな……」

「私と、なんです？」

「ああもう！　なんでもない！」

「最後まで言ってくださいよー！」

「ちょっと二人とも！　いつの間にそういうことになったの!?」

「落ち着け千奈！　オレ達はまだどうにもなっちゃいない！」

「まだ!?　まだって言った!?　潤矢のくせにいいいい！」

　しまってる！　首がしまってる！

　なんでそこまで憎にくまれるのか！

　そういやオレもリア充じゆう爆ばく発はつしろってよく言ってたわ！

　しかたないわコレ！

「やめてくださいよ平井台さーん。潤矢とはこれから三百人ほど子供を作るんですからあー」

　棒読みで挑発するな！

「そんな約束してねえ！」

「こど……え……？」

　目から光こう彩さいの消えた千奈がかくりと首を横に傾かたむけた。

「平井台さん～。あなたはこちらよ～」

「そうそう、いっしょにお茶でもしましょ」

　グー姉とスクルドが両りよう脇わきから千奈を抱かかえてつれていった。

　なんだあの連帯感。

「さあ潤矢、はじめましょうか！」

　ヒルデはオレの腕うでを取ると、アパートの方へと歩き出した。

　え……なに……どういうこと？

　もしかしてオレって今夜……。

「私が課金したくなるようなゲームを紹しよう介かいしてください！　半年も経たったのでさぞ面おも白しろいゲームがたくさん出てるんじゃないかと！」

　そんなこったろうと思ったよ！

「お前はその前に借金を返せよな！」

「まあまあ、お金のことは課金してから考えましょうよ。これからずーっと、ずーっと」

　どんなに照れたかわいい顔で言っても、ダメな感じであることに変わりはないからな！

　でもオレはきっと、この廃はい課金戦乙女ヴアルキリーとずっと一いつ緒しよにいるのだろう。

　ヒルデと一緒にいる楽しさを、会えない時の寂さびしさを知ってしまったのだから。







[image: あとがき]




　今年は伝説の戦士ではなく魔ま法ほう使つかい。

　えらい変えてきたかと思いきや、色んなところが実に初代っぽい！

　また一年間楽しみにしています。

　いきなりなんの話をしているのか。

　お久しぶりです、日ひの原はら裕ひろ光みつです。

　最近、ラノベ作家の飲みがプ○キュア感想会になっていて楽しいです。（一部の参加者には風評被ひ害がい）

　さて、ヒルデさんも無事最終巻を迎むかえることができました。

　それもこれも、ここまでお付き合いいただいた皆みな様さまのおかげです。

　ありがとうございました！

　お楽しみいただけましたでしょうか？

　課金系パロディラブコメディの名に恥はじない甘いお話でしたね！

　……ぐぬぬ……なぜか『ラブ』コメじゃないよね、って声が聞こえてきます。

　ラブ要素はいっぱい入っているのに！




　それでは謝辞を。

　担当様。

　作家と担当さんはタッグだなあと改めて感じたシリーズでした。次回作でもよろしくお願いします！

　やむ茶様。

　今回も清らエロかわいいイラストをありがとうございます！

　とくにほっぺがすばらしかとです！　つんつんしたい！

　そして、読者の皆様に改めてお礼を申し上げます。

　たまにはヒルデ達の活かつ躍やくを読み返してあげてください。

　気付かなかったパロネタがまだ眠ねむっているかもしれませんしね！

　次回作も鋭えい意い制作中ですので、新シリーズでまたお会いいたしましょう。

　ではでは、できるだけ近いうちにお目にかかれることを祈いのって。


二〇一六年　春


















特別付録

　描き下ろし短編【世界の狭間にて】







　私がアースガルドに戻って半年が経ちました。

　ヴァルキリーとしての任務を着実にこなしつつも、心のどこかに大きな穴が空いているのを感じていました。

　その理由はわかっています。

　大好きなソシャゲがないから……いいえ、ごまかすのはやめましょう。

　潤矢がいなくて寂しかったのです。

　でもそんな時間も終わります。

　私とグー姉様、それにスクルドは今、世界の狭間にいます。

　そう！　潤矢の世界へと向かうために！

「ふふ……うふふ……」

　おっと、自然に口元から笑みがこぼれてしまいました。

　いけません。潤矢との出会いは少しマヌケでしたからね。

　今度こそかっこよくキメてみせますよ。

　そして問うのです。

　貴方が私のマスターか、と。

　きっと彼は答えてくれるでしょう。

　マスターではなく、夫であると。

　ああもうどうしましょう！

　そんなことを言われたら私、どうなってしまうかわかりません！

　あぁ……もうすぐ着くのですね。

　半年は待つには永すぎました。

　なつかしい匂いがします。

　あちらの世界から流れ込んでくる潤矢の……部屋の匂い。

　どうしましょう。

　少し怖くなってきました。

　もし潤矢に彼女ができていたらどうしましょう。

　あれだけ素敵な人です。

　半年もあれば……いいえ……でも……例えば潤矢とよく一緒にいた平井台さん……はないですね。

　扱いあまりよくありませんし。

　でも『テコ入れだ！』なんて言って、新キャラが投入されているかもしれません。

　大丈夫……大丈夫……ちゃんとかっこよく登場すれば、もし潤矢に好きな人ができていたとしても、私のことを見てくれるはずです。

　あぁ……出口が見えてきました。

　周りの景色もあちらの世界とまざり始めています。

　すぐ隣りに潤矢の姿がうっすら見えるのに触れられません……。

　……潤矢はどこか元気がありません。

　どうしたのでしょう？

　うぅ……手が震えます。

　どんなに激しい戦の時だって、これほど緊張したことはありません。

　潤矢の息づかいを感じます。

　何か言おうとしているのですね？

　怖いけれど耳をすまします。

　さあ、久しぶりの貴男の声、聞かせてください。


「オレ、ヒルデのこと好きだったんだな」


　…………ンじゅじゅじゅじゅじゅじゅんやああああああ！？

　今行きます！　すぐ行きます！

　待っててくださいね！








日の原裕光

●ひのはらひろみつ



『ウチの彼女が中二で困ってます。』で第24回前期ファンタジア大賞〈銀賞〉を受賞。

ラノベ書きとゲームクリエイターの二足のわらじで全力疾走中。

ラノベを書いたお金でラノベを買い、ゲームを作ったお金でゲームを買う。まさに永久機関。

スト５はマフラー姉さんがいないので、金髪縦ロールちゃんを使ってます。
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